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第１話のPCは４人。
今回、魔法王国カストゥールが舞台ということで、オリジナルの生まれ表を使用し、古代語魔術の系統化を行った。（「基本」「四大」「召喚」「付与」「拡大」「死霊」「幻覚」「創成」「精神」「統合」の10系統）
この時代、大きく分類して人間は２種類に分けられる。先天的に魔法能力を持つ優性種（固有の呼び名はないが「貴族」「市民」「魔術師」などと表現される事も多い）、そして魔法能力を持たない「蛮族」である。

シナリオの舞台でもある魔法王国末期には、血統的に優性種とされる人間もほとんどが魔法能力を失い、その出生率はわずか２％ほどになっていると言われている。

カストゥール時代の魔術師には長音節の名前が多く、日常的にはそれを短縮して呼び合う習慣があったようである。（メルドラムゼー→ラムゼー、ファーラムシア→ファーラムなど。ちなみにカーラの本名はアルナカーラ。）

スフレ　（スフラデリシス＝シブースト）
人間　魔法戦士：拡大魔術師（エンハンサー）　男　14歳

プレイヤー：水溜

行きがかり上リプレイ第1作でリーダー役に任命された事で、今後本編の主人公となる事が予想される。「谷間の都市」マッケナスの太守の息子という由緒正しい家柄。しかもキャラメイクの際、生まれ表で６ゾロを振り、魔法戦士の出自を叩き出した。名実伴うキャリア組と言えよう。父親はママレーディオ、母の名はバナーヌ、二人いる兄の名はシフォンとビッシュ。なんとも美味しそうな一族である。甘えっ子という性格は名前のせいか？　キャンペーンを通じての人間的成長が期待される。プレイヤーはGMもこなす水溜氏なので、ぜひ古代王国における優性種たる魔術師をうまく演戯してもらいたい。

ガンヴァ　（ガンダルヴァ＝ハッチブッシュ）
人間　付与魔術師（エンチャンター）　男　18歳


プレイヤー：中チュン

ゼノという魔術師に両親を虐殺されたため、仇として追っている、天涯孤独の流れエンチャンター。

オデッサ・サーガ以来のソーサラー２枚看板の一翼をになう。「オデッサ」は８人前後の多人数シナリオであったのに対し、本キャンペーンはわずか４人のPCのうち魔術師が二人。パーティとしてのバランスの問題は今回重要視されない。逆に、特殊な時代性を表現するために活用して欲しい設定である。既に第１話において自系統の呪文にこだわりを見せるなど、二人ともキャラの確立が始まっており、GMとしても先が楽しみである。魔術師受難の時代にあって、それぞれの世界観や生き方をどう見出していくか･･･

ベクター　（ビクトリア）
人間　司祭：チャ・ザ　　女　20歳



プレイヤー：今井

幸運の神チャ・ザを信仰しつつシーフ技能を持つ、言行一致型プリースト（？）。シブースト家に半分住み込みで仕官しており、末っ子のスフレ君の家庭教師兼守り役みたいな立場だったらしい。女なのに名前がベクターとはこれ如何に。プレイ終了後、「ベクターは本名はビクトリアだったと言うことで」とメールが送られて来たので特別取り計らってやる。シナリオ中「プレイヤーの発言」が頻出し、そもそも女である必要性がみとめられない。敏捷度が一番高いのだが、戦闘時には行動順を遅らせまくっていた、無駄に素早い女。

アリエル　（アリエル“ファイヤーファング”ジェロニコ）
人間　旅人　女　21歳




プレイヤー：桃枝

マッケナス近辺に住む、女戦士。以前にシブースト家に出入りがあり、その縁からスフレと行動をともにする事になる。PC中唯一の「蛮族」キャラ。古代王国時代の優性種と蛮族の関係については文献も少なく、表現するのが難しいのだが、そこは経験ゆたかな桃枝のこと、絶妙の蛮族ぶりを見せてくれる。ゴーストを素手で殴り倒すなど、演戯に賽の目がついて行っているのが恐ろしい。フルネームを縮めて「アルニコ」という呼び方も設定されていたが、呼びにくいので自然消滅した。必殺技はアパッチのおたけび（うそ）。

（今井風）劇場版予告

―――時はカストゥール王国末期―――
ガンヴァ：「父親の名前はなんてぇの？」

GM：「父親は･･･マーマレード･･････ママレーディオ＝シブースト」

スフレ：「甘そうだ（メモメモ）」

GM：「通称、ディオ様」

アリエル：「デイオっ！？」

―――今宵、

アリエル：「アッパーで外れたから今度はストレートだな。どっせい！！」

ＧＭ：「･･･敵は弾けとんだ！！(一同爆笑)」

ビクトリア：「蛮族恐るべし！」

ガンヴァ：「アンデッドを素手で殴り倒す女がいるとは知らなかった」

―――世界の破滅が―――
スフレ：「その熱を通さない魔法をどんどん広げていったらいいじゃん？」
ビクトリア：「あんたら魔法使いと一緒にしないでよ！」
―――訪れる。

ガンヴァ：「なんですと！　みんなあれを見ろ！」
ＧＭ：「ゴンゴンゴンゴンゴン！　と迫ってくるよ」
スフレ：「な･･･なんで！？　レックスが！！」
―――５千年の研鑚を経て栄華の頂点を極めた魔法王国、カストゥール。

わずか数年にして完全に滅亡した古代文明の、絶望、混沌、そしてわずかに残された希望。

時代に翻弄されながらも破滅へと立ち向かう、最後の人間達の戦いが、幕を開ける。
･･･COMING　SOON

ネブカドネザル：『あんまり書きすぎるとページがなくなるだろっ！』

カストゥール王国年表（王国末期）　B.C.＝before crisis

B.C.16

魔力の塔の完成



統合魔術の復活

B.C.15

選王会議
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内乱終結

B.C.13

第153代魔法王　ファーラムシア即位



魔力の塔　稼動開始

B.C.12

精霊都市フリーオン完成

B.C.７

フリーオン遷都



繁栄の頂点

B.C.２
9月
魔精霊アトンの出現


10月
王国軍の壊滅


12月
精霊獣の続出
B.C.１
１月
ファーラム直率軍　敗北


２月
魔精霊対策会議


５月
ファーラムの剣　完成

プロローグ

「退くな！　マナを終結しろ！！」

特別攻撃隊第３遊撃軍隊長、アイゼリンデスの絶叫が響き渡った。彼が率いる部隊は四大魔術師の一団で結成され、後方戦闘軍として適宜投入するための予備火力として配置されていた。

ところが、戦闘開始後さほど経っていないにも関わらず、最大の脅威は既に彼の目前に迫っていた。敵に瞬間移動の術を使われたわけでもない。主力部隊として中央に配置されていた王国正規軍は、真正面から敵の攻撃を受けとめ、魔力の粋をもって迎撃したのだ。

しかし、主力部隊は１時間と経たぬ間に壊滅した。

魔精霊、アトン。

魔法王国の首府たる精霊都市フリーオンで使役されていた「それ」は、当初から危険性を孕んでいた。当時の四大魔術門主ベルーガの設計になるフリーオンでは、重力を制御する「場」として各所に地の上級精霊ベヒモスを配していた。都市の建設時には大量の精霊・上級精霊が召喚された。召喚には最高の術士が携わり、最高の術をもって使役されたが、人間の行う業に完璧はなかったことが後に証明される。そしてそれは、気づいたときには既に手遅れといえる事態にまで発展していたのである。

精霊には狂った状態の精霊というものがある。精霊界の住人を物質界に召喚して存在させるのだから、人間が目にする精霊というのは多かれ少なかれ不安定な状態にあるのは間違いない。これが召喚者の支配下を離れ、制御不能になる状態を、一般に「狂った精霊」と呼ぶのである。或る場所に「場」として配置されたベヒモスは、召喚された時点で狂っていた。しかし彼の異常の発現はごく微細なもので、これを配置した術士には確認できなかったのだ。

都市の一角で建物が倒壊する事件から異変が始まる。原因の調査に派遣された役人は、狂ったベヒモスを御する事がまったくかなわかった。彼は逆に精霊に喰らわれてしまい、このときフリーオンにはじめて警鐘が鳴らされた。

そもそも、精霊を使役して地中に都市をつくる事に疑念を生じる者も多数存在していた。精霊との自然な交わりを説くドルイド僧の一派により反乱が起きたこともあった。しかし、時の魔法王国の権力は絶対的に強大であり、彼らの実力行使は苦も無く鎮圧された。

通常、狂った精霊が本来の能力以上の力を身につけることはない。しかしこの時は出現した場所が悪かった。自然の状態の数百倍にも及ぶ精霊たちを使役していたフリーオンでは、魔精霊が喰らう「餌」が豊富にありすぎた。他の精霊力を糧とし、魔精霊はその力を増していったばかりでなく、地水火風その他あらゆる精霊力を自在に行使するようになっていったのである。もはや精霊とも言えぬほど、人知を超えた魔物となり果てたそれを、いつしか人は魔精霊アトンと呼んだ。

アイゼリンデスは悔やんでいた。悔やんでも悔やみきれぬ事と知りつつ、考えずにはおれなかった。あの時、ドルイドの一団が王都への陳情を強行した時、彼はドルイド達を暴徒として弾圧する側にあったのである。

『違うのだ！　主らの精霊の使い方は誤っておる！』

今となって鮮明に思い出されるのは何故だろう。自分がマナをもってねじ伏せた白髪の老人の言葉が、脳裏にこびりついて離れない。

『フリーオンは街中に危険と狂気を抱え込んでいるようなものだ！　考え直せ！！』

　あの時の老人の目。燃えるような怒りをはらみながら、焦りとも恐れとも言える感情が渦を巻いていた。あれは、ドルイドどもの狂信に因するものでは無かった。故あっての、恐れであったのだ。

「アイゼル殿！　来ます･･･奴が来ます！！」

かろうじて踏みとどまった部下が、陣形を整えながら敵を待ち受ける。アトンは主力部隊を壊滅せしめた後、地中へ潜り込んでいた。敵は、下からやってくる。地鳴りとともに腹の底に響いてくる振動は、刻一刻と近づいて来ていた。

一瞬後、アイゼリンデスの部隊は宙に放り出されていた。否、放り出されたのではなく、地面が突然無くなったのである。彼らの足元の地盤一帯は、広範囲に渡って突如陥没し、続いて巨大な魔物が地上に姿を現した。

「これが･･･アトン･･･！！」

魔物としか言い様が無い。山のような体躯。岩石そのものの皮膚。鉤爪ひとつで大の大人ほどもあるだろうか。岩のようでありながらしなやかに動く尾は、一振りするだけで大木をなぎ倒すであろう。ただ両の目と巨大な口腔が、炎の精霊さながらに燃え盛っていた。

　四大魔術師であるアイゼリンデスには分かった。これは、地の上位精霊でありながら、さにあらず。全身からはあらゆる精霊力が発散されており、２つの目に宿った光はもはや、狂気とも怒りとも判別しがたい。彼はしばし、命令を発する事も忘れて立ち尽くした。

「アイゼル殿！　攻撃命令を！」

そう叫んだ部下が、魔精霊が撒き散らす岩の礫に押し潰される。我に返ったアイゼリンデスは、おのれ、と叫ぼうとしたが、舌が乾ききって言葉にすらならなかった。

「全隊！　初弾斉射用意！」

大音声で呼ばわると、残った部下に秩序が回復するだけの間をおく。皆高位の四大魔術師である。恐れ慄きながらも、わずかな時間で呪文の詠唱体制を整えている。

「万物の根源たるマナよ！」

アイゼリンデスの言葉に、２０人近い部下が一斉に詠唱を合わせる。複雑な呪文が一糸乱れる事もなく完成されて行く様は、それだけで感銘を与えるものだが、それがこれほどの大人数から同時に紡ぎ出されると、壮麗さすらともなう。一瞬後、詠唱は完成した。

「深淵より来たれ、破滅の爆炎、地獄の業火！　破壊の炎となりて、全てを灼き尽くせ！」

魔精霊を囲うようにマナが吹き荒れる。『火球』の呪文だ。魔力の粒子は炎の球体に姿を変え、一斉に魔物を襲った。ほぼ半円形に魔物を取り巻く攻撃である、避けようはずも無い。魔精霊は怒りの咆哮を放ち、完全に射線に捉えられた。

「どうだ怪物め！　これだけの攻撃を受けては流石にひとたまりもあるまい！」

指揮官は快哉を叫び、部下達がこれに唱和した。しかし、一瞬後に歓喜は驚愕と絶望に取って代わられることになる。

「まさか･･･こいつ術を喰らっていやがる！」

術士のひとりが震える声で吐き出した言葉は、アイゼリンデスの耳に虚ろに響いた。魔精霊は巨大な口腔を押し開き、文字通り火球の呪文を喰らっていたのである。

これが、精霊力を食い尽くす魔物の本領か。なかば驚嘆にも似た思いを振り切って、彼は続けざまに指示を発した。第３遊撃軍の指揮官は、的確な判断力と機動的な攻撃を行うことで知られていた。

「第二弾斉射用意！」

動揺しているはずの部下達が一斉に詠唱体制に入る。頼もしい部下達だ、そう思うとともに、いったい何人が無事に故郷に帰れるのだろうとの不吉な思いが、アイゼルの脳裏をよぎる。

「魔狼の咆哮、氷の女王の抱擁、始源の巨人の大いなる悲哀･･･」

『氷嵐』の呪文である。火球をことごとく呑み込んだ魔精霊は、内部から高温状態になっている。そこへ強烈なブリザードが見舞えばどうなるか。急激な温度変化にさらされた肉体は、膨張と収縮の落差に耐え切れず、自己崩壊を起こすはずである。見事なまでに勝算を追求した作戦であった。

「･･･万物の根源たるマナよ、氷雪の嵐となりて吹き荒れよ！」

詠唱が完成した瞬間、全員が勝利を確信した。

「これが魔法王国随一のエレメンタラーの実力だ。思い知れ！」

一瞬、アイゼリンデスには魔精霊の眼光が深紅に閃いたように見えた。笑っている･･･？　そう感じた直後、強烈な思念が彼を捉えた。

『我を･･･』

魔精霊が喋っている。耳に聞こえたわけではない。魔物の口が動いたわけでもないが、彼は紛れもなくその言葉を聞いた。

『我を何者と心得る！！』

大きく息を吸うような動作に続いて、アトンは口腔から灼熱の炎をほとばしらせた。四大魔術師達の火球の呪文を吸収し、これらを増幅させた巨大な炎の息である。紅蓮の炎が周囲をなめ尽くし、最高の術者達が放った氷嵐の呪文をいとも簡単に消滅させて行く。そればかりか、炎は全く勢いを失わず、容赦なく魔術師達に襲い掛かった。

意識を失う直前、アイゼリンデスは悟った。

四大魔術。系統魔術の中でも最高の攻撃力を誇る「門」。精霊力を自在に操り、それでいてシャーマンやドルイド達の精霊魔術を凌駕する魔術形態である。しかし魔術師達は本当の意味で精霊力を支配していたのではなかったのかもしれない。知識も研鑚も、どこかの時点で進むべき道を誤ったに違いない。かつての賢者達は方向を間違った事に気づかぬまま進歩し、邁進し、取り返しのつかない所まで来てしまった。

魔法王国の黎明期、魔術は、脆弱な人類に与えられた唯一で最大の武器であった。カストゥールがどこでどのように道を誤ったか、もはやアイゼリンデスには思考する刹那も残されてはいなかった。彼はただひとつだけ認識し、業火の中に跡形も無く消え去った。

今焼き尽くされる火炎は、彼ら自身が生み出したものであった。

世界を破滅に追い込むであろう魔精霊アトンもまた、「彼ら」が生み出した魔物なのである。

序章
はじまりは驚きとともに

ＧＭ
今回は、予告してあったように古代王国の話です。

アリエル
（誇らしげに）古代王国が、蛮族に、滅ぼされるお話！

ビクトリア
あんたが主人公か！（笑）

ＧＭ
カストゥール王国が開闢して四千年から五千年経っているとお考え下さい。

スフレ
そんなに続いた王国なんだ～？

ＧＭ
うん。それまでは神と神が対決していて、竜族やら巨人族やらが地上の主役だった。その時代が終わって、魔法の力を得た人間たちが台頭したわけ。

アリエル
力の限りこぶしとこぶしで殴りあったのですね！

ＧＭ
･･･そんなことないだろ。（地図を示す）さて、みんながいるのはこの辺。大陸の東よりの方。

ビクトリア
ロマール？

ＧＭ
ロマールなんか影も形もないんだよっ！

ガンヴァ
オランの方に近いのかな。あそこはどこになるんだろう？

ＧＭ
あそこというと？

ガンヴァ
ガンダーラ(笑)

ＧＭ
ガンダーラは、この辺。（大陸の中南部を指す）

ガンヴァ
わたしは流浪の魔術師なのだが、ガンダーラの方から来たという事でお願いします。

GM
まだガンダーラは無いけどまあ良いでしょう。さて、まず基本的な設定から説明を･･･カストゥール王国というのは四千年の歴史の中で何回か滅んでいます。

ビクトリア
ええっ？そうなの？

GM
人間ってのは魔法王国初期ではまだまだ力が弱くて、神から魔法の力を伝授してもらったんだけど、これを駆使して巨人族やら猛獣やらと長い間抗争を繰り広げてきたわけ。サイクロプスの一族と戦った時には何回も負けてます。魔法の能力は４千年かけて磨き上げられて来たんだけど、最近その集大成とも言うべき「魔力の塔」というものが開発されました。

ガンヴァ
この額のアレか。

GM
そう、魔法使いの額には、黒い水晶が埋め込まれるんだけど、その水晶を介して「魔力の塔」から無限の魔力を得ることが出来るようになっています。

スフレ
という事は･･･精神点使いたい放題？

GM
そう。レベルの許す限り、倍消費し放題。

スフレ
あっほんとにそうなんだ？　すごい。

GM
という素晴らしい塔を、第１５２代魔法王メルドラムゼーが建設し、それ以来魔法使いは無限の魔力を行使して、今まさに絶頂期にあります。

ビクトリア
じゃあ後はもう滅びるのみだ（笑）

アリエル
そろそろ出番か！？(一同笑)

驚くべきことに、ここで一旦テープが途切れる。

やり取りから察するに、レコーダーの電池切れを心配したGMが新しい電池を探しているだ。この時は桃枝の取り出した電池により事なきを得たが、再度録音を開始する際に何らかのトラブルがあった。

後日事故調査委員会（略して事故調）が詳細な検証を行った結果によると、録音ボタンの隣にあった再生ボタンを間違って押し、約６０分間これに気づかなかったものと推測される。

とにかく終わったことを悔やんでも仕方がないので、空白の部分は闇に葬りさる事とし、まる１章分小説仕立てで補うという対処法についてプレイヤー諸氏からは何らの異存も無いことを、GMとしては強く確信してやまないのである。（第０章に続く）

第０章
魔法王国の黄昏

　「暑い…」

　少年はわずかに眉をしかめると羽根ペンを放り出し、書物机の上に突っ伏した。

　６月に入ったばかりだと言うのに、うだるような暑さである。１ヶ月近く雨が降っていないせいもあり、空気は乾燥しきっている。ここ「谷間の街」マッケナスには中心部を流れる河があるが、その水量も近頃では目に見えて減っていた。

　「まだ始めたばかりですよ、シャキッとしてください」

　隣に椅子を並べている、神官着をまとった女性がたしなめる。少年は物言いたげに彼女を振りかえり、上目づかいに様子をうかがっていたが、女神官に全く取り合う気がない事を見てとったのだろう、おっくうそうに上体を机から引きはがした。

　「歴史なんて退屈だよ…魔術の実践の方がいいな」

　「いけません。スフレ坊ちゃんには学問全般をかたよりなく修めていただくよう、父上様も強く望んでいらっしゃいます」

　「ちぇっ」

　女神官の差し出した羽根ペンをしぶしぶ受け取ると、彼はゆっくりインク壷にペン先を浸しはじめた。必要以上にゆっくりとした動作は、ささやかな抵抗なのかもしれない。

　彼の名はスフラデリシス＝シブースト。マッケナスの街の太守、ママレーディオ＝シブーストの三男である。１４歳の誕生日をとうに過ぎているが、幼げな顔立ちとサラサラの黒髪は、「坊ちゃん」という呼び名に全く違和感を感じさせない。額には黒い水晶が輝き、彼がマジックユーザーの家系である事を物語っている。シブースト家は実に２００年の永きに渡ってこの地を領有しており、その開闢の伝説に由来する、白き鷹を象徴とする名家であった。

　先ほどから彼の学習態度を監督しているのは、シブースト家に住み込みで仕えている女性で、名をビクトリアという。末っ子であるスフレの守り役としてこの家に雇われたが、最近ではもっぱら家庭教師として、教え子の成長に心をくだく日々である。ただし彼女は、マナを使役する力を持たない一般市民なので、魔術の教授は執事であるゼバスチアンの役目となっている。ビクトリアは幸運の神チャ・ザに仕える神官という事もあり、大人びた物腰をしているが、まだ２０歳を過ぎたばかりである。もっともスフレに言わせると「１４歳と２０歳なんて、そんなに変わんない」らしい。

　シブースト家では現在家長が不在にしており、ビクトリアも普段に増してつとめを果たそうとの意識が強い。スフレとしてもその辺りをおもんぱかって、大人しく従うようにしているのだが、この日のような容赦ない暑さが続くとなると、どうしても集中力が途切れがちになってしまう。ぼんやりと書物をながめるスフレの思考はいつしか３ヶ月前に立ち戻り、王都に出発する父親から呼び出された時のことを思い出していた。

　『……こわいかお』

父の表情は、さして怒気をはらんでいた訳ではないが、直観的にそう感じたのを覚えている。あるいは、座に集められた一同の、張り詰めた緊張感がそう思わせたのか。…もっとも、絶え間ない緊張と不安とは、この王国にとっては当たり前のものになって久しかった。

　季節は初春。マッケナスの谷間にも新緑が芽吹き、例年であればラーダ神殿主催の祭りでにぎわう頃である。しかしこの年は、先日太守府より「今年の祭りは中止する」との触れが出たばかりであった。意外な事にその通達は、住民からさしたる抵抗を受けることもなく、熱心なラーダ信者にとってさえも半ば諦念をもって受け入れられたのである。

　先年の９月、突如として王都フリーオンを襲い、またたく間に王都警備軍を粉砕した魔精霊アトンは、あらゆる精霊力を喰らい、手当たり次第に物質界を蝕み続けた。取りこまれなかった精霊力も、アトンの影響をのがれる事は出来ず、それらは制御の効かない「狂った精霊」と化し、今や王国全土を恐怖のどん底に叩き落とさんとしていた。

　年が明けてから、時の魔法王ファーラムはアトン討伐の大軍を起こした。熟練・精鋭のみで構成した戦士や魔術師の混成軍で、その兵力は１０万を数えたという。常ならば、たった１体の怪物を倒すのには過剰も甚だしい大軍勢であったが、それでも、この人知を超えた怪物はわずか１日にしてその全軍を壊滅せしめた。この戦いでは名だたるマジックユーザーを含め、従軍した兵力の過半数が戦死し、ファーラム王も重傷を負った。もはや人類存続の望みはついえたと見え、ただ滅びるのを待つばかりと、誰もが希望を失っていたのである。

　太守ママレーディオの執務室に連なる控えの間は、この邸内で最も広い空間で、儀式や行事の際の集会場として利用されていた。この日も太守府につとめる主だった面々が召し出され、指定の時刻には全員が

参集を完了していた。

　太守夫妻、長男のシフォン、次男のビッシュの姿が見える。スフレはビクトリアに伴われて控えの間に入ると、ビッシュの隣に連なるように立った。部屋の向こうでは執事のゼバスチアンと秘書官のタリウスが小声で言葉を交わしている。太守府付きの司祭達は入り口付近に控え、その前方には警吏長、出納長、納税官、裁事官、刑務官といった役人が難しい顔をして並んでいる。

重く張り詰めた空気に、スフレが息苦しさを感じ始めた頃、太守は上の息子二人にわずかにうなづきかけた。シフォンとビッシュは、その合図を待っていたかのように父の両脇に移動すると、一同の方に向き直って直立した。

　『なんで兄さん達だけ』

　スフレは口の中でつぶやいた。とはいってもシフォンは２２、ビッシュも来月で２０歳になる。年の離れた弟とは、魔術を研鑚してきた経験も違うし、彼らは父を補佐して政務に携わっている。昨日の、王都からの使者の応接にあたっても、兄２人は同席しているのだから、おそらくそれを受けてこの場が設けられたとすれば、兄たちがお役目を与えられるのは当然と言えた。本心では仕方のない事だと分かっていながらも心情的に納得いかないのは、子供らしい反発心だけではなく、カストゥール貴族の子弟として芽生え始めた矜持のあらわれであった。

　「先の戦さの成り行きについては、皆も承知している事と思う」

　持ち前の良く通る声で、太守がそう切り出すと、一同はそれぞれに居住まいを正した。表情は様々だが、複雑な感情が絡み合っているという点で共通している。大方をしめるのは、「やはりこの話か」という反応と、これからどんな内容が話されるかという不安、緊張の感情であった。

　「アトンの討伐に失敗した魔法王の軍勢は、アミールへと退却した。事ここに至って、国中の賢者がアミールの大本営に集結し、最後の対策会議を行なう事になった」

　この話はスフレも知っていた。確か、先月のはじめから集まり始めた賢者の数は、100人に達したとの事である。

　「対策会議では寝食の間も惜しんであらゆる可能性が討議され、先日ついにひとつの結論が導き出された。……昨日、大本営からの使者によって、このマッケナスにもその通達がもたらされたのである」

　何人かはその言葉に動揺を感じた。先の戦いで実の兄を失っている衛視長のマクベスは、疑念を隠しきれず、思わず口走っていた。

　「ディオ様！　まさか徴兵では…？　男達が戦に駆り出されでもしたら、マッケナス程度の街は…」

　「まあ、待つが良い」

　深みのある声音で太守がおさえる。その場の全員にむけてひとこと、「徴兵ではない」と言葉を継いだが、それ以上は語らず、傍らに控えるシフォンが発言するよう促す。太守の嫡男は、うなづくと一歩進み出て、父親似の明朗な声で解説を加えた。

　「対策会議はひとつの結論を導き出しました。軍勢による攻撃ではアトンは倒せないという事を認識した上での、最後の手段であると考えて下さい。

　「アトンは、当代随一の戦士の、最高の技によってしか傷つけることができません。そして、その一撃一撃に必殺の魔力を付与することで、奴に与える打撃を最大化する……これが対策会議の見解です」

　「なるほど……しかし最大化と言っても、抽象的ですが？」

　口をはさんだのは、裁事官のスリドールである。豊かなあご髭をしごきながら、回答を求めるように首をかしげてみせる。

　「その方法について、使者はこう言っていました。最強の魔術師の、その肉体を１本の剣として鍛え上げ、これをもってアトンを打ち砕くのだと」

　今度は、さざなみのようなざわめきが起こった。スリドールも、「そんな事が……いや、しかし…」とつぶやいたきり黙ってしまった。太守ディオは、黙して言葉を発しない。

　「その決定を打ち出すのに、１ヶ月を要し、決定後各地に使者が散った、というわけですな」刑務官のドヴォルクが言った。あまり感情を表に出さない男なので、事実を言っただけなのか、皮肉で言っているのか判別しがたい。これに対してシフォンも率直に答える。

　「そうです。なんでも５１対４９で、辛うじて採決されたという事です」

　ほう、と声を上げたのは裁事官のスリドールだ。

　「まさに諸刃の剣といった決定ですか……さて最強の魔術師と言っても候補者が大勢居る事でしょうが、その辺りはもちろん決定済みで？」

　すぐには返事がなかった。シフォンがちらっと父の様子をうかがった事に、スフレは気づいた。ビッシュは下を向いている。スフレにはまだ連想できなかったが、この意味ありげな沈黙は、座の一同に真相を推測させるには充分だった。

　「まさか……」

　珍しく片眉をつりあげてドヴォルクが唸ったのを受けて、太守は宣告するようにこう言った。

　「その肉体を提供するのは、最強の魔術師であり１５３代魔法王、ファーラムシア陛下その人だ」

　会った事こそないが、スフレとて魔法王の名は畏敬の念をもって認識している。それでも、控えの間に広がった困惑と興奮の不協和音には、仰天して周囲を見まわしてしまう。気づくと、ビクトリアが彼の肩を握り締めていた。

　「これは、ファーラム王みずからが選択し、可決された決定である」

　しばらく面々は、思い思いの感想を秩序なく口にのぼせていたが、太守が有無を言わさぬ口調で断ずると、水が布に染み入るように静かになった。

　「決定の実行にあたっては、全ての国民が義務と役割を果たす事が求められている。マッケナスからも、＜剣＞を鍛えるための儀式に術士を送りこむ事になった」

　スフレは胸が動機を打ちはじめるのを感じた。マッケナスも救国のための行動を起こすのだ。だが自分はそれには加われないだろう。年端もゆかぬし、なにより人間を剣に鍛えあげる魔術など、こなせる自信がない。しかし兄たちは違う。スフレとて、彼らがカストゥールのために重い任務を果たす事は、誇り高く思うし、高揚感すら感じる。だのになぜか一方では、自分が役に立てないと言う事に対して、いわれのない息苦しさも感じるのであった。

　「儀式に参加する力のある術士は、残らずアミールへ集結する。この街からは、私と、シフォン、ビッシュの三人が参加する」

　一同は再びざわめき始めたが、異論を唱えるような素振りはない。太守父子の、終始決然とした様子から、異論の余地のない事は明白だった。

　「……ご武運を、祈ります」

　衛視長のマクベスが胸の前に右手を掲げ、敬礼の姿勢をとると、周りも次々とそれにならった。

　儀式への協力が任務とはいえ、いまや王都フリーオンは、猛り狂った精霊力にさらされた絶望の地である。王都にほど近いアミールへ赴く事自体が、大きな危険をともなうであろう。誰もその事を口にしていないにもかかわらず、重苦しい悲壮感がその場を支配した。

　「バナーヌ、スフレよ……」留守を頼む、と言おうとして太守は息子の表情に気づいた。真剣な眼差しで父を見つめている。ほんの子どもだと、今まで思いこんでいた末っ子の瞳に、思いがけない意志の光をみとめ、ママレーディオは小さな驚きとそれに続く喜びを感じた。

　「父上。僕も、連れていって下さい。なにかお役に立ちたいのです」

　普段使わないような丁寧な言葉づかいに、顔がほころんでしまいそうになる。心中は、息子の意外な成長ぶりに対し、快哉を叫びたいくらいであった。

　「お前ももう、１４だったな」

　「はい」

　彼は父として、育ち始めた息子の自主性に敬意を表することにした。

　「誇り高きシブースト家の若者としての、その申し出は嬉しく思うぞ。お前も立派なカストゥール貴族の一員だな」

　父の反応に、スフレはわずかに顔を赤らめると視線を床に落とした。

　「しかし、アミールで行われる儀式には、高度な魔術の知識と能力が必要だ。少なくとも、兄さん達と同じ位の経験は積んでいなければならない…。今回に限っては、この条件でないと役目を果たせないのだよ」

　スフレはうつむいたまま両手を固く結んでいる。

　隣でビクトリアがそっと腕に触れるのが感じられた。

　「わかっています…。どうしても、我慢が出来ず口に出してしまいました」

　「うむ。わかってくれていると、思っていた」

　今度は、父ははっきりと分かる笑みを浮かべた。

　「お前には、ここで家をしっかり守ってもらわねばならん。王国の各地では次々に異変が起きていると聞く。このマッケナスにも、これから先どんな危険が振りかかってくるか知れない。母上を、そして街の人々を守ってやってくれ。私が戻るまで、お前が父の代わりとなるのだ、スフレ」

　そう言って父は息子の手を握り締めた。その手を放す前に、スフレはなにかを握らされている事に気づいた。それは、白く輝く、鷹の意匠を施した留め金であった。

　「わかりました。父上…。」

　ママレーディオは息子の返事に満足そうにうなづくと、ずっと静かに控えていた妻に向かいあった。バナーヌは普段と変わらぬ微笑をもって答える。

　「スフレは、きっとご期待にこたえますよ」

　「うむ……」

　夫妻はしばし、言葉を交わすことなく見つめ合った。やがてバナーヌは一歩下がると、夫にふかぶかと頭を下げた。

　「どうぞ、ご無事で……」

　しばし言葉もなく抱きしめあう二人を取りまいて、その場の全員が敬礼をささげた。ドヴォルクが太守を称える言辞を発すると、全員がこれに唱和し、それは重々しく邸内にこだました。

　「カストゥール王国万歳！　マッケナスに栄光あれ！　白き鷹よ永遠なれ！」

　スフレは未だ若年の域をでないし、経験も浅い。しかし今、文化文明が置かれた破滅的状況と、まさに歴史が脈動しつつあることは、実感出来るように思われた。
２度、３度と繰り返される唱和の声を聞きながら、スフレは胸の中が熱い物で満たされてくるのを感じていた――。

　ギシッ、ギシッ……

　床を踏みしめる音がする。

　頭上から……？

　大人たちが言い争う声が聞こえた。

　少年は、外へ出ようと試みる。しかし、彼と外界を隔てる一枚の板は、びくともしない。

　おかしい。これは自分の家の地下室へ通じる木の板に過ぎないのに……

　鍵すらかかっていないのに、何故開かないのだろう。

　もう一度、落とし戸に肩をあてがい、力いっぱい押し上げてみる。

　頭上の喧騒が激しくなった。同時に少年の心臓も早鐘を打ちはじめる。

　『父さんがあぶない。母さんも……！』

　喧騒は怒号まじりのものに変わり、格闘と、魔術の発動がこれに加わる。

　少年が何も出来ずにいるうちに、ついに争いは終わり、何かがドサリと倒れる音がした。そして、もうひとつ……

　『あけろ！　あけてくれ！』

　必死で落とし戸を押し上げようとする彼の手に、ぬめりとした感触が伝わった。

　じっと手を見る。赤黒い液体が、少年の指をぬらしていた。頭上の板の隙間からしたたり落ちる鮮血は、生温かい感触を残しながら、次第に彼の視界を真っ赤に染めていった。

　『……！？』

　声にならない声をあげて、絡みつくぬめりから解放されようともがく。逃げ道を探すかのように周囲を見まわすが、どこにも逃れるすべはなかった。

　突然目の前にふたつの顔が現れた。絶望に満ちた両親の顔。苦悶に満ちた目を見開き、ポタポタと血をしたたらせながら、天井からぶらさがっている。

　『ああ…っ！』

　まともに声が出ない。何物かに咽喉をつかまれたような間隔におちいる。

　『やめろ……やめてくれ……！　嫌だぁぁっ！！』

　首を締め上げようとする二人の亡霊の腕を振り払うと、少年は意識を失った。

　ガンダルヴァは、悪夢をふりほどくように、寝床から体を引き剥がした。

　息が荒い。夢の記憶も生々しく、自分の心音が聞こえるかと思われた。

　周りでは木々のざわめく音がしていた。昨夜野宿の場所に選んだ窪地である。かたわらでは、焚き火のおきがくすぶっていた。

　「またあんな夢を……」

　彼は額に手をあてると、大きく溜息をついた。東の空は白みはじめている。もう一度寝るような気分でもないので、昨日目をつけておいた小川へ顔を洗いに行くことにした。

　「今日中には着きそうだな…」

　顔を洗い、水筒に水を満たすと、近くの岩に腰をかけて一人つぶやく。

　長い旅も終わりに近づいていた。都市間をつなぐ＜移送の扉＞は今回は使えず、やむなく徒歩で移動せざるを得なかったため、半月近くもかかってしまった。だが、もうすぐだ。旅の目的地である、谷間の街マッケナスは、姿こそ見えないものの、南方に迫っているはずであった。

　ガンダルヴァ＝ハッチブッシュは、貴族階級の子弟として申し分のない暮らしを約束されていた。彼の家系は名のある付与魔術師の一門であり、父ヴォーバロスも、当然の事ながら王都における＜ファーラムの剣＞の儀式に招聘されていたのである。しかし、彼は王都にたどり着く事はなかった。

　王都に向け出立したその日、ヴォーバロスは何者かに襲撃された。移送の扉を抜け出た瞬間を狙って、彼に向けて強力な攻撃呪文が発動されたのである。不意をうたれたヴォーバロスは、一命は取りとめたものの、移送の扉を再びくぐり抜け、逃れて来るのが精一杯であった。襲撃をかけて来た者がすぐにも追跡して来る事は、明らかであった。そして、重傷を負った自分には、既に敵に対抗するだけの力が残されていない事も…。

　深手を負った彼の目に飛び込んできたのは、驚いた表情でこちらを見つめる息子の姿であった。

　血走った目で、ヴォーバロスはすばやく状況を分析した。いつ、背後から敵が現われてもおかしくない。瞬時に思考をめぐらせると、彼は息子の方に一歩踏み出した。

　「ガンヴァよ……。地下室の……膏薬の壷を、持ってきてくれ……！」

　「でも、その怪我は……どうして……」

　「頼む…･･！　早く、行ってくれ！」

　鬼気迫る父親の様子にたじろぐ。まだ気がかりな様子を見せながら、それでもガンヴァは言われるままに、地下室へ続く落とし戸を開いた。

　「今取ってくるから！　そこに居てくれよっ」

　息子が階下へ駆け下りていったのを確認すると、ヴォーバロスはすばやく落とし戸を閉じた。そのまま、呪文の詠唱を始める。地下へ通じる扉は、強力な魔力で封鎖された。そのまま、連続した動作で次の呪文を紡ぎ出していく。熟達した付与魔術師ならではの所作である。『付与隠匿』の呪文により、落とし戸にかけられた魔力は完璧に隠された。

　「間に合ったか」

　急激に疲労を感じて、ヴォーバロスは床に片ひざをついた。一時的に忘れていた痛みを感じ、傷ついた胸を押さえたとき、背後にまがまがしい気が立ちこめるのが感じられた。

　「来たか……」

　埃を払うような動作をして立ちあがると、ヴォーバロス＝ハッチブッシュは決然とした表情で振り返り、追撃してきた敵と相対した。

　ガンヴァが地下室から抜け出す事が出来た時には、全てが終わっていた。

　侵入者はヴォーバロスだけでなく、その夫人も殺害し、邸内を荒し尽くしていた。

　その時出仕していた使用人も、ひとり残らずこの災禍を逃れる事は出来なかった。だが一人だけ、瀕死の状態の料理人が生き残っており、ガンヴァの手当てで息を吹き返した。

　彼によると、襲撃者は強力な魔力を行使して、有無を言わさず全員を虐殺したらしい。もとより戦闘能力のない使用人達は、逃げ惑うしかなかった。唯一、ヴォーバロスだけが皆を守ろうと抵抗を試みたが、不意打ちで受けた傷も深く、長く持ちこたえる事は出来なかった。

　料理人は、絶望的な戦いを強いられている主人の口から、その襲撃者の名が発せられるのを耳にした。

　『おのれ……ゼノ……裏切った……な！』

　それ以上の事は、何も分からなかった。ガンヴァは、生き残った神官に一年分の給金を渡し、両親と、殺された者たちの弔いを任せる事にした。遺族がいる者には、見舞金としてハッチブッシュ家の財産を配分するよう言い含めると、彼はその日のうちに屋敷を後にした。

　この場に残れば、いずれ殺人者が舞い戻ってくるように思われたのである。座して襲撃されるのではなく、こちらから行動して仇を討ちたい。彼の心の中では、その想いが強固になっていった。ゼノという男を探し出して、倒す。そのためには彼自身強くなる必要があった。さしあたって行くあては一つしかなかったが、少年の決心は揺るぎなく、広い世界への第一歩を踏み出したのである。

　「もう着いてもいい頃なんだけどな」

　『マッケナスまで１里』の道標を過ぎてから１時間近く経ったが、行く手にはまだ街らしきものは見えて来ない。昼を過ぎて熱さはますます厳しく、ガンヴァの足取りを重くしていた。

　近辺の植物も立ち枯れたものが多かった。はじめは気にならなかったが、全ての葉がしおれた大木などを目にすると、一種異様の観を禁じえない。ひどい所では、まるで熱風になぎ倒されたような木立すら見うけられた。

　「……やっぱり暑い」

　幸い、街道はずっと小川に沿って続いている。ガンヴァは誰にともなくつぶやくと、小川の方へ向けて歩みを早めた。

　流れる水は普段より相当少ないのだろうが、それでも彼の疲れた足を冷やす程度の水量はあった。ガンヴァは靴を脱ぎすてると、水をかき分けるように川の中へ足を踏み入れた。

　「気持ちいい！」

　頭をざぶりと水面に突っ込み、水をはねかせる。ひと心地つくと、川縁の岩に腰を掛け、両足をすり合わせて汚れを落とし始めた。

　「もうひと踏ん張りだと思うんだけどなぁ～」

　と、見上げた空を一羽の鳥が横切った。鷹のようなシルエットをしているがそれほど大きくない。ガンヴァは眩しそうに手をかざしながら、なんとなく鳥の動きを目で追いかけた。

　「ヨダカってやつかな」

　一応生物学もたしなんでいるので、昔読んだ書物から記憶を引っ張り出してみる。ヨダカの方は一向に人間などに気を留める様子もなく、悠然と青い空を滑空している。

　突然、鳥の影がひらめいた。翼をすぼめ、急降下の姿勢をとる。獲物を見つけたのかな、と腰を浮かせたガンヴァの目の前で、ヨダカは地面に突っ込んだ。

　「え！？」

　思わぬ出来事に、ガンヴァは中腰のまま固まった。そのままヨダカが消えた辺りを凝視する。地面に激突した、というより吸い込まれるように消えたという方が正しいかもしれない。数秒間じっと見ていたが、何かが動く気配もない。じっとしていると午後の静けさが際立ってきて、気のせいか暑さも増してくるように思われた。ガンヴァは足早に川からあがった。

　まだ足が濡れているので、脱ぎ捨てた靴をひっつかむと、裸足のままで問題の地点へ近づく。

　しかし、２、３歩あるいた所で彼は理解した。

　立ち止まり、目の前に広がる光景に息をのむ。手に持った靴は知らぬ間に足元に落としていた。

　「そういう事か……」

　彼の眼前では、急角度で崖が落ち込み、巨大な谷間がその全容を明らかにしていた。眼下には、整備された街並みと、活発な営みを想わせる人の流れとが、谷間一杯に広がっている。これまで気づかなかった喧騒が少年をつつむ。まるで魔法王国の栄華を誇るようなその光景に、しばしガンダルヴァは息を飲んだ。

　立ち尽くす彼の目の前で、獲物を口にしたヨダカがひるがえり、勝ち誇ったように空高く舞い上がって行った。

３

　“炎の牙”アリエルは、その日の食糧を調達しようと、街外れまで狩りに出ていた。午前中一杯かけて周囲を歩き回ったものの、獲物の痕跡らしいものにさえ出くわす事はなかった。彼女は数年来、この周辺での狩りを生業としてきているが、痕跡すら発見できないというのはそうそうある事ではない。このところの、異常なまでの暑さに関係しているように思われた。

　狩人としての経験から、成果が上がりそうもない午後の探索を中止して、アリエルはマッケナスの市街へ戻ることにした。当分この気候が続くとなると、ほかの仕事で生計を立てなければならない。これまでにも何度か街なかでの仕事を融通してもらった事はあった。今回は、少し長めの仕事を紹介してもらう必要がありそうだ。アリエルは愛用の弩弓を軽くなぜると、「しばらく、お前は休みだよ」とつぶやいた。

　街の境界をなす断崖の近くまで来て、アリエルは足を止めた。

　魔法使い風のいでたちをした少年が一人、崖っぷちに立ちすくんでいる。

　怪訝そうな顔をして眺めていたアリエルは、少年が裸足でいる事に気がついた。視線を落とすと、彼の足元に転がった靴が目に入った。

　「……まさか！」

　言うなりアリエルは走り出していた。考えるより行動が先に出る性格である。そもそも旅を中心とする生活に飛び込んだのも、ほとんど勢いでそうなったと言っても過言ではない。

　「ちょっと待ちなさいっ！！　若いみそらで……っ！」

　少年は驚いて振り返った。見ると、しなやかな体つきをした女がこちらに駆け寄ってくる。その背には、長大な刀身をもつ野太刀と、巻上げ式の弩弓を背負っていた。その迫力にたじろいで、少年は後ずさった。

　「やめなさい！　危ないって！」

　女はつかみかからんばかりの勢いで迫ってくる。少年はちらりと崖下を確認すると、ひらりと空中に身を躍らせた。

　「！？」

　半ば悲鳴のような声をあげて差し出したアリエルの手は、間一髪で少年のベルトをつかんでいた。踏みとどまろうと、腰を低くして両足を踏ん張る。

　ところが、事態は思わぬ成り行きを見せた。少年は吊下げられて身を委ねるどころか、体をよじると力いっぱい崖を蹴り飛ばしたのである。

　予想外の行動に不意をつかれて、アリエルは完全にバランスを崩した。つかんだ手を離そうとした時には既に遅く、彼女の体は少年もろとも空中に投げ出されていた。

　落ちる、と感じて目をつむる。

　「……。」

　しかし予測したような落下する感覚は、いつまでたっても襲ってこない。奇妙な浮遊感に、アリエルは恐る恐る目を開けた。

　視界にはマッケナスの街の全景が広がっていた。いまや彼女は、逆に少年に手首をつかまれた状態で、地上に向けて落下していた。しかしその速度は非常に緩やかなもので、むしろ降下と呼んだ方が正しいかもしれない。

　「魔法……？」

　混乱しながら考えついた結論を、思わず彼女は声に出していた。頭上の少年を見上げると、期せずして目と目があった。少年の額には、魔術師であるしるしの黒水晶が鈍く光っている。やがて少年は口を開いた。

　「……で、俺に何の用だったんだ？　答えによっては、この手を離すよ」

　「いやあ、私の勘違いだったか！　てっきり自殺志願者かと……」

　「俺の方こそ、申し訳ない。変質者が襲ってきたのかと思っちゃって」

　「……。」

　「い、いや、だってすごい剣幕だったんだぞ？　あんた」

　「まあ、いいわ。私はアリエル。あなたは？」

　「ガンヴァと呼んでくれ。ここは、マッケナスだよな？」

　「そうだよ。谷間の街マッケナスさ。ここへ来たのは初めてみたいだね」

　「ああ。人を頼って来たんだが…シブースト家って知ってるかな？」

　アリエルは笑ってうなずいた。

　「この街の人間なら誰でも知ってるよ。太守様だからね。私も、何回かお屋敷での仕事を回してもらった事があるんだ」

　「良かった。大体でいいから、場所を教えてくれないかな？」

　「えーと……話すとややこしいから連れてってあげるよ。どうせ今日は獲物もいないし」

　そう言ってアリエルはガンヴァの肩をたたいた。力強いスキンシップに不意をうたれて、ガンヴァはよろめいた。靴は上に置いてきたのでまだ裸足である。

　「あっごめん、……すんません」

　微妙に言葉が丁寧になる。カストゥール王国期を通じて、魔法能力を持つ優性種（＝支配階級）と、魔法を使えない「蛮族」との身分的隔絶は絶対的なものであり、両者は明確な主従関係にあった。魔法王国末期には、支配階級でありながら魔法能力を持たない者の方が大半を占めるようになっているのだが、この主従関係だけは根強く残り、慣習的に人々の行動指針を縛っていた。

　蛮族から貴族への従属意識は、組織的な思考に基づく部分が大きい。ガンヴァが年下であり、また余所者であり、１対１の立場で会話していた事もあり、アリエルは自然とくだけた態度になっていた。それが、先ほどガンヴァが魔法を使ったため、彼が貴族様である点に思いをいたしたのである。

　平たく言えば調子に乗りすぎたかな、と思ったのである。

　しかしガンヴァは特に意に介した様子もない。

　「そうしてくれると助かる」

　彼の反応に内心ほっとして、アリエルは親指を突き出してみせた。

　「任しといて、ください」

　よろしく頼むよ、とうなずいてガンヴァは足元に目を落とした。

　「ちょっと、靴を取ってくる」

　呪文を唱え始めたと思ったその間に、ガンヴァの体は宙に浮いていた。あっけに取られるアリエルの目の前で、彼はみるみるうちに浮き上がり、やがて崖の上に達した。

　「……やっぱり魔術師には逆らわない方がいいかな」

　上を見上げたままの姿勢で、誰にともなくつぶやくアリエルであった。

　「王都へ行ってみたい」

　スフレの言葉に、老執事はわずかに片眉をつりあげた。

　２人が座っているのは、シブースト邸の喫茶室である。あえて照明を制限した落ち着いた空間で、太守ママレーディオが食後の飲酒の際に、愛用していた部屋だ。今２人が手に持っているのは、南洋産の紅茶である。勉強の時間を終えた後、こうしてつかの間の喫茶を味わうのがスフレの日課となっていた。

　「ご無理をおっしゃいますな。お気持ちは分かりますが……」

　父と兄達が王都へ発ってから３ヶ月が経つ。便りは届くものの、常に内容は「儀式の完成のため任務を遂行中」であった。

　「いったい、父上と兄上達は、どんなお役目を果たしているのだろう」

　「『剣』への魔力付与に集中する毎日と聞き及びます」

　「それだけの事に何百人も魔術師が必要なの？」

　「精神力の続く限り儀式に加わり、入れ替わり立ち代り術者がマナを注いで行くのだそうです」

　「でもそろそろ終わるんでしょ？」

　「そうですな。もしかすると今ごろ、魔精霊など粉砕されているかもしれませんぞ」

　「そうかなあ」

　「そうでしょうとも」

　ゼバスチアンは穏やかに答えたが、本心から気持ち安らかとは行かなかった。「ファーラムの剣」は文字通り、人類最後の抵抗である。王国中の高位の魔術師ばかりを糾合し、前例のない規模の儀式を施した乾坤一擲の攻撃が効かないとなれば、もはやアトンに抗し得る手段は、皆無と言ってよかった。

　「なんと言っても、最高レベルの魔術師が集められているのです。我々の心配など、いらぬ世話かもしれませんぞ」

　そう言って紅茶のお代りを注ごうとした所に、表からノックする音が聞こえた。

　「レイテでございます」

　一拍のちに、控え目に呼びかけてきたのは侍女のレイテの声であった。

　「どうした。入れ」

　「失礼致します」

　おずおずと扉を開けると、中に入って深々とおじぎをした。レイテは口数も少なくおとなしい印象の娘である。取りたてて美形と言うわけでもないが、愛らしく気立ての良い事で、邸の皆に好かれていた。

　「お客様が、お越しなのですが…」

　「謁見の時間帯は、過ぎておるぞ？」

　「ですが、その……ディオ様を訪ねておいでになったと」

　「太守様を？　ご不在の由は伝えたのか」

　「はい。しかし、代理の方でも良いから取次ぎ願いたいと仰いまして」

　「ふむ……どのような御仁じゃ？」

　「若い方です。大体……ビッシュ様とスフレ様の間くらいの」

　名前を出されたので、スフレは手に持っていたティーカップを机に置いた。瞳の色に、来客に興味を示した様子が見て取れる。

　「そのような若い方が、ディオ様に？」

　「はい……でも、魔術師様でしたので」

　「そうか。とにかく会わねばなるまい」

　この時代においては、魔術師すなわち貴族である。事前の連絡が無かった事とは言え、太守を訪ねてやってきた貴族の客人を、無下に追い返すわけにも行かなかった。

　レイテに片づけを命じて、部屋を出て行こうとしたゼバスチアンを、スフレが呼びとめた。

　「僕も行くんだろ？」

　「いえ……スフレ様は自室でおくつろぎ下さい。対応はじい一人で充分でございます」

　「僕も行きたいんだよ」

　「必要ありません」

　「僕は、ここのあるじだ」

　「……。」

　思いがけない反応に、戸惑ったように目をしばたたかせると、老執事は真意を確かめるようにスフレの表情を覗き込んだ。レイテはそそくさと片付けをはじめる。老人は軽く肩をすくめると、スフレを促すように扉を開いた。

　「まあ、いいでしょう。ただし、じいを困らせるような言動は、謹んで頂けますな」

　「わかってる」

　そう言ってスフレは椅子から飛び降りると、大またに玄関の方に歩み去った。

　「お待ちなされ。そんなに急がなくてもよろしい」

　後を追うゼバスチアンはそう言いながらも、口元はなぜかほころんでいるのだった。

４

　僕がここのあるじだ、その少年は開口一番そう言った。

　年の頃はどう見ても１５を越えてはいない。明らかに自分より年下の少年によって応接室に通され、ガンヴァはいささか居心地の悪さを感じていた。太守のママレーディオを訪ねて来たつもりが、おかしな方向に話が展開して行っているような気がしてならない。

　隣に座らされたアリエルも、その思いは同じようであった。彼女とて元々、道案内を果たしたに過ぎない。玄関先でおいとまするつもりだったのが、主人を名乗る少年に呼びとめられ、有無を言わさぬ態で中へ通された。いつの間にかこうして茶まで振舞われている始末である。蛮族たる彼女にとっては、このような改まった場でじっと座っているということはほとんど苦痛にも等しく、ただひたすら早く帰りたいと念じるばかりであった。とにかく、ガンヴァの用件が終わったら、仕事の斡旋だけは頼んで帰ろう。ひそかに心に決めると、アリエルは高級な香りのする紅茶に手を伸ばした。

　魔術師達は、ひととおり自己紹介を済ませると、自分の属する“門”を披露し、然る後に本題に入った。このあたりも、蛮族のアリエルには理解しがたい習慣である。

　「父は、もう３ヶ月も留守にしているのです」

　「留守……。今は、どちらに？」

　「王都フリーオンです」

　それを聞いて明らかに落胆した様子のガンヴァに、ゼバスチアンがいぶかしげな視線を投げる。

　「王都で今、何が行われているかご存知ないのですか？」

　「この街にたどり着くまで、社会との接触を断っておりました」

　「街という街に、近づかずに？　移送の扉は経由されなんだか？」

　「そうです。歩いて来ました」

　執事は感嘆の溜息を漏らした。カストゥール王国においては、移動は全て魔術を使って行うものである。徒歩や乗馬によって移動するのは蛮族だけであり、よって王国には発達した街道は存在しない。文明と言っても大都市周辺のみが繁栄する、点のネットワークとして成り立っていたのである。

　ゼバスチアンは、アトン対策会議の顛末と、そこで決定された計画が今まさに実行されつつある事を、かいつまんで話してみせた。

　「そうでしたか……対策会議の事は聞いていましたが、本当に実行される事になったのですね」

　ガンヴァは、街に近寄らなかった理由については触れる素振りを見せなかったが、執事は敢えてそれを尋ねずにおいた。一言、「移送の扉も使わぬとは、よほどの故あっての事でしたな」とだけ語りかけた。これに対し客人は小さくうなづいただけである。

　話が停滞し始めたのを感じ取り、その場に同席していたビクトリアが口をはさんだ。

　「太守様とは、どのようなご縁でしたの？」

　「私の父との友誼を頼って参りました。父はヴォーバロス＝ハッチブッシュと申します。もう、この世にはおりませんが……」

　ビクトリアは目をふせた。ごめんなさい、と呟いて、チャ・ザへの祈りを捧げる。停滞しかけた話を、更に暗くしてしまったかもしれない。

　「構いません。こうして押しかけた身ですから、事情は明らかにしたいと思います。私の家は何者かに魔術による襲撃を受け、私を除いて全員が殺されました」

　ガンヴァの言葉に一同は声を失った。これまで、熱意のない聞き手に徹していたアリエルも、まじまじとガンヴァの横顔を見詰めている。

　「思い出しましたぞ。ハッチブッシュ家の……確かにディオ様とは、導師試験の際に友誼のあったお方。しかし、殺害されたとは……」

　執事は胸の前で小さく印を切った。彼は魔術師としては多数派の、知識の神ラーダの信者である。

　スフレも血なまぐさい話を聞かされて顔色を失っていたが、執事にならってラーダの印を切った。

　「それで、移送の扉も壊されたってわけか……」

　ガンヴァは黙ってうなづく。

　「追っ手はかかってるの？」

　はじめてアリエルが口を開いた。普段魔術に関わっていないので、未知のものに対する恐怖も深い。気味悪そうな表情を浮かべている。

　「いや、分からない……。家を出てから、襲われた事はないけど、用心はずっとしている」

　「それが良うございますな」

　「はい。時に、ゼノという魔術師をご存知ありませんか？」

　「ゼノ？」

　「我が家を襲ったと思われる魔術師の名です。名前位しか手がかりがなく……」

　一同の中にその名を知っている者はいなかった。皆黙って首をかしげる。

　「父上なら知ってるかもしれないなぁ……」

　「戻られる予定は……？」

　「実はハッキリ分からなくて。でも、もういつ帰って来てもおかしくないと、思う」

　「出来たら、ゼノを見つけ出して仇を討ちたい……！」

　それを聞いて横でアリエルが激しくうなずいている。何やら思うところがあるらしい。

　スフレはしばらく考え込んでいたが、やがて椅子から立ち上がると、宣言した。

　「この人には、父上がお帰りになるまで、この邸に滞在してもらう。お客としてもてなしたい」

　ガンヴァは驚いて年下の少年をみつめた。あどけない顔が、非常に真面目な表情をしている。スフレの宣言を受けて、一同の視線が、自然と執事の方に向けられた。

　「じい、もう決めた事だからな」

　少年が胸を張って告げるのを聞いて、ゼバスチアンはしばしの沈黙の後、笑い声をもって返した。

　「じいは、駄目などと言っておりませぬ」

　「じゃあいいの？」

　「今は……」

　老人は笑みをたたえたまま若き主人に一礼した。

　「あなた様がこの家のあるじでございましょう？」

　食事は想像以上に豪華なものだった。

　（このご馳走にありつけただけでも、さっきの居心地悪さを我慢した価値はあったな）

　アリエルはフォークを口に運びながら、勝手にこぼれる笑みを抑えることが出来なかった。

　ガンヴァとしても、ひとまずは身の寄せ場を確保出来たようなので、久々に寛いだ感覚を味わっていた。王都での役目さえ終えれば、太守がこれ以上領地を留守にする事はないだろう。太守が帰還次第、ゼノについて何か情報がないか、尋ねてみるつもりであった。

　客人である２人のほかに、上座に座るスフレ、太守夫人であるバナーヌ、執事のゼバスチアンとスフレの守り役のビクトリアが同席している。夫人は物腰のおだやかな上品な女性で、挨拶のあと微笑をなげかけられたガンヴァは、思わず顔を赤らめてしまった。

　ガンヴァが、メインの鹿肉に満足して口許をぬぐった時、部屋の外で誰かが言い合う気配がした。内容までは聴き取れないが、男が数人、玄関の方で口論しているような雰囲気である。

　「……騒がしいですな。私が見てまいりましょう」

　執事は、客人に詫びると席を立ち、食堂を出ていった。

　「……。」

　ガンヴァは、執事が去った後、スフレが黙って考え込んでいるのに気がついた。何となく彼の次の行動が分かるように思ったその時、まさにスフレは席を立つとゼバスチアンの後を追った。

　「あっ坊ちゃん！」

　慌ててビクトリアが呼びとめるが、少年は全く意に介する様子もない。女神官は手にしたナイフとフォークを置くと、そそくさと少年の後を追いかけた。扉が開いた一瞬、玄関の方から農民らしき男達の声が聞こえた。何とかして下せえ、というような言葉が、一同にも断片的に聞き取れた。

　「あらあら」

　スフレの行動を見て夫人も立ちあがり、あらあらと繰り返しながら部屋を出て行った。といっても、夫人の表情は別段困った風でもなく、相変わらずにこやかに微笑んでいる。ガンヴァは夕食の懇談を通して、太守夫人にはおおらかを通り越して少し「天然」じみた所があるとにらんでいたが、この瞬間それは確信に変わった。

　一方アリエルは、食べ物を口に運ぶのに忙しかったが、農民の懇願するような声を耳にして手を止めた。農民から何か陳情があるとすれば、場合によっては太守府として対策を打つ事もあるかもしれない。アリエルの渡世人としての嗅覚が急速に働き出し、それはここに来た目的と一致した。

　「……仕事になるかも」

　軽くあごに手をあて、彼女はしばし考えるような素振りを見せていたが、やがてナプキンをテーブルに置くと立ちあがった。

　「ちょっと私も」

　そう言うと、何か言いたそうなガンヴァを残し、アリエルは食堂のドアをくぐり抜けて行った。

　「ちょっとって、おい」

　ガンヴァは驚いた表情で呼びとめるが、その声がむなしく響いただけである。周りを見わたすと、カラになった椅子が５つ。ゼバスチアンの椅子だけが、丁寧に机の中にひいてある。

　少し、そのままで待ってみる。入り口からも、厨房の方からも何の動きもなく、やけに静けさばかりが耳につく。賓客であるはずのガンヴァだけが、ぽつんと食堂に取り残されていた。

　「なんなんだこの家は……」

　誰にともなくそう言うと、彼は自分のナプキンをはずして、溜息とともに立ちあがった。

　…１分後、厨房口からノックの音がした。

　「デザートでございます」

　銀の盆をささげ持った女中が、うやうやしく食堂に入って来る。ところが室内に誰もいない事に気づいて、彼女は当惑した表情を浮かべた。

　「奥様？　…ゼバスチアンさま？」

　当然、呼びかけには誰も答えてくれない。女中はとりあえずテーブルに盆をのせ、デザートを配ることにした。

　「シャーベットが、溶けてしまうわ……」

　６つの器を配り終えると、不満気につぶやいて腕を組む。彼女は口に手をあててもう一度呼びかけてみた。

　「みなさーん！」

　反応はない。

　彼女は手もとの器に目をやって、思わず乾いたくちびるをなめた。

　「デザートの、シャーベットですよ！　早く召し上がらないと、溶けますよー…」

　なかば予想していた通り、誰からの応答もなかった。

　女中はそわそわと辺りを見まわすと、すばやくシャーベットをひと口なめ、そのまますました表情で部屋を出ていった。

　ガンヴァが皆に追いついたのは、５人の農夫が土間に手をついて口々に懇願の言葉を発している、その時であった。

　「おねげえしますだ。このままでは、夏が終わる頃にはみんな干上がっちまいます！」

　スフレは農民達の勢いに面食らいながらも、太守代理の面目を保とうと胸を張って答える。

　「わかったから、まず表を上げるのだ」

　「代表者が、もう一度きちんと順を追って話してみるがよい」

　ゼバスチアンの言葉に、一番年かさと見える農夫が進み出て、一礼した。しばらく帽子を手に持って、もじもじしていたが、仲間にうながされると、慎重に言葉を選ぶようにして語り出した。

　「実は、私どもの畑が、大変な被害に遭っているのでございます」

　彼らの話によると、異常な暑さに見舞われ始めた頃から、作物も目立った被害をこうむっており、ひどい所では畑全部の作物が枯れてしまったり、土地そのものが干上がってしまっているのだと言う。

　「ですから、今年の年貢どころか、私どもの食い扶持さえも収穫できねえような始末で……」

　そう言って代表者がまた床にひれ伏すと、仲間達もそれにならって悲嘆の声をあげるのだった。

　「年貢は考えてあげるとしても、原因がなんだかわからない事には解決にならないなぁ」

　「そう言えば……」

　口をはさんだのはガンヴァである。

　「ここに来る途中、崖の上だけど、やっぱり植物が枯れたり倒れたりしていたぞ」

　「そうそう。そのせいで獲物もさっぱりなんだ」

　横でアリエルが相づちを打つ。

　「といっても、どうしたらいいのかしら」

　相変わらず微笑をうかべたまま、太守夫人がのたまう。

　「うーん。何が起きているのか、まずは現場を見に行く方がいいな……現場に」

　すがりつくような農民達の視線を受けて、スフレは執事に向き直るとそう言った。

　無言で視線を交わした後、セバスチアンはおもむろに口を開いた。

　「ビクトリア殿」

　「はい？」

　「スフレ様は明日領内の視察に出掛けられる。お帰りになるまで、お目付け役をお頼み申します」

　スフレの表情がぱっと明るくなった。

　「行っていいんだね？」

　「ようございます。ただし、護衛もつけさせて頂きますぞ。」

　「わかった！」

　「では、マクベスと、彼の部下を２名ほど同行させます。くれぐれも、視察と言う事をお忘れなく」

　「うん。わかってる」

　スフレは農民そっちのけで喜んでいる。

　「あの……」

　「ん？　なんじゃ」

　遠慮がちに手をあげたのはアリエルである。

　「よかったら、護衛に雇ってもらえませんか？　弓も、剣も使えます」

　「ふむ……」

　執事は品定めするように彼女の姿を眺めた。食事中とて武装はつけていないが、しなやかな肉体は、カモシカを思わせる。

　「いいじゃないか。領民に職を配するのも、太守の仕事だ」

　スフレは、太守代理としての意気込みを発揮する機会に恵まれたため、他者にも寛容な気持ちになっていた。老執事は苦笑してうなづくしかなかった。

　「私たち、役に立ちますよ。同じような状態の土地を見てますから、そこへ案内も出来ます」

　「……私たち？」

　アリエルの言葉に反応して、ガンヴァがいぶかしげな顔をした。

　「私たちってなんだよ。……俺も行くのか？」

　「いいじゃないの。これからここの家で世話になるんでしょ？　宿代と思ってお手伝いしたら？」

　「そりゃあそうかもしれないが……」

　勝手に決めるなよな、という言葉を飲みこんで、農民達に目をやる。彼らはいっせいに手をつき、ここぞとばかりガンヴァにも平伏してみせた。

　「……じゃあ同行させてもらいます」

　同意してガンヴァは、アリエルが元の馴れ馴れしさを取り戻している事に気がついた。

　何でこんな展開になったのだろう、と小首を傾げつつ、ふと太守夫人の方を見ると、相変わらず彼女は持ち前のにこやかな笑みをたたえていた。

　客人２人はそれぞれ寝室をあてがわれ、明日に備えて早々と眠りについた。

　異変が起きたのは明け方近くのことである。

　アリエルは妙な胸騒ぎをおぼえて目を覚ました。

　寝台の上で身を起こし、大きくあくびをする。カーテンの向こうはうっすらと白み始めており、鳥のさえずりも聞こえてきた。昨日は早寝をしたので、夜明け前だと言うのに妙に寝起きが良い。

　「あれ……変な夢でも見たのかなあ」

　胸騒ぎの理由も分からぬまま、アリエルはスリッパに足をすべらすと、そのまま窓の方に近づいた。

　無造作にカーテンを引く。窓枠に止まっていた小鳥が、人の気配に驚いて飛び立った。

　「おっと、ごめんごめん」

　鳥はアリエルに対して抗議の鳴き声を上げると、街の方へ向かって飛び去っていった。

　その行方を眺めていたアリエルの表情が、突然こわばった。

　街のはずれの一角で、煙があがっていたのである。薄暗い空をバックに、うっすらと赤みがかっている。シブースト家から見るとそちらは南にあたる。と言うことは、朝日の反射であるはずはなかった。

　「あれって……」

　アリエルが、もっと良く見ようと目を細めると同時に、どこからか叫び声が聞こえてきた。辺りを見まわすと、邸の正門に向かって走ってくる男が見えた。彼は片手を大きく振りながら、切羽詰った様子で叫び続けている。

　「火事だぁ！　太守様にご注進！　門を開けてくれぇ！」

　アリエルは慌てて階下に降りようとして思いとどまると、長椅子に脱ぎ捨ててあった衣服をひっつかみ、手早く着替えはじめた。気が急いているせいか、かえって手元がもたつく。ようやく着替え終えると、彼女は音を立てて階段を駆け下りて行った。

　いつのまにか、火消し隊の鳴らす鐘の音が、遠く響き始めていた。

第１章　日照りと痔の症状の因果関係
ここからがリプレイ本編となる。

空白の部分は録音時間にして６０分という長丁場であったにも関わらず、準備されたシナリオによると、わずか４行分しか進んでいない。空白部分を最小限に留めたことに対する安心感とともに、プレイスタイルに対する素朴な疑問もわき起こる一幕であった。（疑問は疑問として改善はおそらく行わない。）

ＧＭ
さて、火事はとりあえず放っといても鎮火すると思われるのですが･･･

ビクトリア
原因がわからない。

ＧＭ
うむ。農民が迎えに来たよ。「さっそく案内させて頂きますだ」

ビクトリア
「やぁ～えらい火事でしたなぁ～」（農民のつもり）

アリエル
「良う、燃えた」（笑）

ガンヴァ
ひどいなこいつら！（笑）

アリエル
これから畑に向かうんだっけ？

ガンヴァ
その前に火事の現場を経由して行って見よう。

ＧＭ
なるほど。現場では、焼け出された人たちが魂の抜けたような顔をして座っている。

スフレ
火消し隊はいる？

ＧＭ
うん。火は今は消えていて･･･消したといっても周りを叩き潰しただけなんだけどね。

アリエル
えっそうなの？　みんなで【ブリザード】唱えたんじゃないの？(一同笑)

ＧＭ
その呪文はレベル５だ！　レベル５以上は首都に行ってしまった(笑)

ビクトリア
一応領主の息子が見に来たんだから、何か報告はないの？

ＧＭ
じゃあ報告だ。「昨夜未明起こりました火事を、ただいま消し止めました！」

スフレ
未明･･･。そんな時間になんで火事が起こるのさ？

ＧＭ
「うーん。よく分かりませぬが･･･」

スフレ
ほら、大体さあ･･･ご飯食べてる間とか、寝タバコが原因とか。

ＧＭ
「そう言われてみればそうですなぁ」

アリエル
もしや･･･寝ティンダー！？(一同爆笑) 

ガンヴァ
「うにゃうにゃうにゃ･･･」ボーン！(笑)

ＧＭ
スラム街なので、魔法を使えるような住民はそうそういないよ。

スフレ
よし。そちはどう思う？　これは放火か、不審火か･･･

アリエル
（どっちも同じ事では！？笑）
ＧＭ
「はっ！　私は火を消すのが仕事でありますので、原因には関知いたしません！」(笑)

スフレ
じゃあ調べて来なさい。（苦笑）

ＧＭ
「かしこまりました」

アリエル
このセバスチャン、一命にかけても！

ＧＭ
貴様いつからセバスチャンになった(笑)　セバスチャンは屋敷で待機だよ。

スフレ
今ここに居るのはＰＣの４人なのね？

ＧＭ
うーんと･･･、一応なんかあった時のために、という事で一人つけよう。戦士のマクベスさん。

ビクトリア
マクベ！？(笑) 
アリエル
弱そう～。

ガンヴァ
マ・クベ！　

スフレ
ファイター何レベル？

ＧＭ
４という事で。

スフレ
よしよし･･･じゃあ、畑に行こう。

ＧＭ
では、崖を上りまして、作物が枯れているという、その畑に来ました。

スフレ
ものの見事に枯れてる？

ＧＭ
はい。日照りにあったかのような枯れ方だ。

ガンヴァ
実際日照りはあったの？

ＧＭ
雨は減ってるけど、まだそこまで深刻な状況ではない。畑の持ち主は川から水を引いている。

ビクトリア
水をあげているのにこんなになってしまうものなの？

ＧＭ
「ええ･･･一応水は毎日やっているのですが･･･」

アリエル
近くの地面は、ひび割れちゃってる？

ＧＭ
ひび割れてる。

スフレ
雑草やなんかは？

ＧＭ
枯れてるねぇ。木も、葉っぱがしわしわになっている。

ビクトリア
坊ちゃん、【センス・マジック】を使ってみては？

ガンヴァ
さすが先生だ。

スフレ
（ＲＯＬＬ）大成功！

ＧＭ
確かに自然でない力が働いているようだ。ただ、それは古代語魔法で使う「マナ」が使役されている訳ではなく、精霊力の異変によるものらしい。

アリエル
ちょっと精霊力を覗いてみると、『アト～ン』と書いてある！？(笑)

ＧＭ
書いてないよ！　しかもアト～ンって微妙に間違えてるのね･･･(笑)　


スフレの観察をもとに、セージチェックしていいぞ。

ガンヴァ
（ＲＯＬＬ）１５だね。

ＧＭ
やはり、精霊力のバランスが乱れている事が考えられる。どうも大地の精霊力の変化によるものではなく、火の精霊力が強まった事で、干渉されたみたいだ。

ビクトリア
へぇー。へぇー。へぇー。

ＧＭ
シャーマンがいないのにここまで調べ尽くされてしまった。(笑)

スフレ
うーむ。ミッション的に、シャーマンが必要だな･･･

ビクトリア
精霊と掛け合うのはシャーマンの仕事ですからね。

ガンヴァ
うん。火事が起こったしなぁ･･･

ビクトリア
火事はやっぱり火の精霊の仕業でしょう。すると･･･どこかに悪いシャーマンがいる！？

アリエル
･･･と言ってなんでこっちを見るんです！？

ガンヴァ
じー･･･(笑)

アリエル
インデアン悪さしないネー！

ガンヴァ
別にシャーマンでなくとも四大魔術師がいれば良いんだがなぁ。

ＧＭ
（お･･･いいトコ突くじゃないか）


そうだな～リーダーが６ゾロ振ったら、この街でもシャーマンが見つかるかもしれない。


リーダーは誰？

一同
坊ちゃま。(笑)

スフレ
じゃあ振らしてもらうよ･･･だめだ。

ＧＭ
この町にシャーマンがいると言う話は、だれも聞いた事がない。

スフレ
じゃあ農民に事情聴取をしてみよう。最初に気づいたものは誰だ？

ＧＭ
「私でごぜえます」

スフレ
最初はどんな症状であった？

ＧＭ
「はじめは虫がたかったのかと思ったのですが･･･気づいたら回りの作物も同じような症状が出ていまして」

スフレ
うん。

ＧＭ
「一本二本なら良いかとも思ったのですが、翌日行ってみるとその範囲が広がっておったのです」

スフレ
最初の位置はどこか？

ＧＭ
「この辺りですじゃ･･･」と、場所を指定してくれる。

スフレ
よし。ここ掘れワンワン！

アリエル
むっ。･･･マクベス！(笑)

ＧＭ
「おっ俺か？･･･仕方ないなぁ」一応マクベスも蛮族だから。

アリエル
じゃあ蛮族同士一緒に掘ろう。

ＧＭ
掘っていくとなんだか熱いですね。

ビクトリア
あっ温泉だ！

ガンヴァ
有りえるね･･･。

アリエル
スフレスフレ･･･すごい気持ちいい土だよコレ。浸からせてあげるよ。

ガンヴァ
砂風呂？(笑)

スフレ
うん。浸かっていいぞアリエル。特別に許可する。

アリエル
うっ。･･･マクベス！(笑)

ＧＭ
「わしぃ？」

ビクトリア
わ･･･わしぃ！？

ＧＭ
「ちょっ･･･ちょっと待ってください？　お湯が沸いてきましたよ！」

ビクトリア
やったあ一攫千金～！

スフレ
すごく熱い？

ＧＭ
温泉のように熱い(笑)

しばらく戯れるＰＣ。スフレの手をわしっとつかんでお湯につけるアリエル。（蛮族の分際で）

ガンヴァ
温泉かぁ。自然現象じゃどうしようもないなぁ･･･

ビクトリア
しかし温泉が沸いたから、畑の作物が枯れるという話は聞いた事がないですね。

スフレ
でも、被害のある畑はここだけじゃないんでしょ。

ＧＭ
そう。他にもあります。

スフレ
ここから広がっていったのか･･･。それとも他の畑もぽつんぽつんとやられてる？

ＧＭ
えっとね。「ある程度密集しておりまして･･･」

スフレ
畑じゃないところは大丈夫なの？

ＧＭ
畑じゃない所も、草や木が被害を受けている。

スフレ
使い魔を飛ばそう。ふくろうのポッター君。

ＧＭ
ポッター君！？　･･･まぁいいか(笑)

スフレ
枯れている地域が、丸く集まっているのかどうか、上空から確認する。

ＧＭ
なるほど。帯状に広がっている様子だ。

ビクトリア
どっちに移動していったんだろう。

ガンヴァ
それは分からんだろう。

ＧＭ
今いる所から見ると、両方に伸びている。かたっぽは崖の辺りで終わってるよ。

ガンヴァ
その先は、街？

ＧＭ
街です。

ビクトリア
その直線状に、火事の現場がある？

ＧＭ
うん。大体そんな方向だ。

ガンヴァ
お。スッポリはまるんじゃん？

ビクトリア
土の中を火の精霊が走っている･･･？

スフレ
よし！　こんな時は、セバスチャンに文献を探ってもらおう。

ガンヴァ
セバスチャン頼り～。

ＧＭ
「かしこまりましてございます。私のこのセージ能力をもって･･･！」ってレベル１なんだけどね(笑)

ガンヴァ
おれと一緒かよ！(笑)

アリエル
ＧＭ。そろそろセバスチャン倒れた方が良いのでは？

ＧＭ
そうだな･･････。「ふあぐっ！？」(一同爆笑)

ビクトリア
持病の腰痛がっ！

ガンヴァ
持病の痔がっ！

ＧＭ
えーそれはさておき(笑)


シブースト家には、図書館とは言わないが蔵書庫みたいなものはあります。

スフレ
じゃあそこへ行って調べよう。司書官くらいはいるの？

ＧＭ
いない。セバスチャンが兼任してる。

ビクトリア
そのセバスチャンも痔に倒れた。(笑)

ＧＭ
まあ精霊に関することを調べればいいでしょう。セージチェックしてください。

ガンヴァ
(ＲＯＬＬ)１２です。

ＧＭ
ガンヴァは、過去に起こった精霊に関する事件をひもといた。


マッケナスの東に、トリスという名の山がありまして。その地下深くで四大魔術師が過去に実験を行っていた、というような事が書いてある。

ガンヴァ
ほぉ･･･

ビクトリア
何の実験かは、書いてない？

アリエル
そりゃ精霊の実験だろう。

ＧＭ
四大魔術師だからね。

アリエル
てことは･･･、地下にエフリートがいて･･･、うふふ♪って(笑)

ＧＭ
心ときめかせているに違いない。(笑)

ガンヴァ
トリスの山ってのは近いの？

ＧＭ
街から半日程度の距離だね。

ガンヴァ
トリスは例の帯状の先にあるの？

ＧＭ
はい。まさしく。

ガンヴァ
じゃ間違いなさそうだね。

スフレ
帯状ってのはモグラが這ったみたいに真っ直ぐ続いてるの？

ＧＭ
植物の枯れてる様子をたどった訳だからね。所々枯れてないところもあれば、曲がってるところもあり。

ビクトリア
つなげてみると線になると。

スフレ
じゃあ馬車を用意して行ってみよう。

ビクトリア
トリスの山って危険なのかな？　もう少し調べられません？

ＧＭ
さっきの本に載っていたという事でいいや。


その四大魔術師は、精霊力の実験を行っていた。まあ色々と成果もあったみたいだけど、最後に行った実験で･･･

ビクトリア
帰って来なくなった？

ＧＭ
そう。消息が途切れてしまっている。その「事故」以来、入り口は封鎖されて、立入禁止となって今では忘れ去られている。

ガンヴァ
面白そうだな･･･！

スフレ
そこを管理してた人の所へ行って、鍵をもらってこよう。

ＧＭ
管理してたのは、･･･領主！

ビクトリア
親父さんですね。

ＧＭ
セバスチャンが「あー･･･そう言えばそんな話もありましたなぁ」

ビクトリア
ボケてるやっぱり！(笑)

スフレ
じゃあ、お父さんに内緒で、鍵を借りて行きましょう。

ガンヴァ
さあ！　冒険だぁ～！

ＧＭ
「それが･･･鍵というものはないのです」

スフレ
そうなの？

ＧＭ
入ることまかりならん、という事で、単に封鎖して、入れなくしただけという状態。


平たくいうと、岩とかでふさいだ(笑)

アリエル
魔法はかかってるかな。

ＧＭ
セバスチャンも領主も当事者だったわけではないので、厳密には知らないのだ。岩だけかもしれないし、それに魔法をかけたかもしれない。

ガンヴァ
つまり･･･行ってみなけりゃ分からない？(笑)

アリエル
魔法は、かかってそうな気がする。

ガンヴァ
農民達集めて、掘れるようにしておいて･･･

スフレ
でも往復１日の距離だよ？

ＧＭ
大丈夫。君たちには、無限の魔力がある！

アリエル
そうだった。余裕！

今回のシナリオの醍醐味がこれである。この頃「魔力の塔」はまだ存在しており、額に黒水晶を埋め込んだ魔術師は、それを媒体として無制限の魔力を得る事ができる。つまり、ゲームシステム的に言うとＭＰの消費が一切ないのである。さらに、魔術師はそれぞれ系統ごとに特殊な呪文を覚える事ができる。ソードワールド「剣の時代」においては、遺失呪文とされるものである。

ビクトリア
では明日の朝にでも出発しましょうか。

ＧＭ
一応マクベスをつけてあげよう。

アリエル
大事な盾だからな！

スフレ
セバスチャンは留守を頼む！

ＧＭ
「留守中の事はおまかせを･･･。お主たち！　坊ちゃんを頼んだぞ。無事つとめを果たせば、報酬として銀５００グラムを与えよう」

アリエル
了解！
第2章　蛮族はセクシーコマンドーの使い手なのかもしれない
ＧＭ
という事で、半日かけてトリス山に向かうわけです。そんなに高い山ではないけど、やはり向かうにつれてだんだん熱くなってくる。

スフレ
よし。そんな時はこれ！【サーマル】だ。『目標の体温を一定に保つ』

ＧＭ
目標は個人だけど、いくらでもかけていいよ。

スフレ
『砂漠の猛暑や、雪山の冷気にさらされても、目標は快適に過ごす事が可能です』

アリエル
要はレゴラスになれるんだな！

ＧＭ
1ゾロが出なければ成功です。みなさんは特に熱さに煩わされる事もなく･･･

ビクトリア
急に快適に！

ＧＭ
急に快適にトリス山に着いた。

アリエル
これが私の力だ！　はっはっは！（一同笑）

ビクトリア
蛮族が何か言っている（笑）

スフレ
入り口を探そう。

ＧＭ
すぐ見つかります。街の方を向く格好でついてる。木の柱で枠組みが作ってあって、その中の空間は大岩でふさがれている。その隙間も、瓦礫でびっしり埋め尽くされている。

ビクトリア
迂回できないの？

アリエル
･･･入り口を迂回して、どこへ行く？（笑）

ガンヴァ
魔法はかかってるかな？　【センスマジック】（ＲＯＬＬ）

ＧＭ
ぼんやりかかっている。

ガンヴァ
ぼんやりかよ！（笑）

ビクトリア
ディスペルマジックだ！　無尽蔵！

ガンヴァ
じゃあ拡大消費･･･３レベルだとそうなるの？

ＧＭ
３倍消費までできるから、達成値ならプラス２まで。

ガンヴァ
（ＲＯＬＬ）１２だよ。

ＧＭ
うん。魔力はなくなった。

ビクトリア
でも、そのとたんに岩が崩壊するとかは･･･

ＧＭ
ないですね。

ビクトリア
じゃあ何とかしてこの岩を除去しない事には中に入れませんね。

スフレ
では、マクベスとアリエル。君たちに【ストレンクス】をかけて筋力を上げてあげよう。

ＧＭ
「えっ！　肉体的にこれをどかすんですか」(^-^;)
スフレ
無理かな？

ＧＭ
「いやぁ･･･ちょっと我々だけでは･･･なぁ？」(笑)

アリエル
つらいわ（笑）

ガンヴァ
そこらへんに積んである石を、【ストーン・サーバント】に変えてみる！

ＧＭ
なんと！（笑）

ビクトリア
はまってる大岩を変えてしまえば？

ＧＭ
それは、無理ということで。一応手に取れる石が対象だから。

スフレ
僕と２人がかりでゴーレムを作って、一斉に石をどかさせよう。（ＲＯＬＬ）

ガンヴァ
（ＲＯＬＬ）成功～。

ＧＭ
じゃあ、一応作業空間というものもあるから（笑）、１０体位でいいかな？　２人が出した石のゴーレムが、せっせと岩をどかしていく。

ビクトリア
ではそろそろおやつにしましょうか、坊ちゃん。

スフレ
うん。今日のおやつは何かな？

ビクトリア
特製の、プディングよ！

ＧＭ
いや。開けたらメガネが入っている（笑）

ビクトリア
メガネか、たくあんか！（笑）

アリエル
ゆでたまご一個！

ＧＭ
おなか一杯だぁ（笑）

スフレ
セバスチャン！　これはあんまりだぁ～（笑）

閑話休題。

ＧＭ
ついに大岩がどかされた。その先には暗い洞窟が口を開けている。

ビクトリア
坊ちゃん。こんな時こそ【ライト】ですよ！

スフレ
ううん。もっといいのがあるよ！


【ノクト・ビジョン】わずかな光で暗闇を見通すことが出来･･･

ガンヴァ
【ライト】～！！(一同爆笑)

ＧＭ
解説の途中なのに～！(笑)

スフレ
このお兄ちゃん油断ならない･･･(￣□￣;)!!

ガンヴァ
杖に灯しました。

スフレ
負けじと、【ライト】ぉ～！


天井にライトを灯しながら行く！(笑)

ＧＭ
洞窟の中が明るくなった。君たちには【サーマル】がかかってる訳だけど、熱風が「もわっ」と押し寄せてくるので、熱い空気が強くなったんだな～というのが分かる。

ビクトリア
しかし、快適(笑)

ＧＭ
ちなみに熱いかどうかというのは分かるから。気にならないだけで。


歩いて行きますと、苔むしたような、すえた臭いが立ち込めてくる。


ところで隊列は？

ビクトリア
戦士！　マクベスが先頭･･･

アリエル
ＮＰＣを先頭にするのもナンだから、私が行きます（笑）

ガンヴァ
２番目は俺で。

ビクトリア
坊ちゃん真ん中で、その次が私で、最後にマクベスさんお願いします。

ＧＭ
スフレの次がベクターで･･･（メモメモ）

アリエル
レクター？　食人鬼なのか。

ＧＭ
脳みそ食っちゃうね。

ビクトリア
ベクターです！

ＧＭ
先頭のアリエルさん。

アリエル
はい？

ＧＭ
ここはまだ屋外として、レンジャー＋知力でチェック！

スフレ
ちょっと待って。先頭の人には【フィジカル・エンチャント】で敏捷度上げとくから。

ＧＭ
【クイックネス】だね。効果時間は？

スフレ
･･･１８ラウンドしか持たないな。１８ラウンドごとにかけ直すか！（一同笑）

ガンヴァ
３分ごとに！（笑）

ＧＭ
許す！　そういうシナリオだからな。

アリエル
ちなみにチェックは失敗です。平目ですから･･･

ＧＭ
うむ。アリエルは何かにつまづいた。


こけるかどうかチェックしてもらおう。冒険者レベル＋敏捷で。

アリエル
（ＲＯＬＬ）１９！　すごいねフィジカルエンチャント！

ＧＭ
１回転して、シュタッと･･･（笑）


つまづいたものは、白骨。

アリエル
ベクター！　何もこんな所で食べなくても（笑）

ガンヴァ
人間の形で残ってるの？　それともバラバラ？

ＧＭ
ある程度まとまっているようです。

アリエル
骨が焦げてたりという事は？

ＧＭ
ないですね。

スフレ
びっくりして尻もちをつく。ははは白骨だよ～！


ビクトリア、帰ろう！

ビクトリア
大丈夫ですよ、アンデッドの気配は感じませ･･･

ＧＭ
いや、感じる。

ビクトリア
バリバリ感じます！(笑)

ＧＭ
骨がカタカタと動き出す！

ガンヴァ
じゃあ俺達もガタガタしだす！　ひぃ～ガタガタガタ！(笑)

ＧＭ
骨は次第に人間の形をとり始め、君たちのほうに向かって立ち上がった！　その数は５体。

スフレ
ぎぃやぁ～！！【ライトニング】！

一同
待て待て待てっ！！
ガンヴァ
一直線だから！　死ぬから！(爆)

スフレ
駄目なの？(･_･)ちぇっ。

ＧＭ
惜しいな(笑)

アリエル
ここ、剣抜けるの？　両手剣なんだけど。

ＧＭ
両手剣は、振り回せないな･･･。突く用途ならいけるだろうが･･･

スフレ
でもスケルトンって突きが効かないんじゃ？

ＧＭ
･･････そうだった。

アリエル
手も足も出ませんっ(笑)　


サブウェポンはクレインクインだし。

スフレ
そして僕の武器はレイピアだ。すばらしい！

ビクトリア
私も。

ＧＭ
そんなに突く武器ばっかりでどうすんだ(笑)

ガンヴァ
俺は一応クオータースタッフだよ。

アリエル
ガンヴァ。行けぇ～！

ビクトリア
アンデッドの気配を感じたので【ホーリーライト】かけます。


マクベスさんは目を閉じてね！(ＲＯＬＬ)１２。

ＧＭ
抵抗は･･･(ＲＯＬＬ)全員成功。

ビクトリア
ええっ！　ただの骨じゃないの？　何者こいつら？

ＧＭ
それはセージチェックだな。

ガンヴァ
唯一のセージのこの俺が！(ＲＯＬＬ)･･･１０。

ＧＭ
わからな～い。骨にしか見えない。

ビクトリア
ダメージは、一括で１２。

ＧＭ
頂いときます。聖なる光を浴びて、『キシャァ～！！』と言ってます。

スフレ
アリエルに【ストレンクス】。これで追加ダメージが１点上がるだろう。

アリエル
ありがとう！　これで殴ってみまっす

ガンヴァ
【エネルギーボルト】、拡大して３本打つ。敵Ａ・Ｂ・Ｃにね。喰らえ！(ＲＯＬＬ)

ＧＭ
頂いときます･･･Ａは消し飛んだ。ＢとＣは抵抗して若干ダメージ。
スフレ
なかなか抵抗値は高いんだなぁ。

アリエル
まさかホブスケルトン？(笑)

ＧＭ
スケルトンＢがＡを踏み越えて攻撃。アリエルさん行くよ！

アリエル
来なさい。通路が狭いから１対１だよね。

アリエルは少しダメージを喰らう。アリエルの反撃（ライトニングアッパー：本人談）は紙一重で見切られた。次のラウンド。アリエルは今回は行動順は遅らせないので、一番目に行動する。

アリエル
さっきはアッパーで外れたから今度はストレートだな。どっせい！(ＲＯＬＬ)　当たり！

ビクトリア
でもパンチってレーティングゼロでしょ。

スフレ
大丈夫。素で８点あるんだから(笑)

アリエル
おりゃ！(ＲＯＬＬ)でかいよ！　１２発だ！

ＧＭ
Ｂは弾けとんだ！！(一同爆笑)

スフレ
すごいぞアリエル～見直しちゃった！（パチパチパチ）

ビクトリア
蛮族恐るべし！　Σ(￣□￣;)

ガンヴァ
アンデッドを素手で殴り倒す奴がいるとは知らなかった(笑)

ＧＭ
うむ。蛮族の名に恥じない女。アリエル。(笑)

スフレ
このおねーさん、逆らったら怖いかも･･･-

スフレはアンデッドＣ・Ｄ・Ｅに【エネルギーボルト】。続けざまにガンヴァのダブルエネルギーボルトが敵を襲う。交差した光弾の閃光が消え去った後には、既に立っている敵は存在していなかった。無限の魔力が力を発揮したのだが、アリエルの素手攻撃のインパクトはそれを上回って大きかった。

ビクトリア　今回のＭＶＰはやはり蛮族？

ＧＭ
（アリエルを指して）ビジュアル的にはお前だ。(笑)

ガンヴァ
スケルトンの首がコキュッとなってたよ！

ビクトリア
『アーノルド・シュワルツェ・ネッガー！！』

ガンヴァ
血を吐きながら『アハハハ、アハハハハ･･･』

ＧＭ
『そうだよね･･･目をつぶってたら、勝てるわけないもんね』(笑)

ガンヴァ
ドシャーン！！(笑)

第3章　子供だからいざという時にうっかり忘れてしまう
ＧＭ
前方へ進んでいくと、徐々に道が下にカーブしていく。

ビクトリア
落ちるスライダーか？

ＧＭ
これ以上進んだら、もう下に落ちるよ！って位になってるのに、まだ下へ落ち込んでいく。

アリエル
普通に穴じゃないですか(笑)

ビクトリア
坊ちゃん、どうしましょう？

アリエル
石を落としてみよう。

ＧＭ
カン、カン、カン、･･･カン･･･カン･･････カン。ポチョ(一同笑)

ガンヴァ
水かい。

アリエル
･･････水なのか･･･？(笑)

ガンヴァ
お湯？

アリエル
マグマ！？(笑)

スフレ
じゃあ、使い魔のフクロウを偵察に出そう。

ＧＭ
いいよ。井戸のように真下に向かっています。下へ結構降りていくと、途中で横穴がふたつ見える。

スフレ
そうか。２つあるのね。

ＧＭ
横穴は向かい合わせに開いていて、前方に向かう穴と、来た方向に戻る感じのとあります。で、下へ向かう穴はもっと先へ続いてます。

スフレ
ふくろうは戻らせよう。横穴がふたつあったけどどうする？

ガンヴァ
やっぱ【フォーリング・コントロール】かなぁ。

スフレ
ロープをひっかけるような場所はなさそうかな？

ＧＭ
ないねぇ。くさびでも打ち込めば別だけど。

ガンヴァ
この持ち物欄の『冒険者用具一式』の中に入ってない？(笑)

ＧＭ
･･････まあいいでしょう。ファイターもしくはシーフ技能で、筋力ボーナスで振ってくれ。誰が打ち込むの？

アリエル
私が。(ＲＯＬＬ)

スフレ
そこへ【ストレンクス】を。

ＧＭ
達成値は１４か。しっかり打ち込めたようだ。

ガンヴァ
じゃあ、ロープを結びつけて、さらに【ノット】をかけます。

ＧＭ
いいでしょう。結び目はガッチリと引き締められた。


誰から降りていくのかな？

スフレ
もしもの時のために、浮遊の魔法が使える人ですね。

ガンヴァ
じゃあ俺が、ロープを持った状態で、【フォーリング・コントロール】をかけながらゆっくり降りていく。

ＧＭ
なるほど。それは楽チンだね。判定なしでいいや。


急カーブを下へ降りていく辺りで、激しい暑さを感じた。

ガンヴァ
あっつう～！！　･･･ま、快適だけどね！(笑)

ＧＭ
そんな感じです。(笑)

ガンヴァ
これっていくら平気つっても熱さは感じるわけでしょ？

ＧＭ
そう。火傷はしてるけど我慢できるってこと。ある意味危険だぞ。


さて、ガンヴァは横穴の位置までたどりついた。

スフレ
声は、届く？

ＧＭ
届くよ。【ライト】の呪文のおかげで下の様子を見ることも出来る。

ガンヴァ
先に、後ろに戻る横穴から探索しようか。

ビクトリア
下の様子はどうです？

ガンヴァ
大丈夫！　･･･ぜ、全然だいじょおぶぅ～～

アリエル
声が小さくなってるぞ（笑）

ＧＭ
『全然だいじょう･･････あっ。』

アリエル
ホラー映画のやられ役のようだ。（笑）

スフレ
みんなに【フォーリング・コントロール】をかけます。


とりあえずガンヴァの所まで降りよう。

ＧＭ
じゃあみんな、手前側の横穴に降り立った。


道はまっすぐ続いており、行き止まりにドアがある。


そして両脇には、骸骨が２体、立っている。

ビクトリア
また骸骨が！

スフレ
･･････他の道にしよう！

ガンヴァ
骸骨に【センスマジック】だ。扉にも。

ＧＭ
魔法がかかっている。扉にもかかってるよ。

アリエル
ドラゴントゥース・ウォリアー！

スフレ
他の道に行ってみようよ。引き返す。

ガンヴァ
向こう側の横穴まではどれくらい離れてるの？

ＧＭ
跳べば跳べないことはない、って距離だね。


具体的には･･･シーフ＋敏捷度で１０以上出せばＯＫ。

アリエル
駄目ね。平目で１０なんて！

ビクトリア
私も駄目。

スフレ
１０なんて、楽勝じゃん。えい！（ＲＯＬＬ）６ゾロ～

ビクトリア
ぼ、坊ちゃん！？　行っちゃった･･････

ＧＭ
行っちゃったの？(￣□￣;)!!

ガンヴァ
俺はもうちょっと確実に行くぞ。


ロープをちょっと登って、フォーリングコントロールしながら･･･（ＲＯＬＬ）

ＧＭ
というわけで魔法使い２人は渡ってしまった。（笑）

ガンヴァ
はやく来なよ！（一同笑）

ビクトリア
簡単に言ってくれるね～･･･

ガンヴァ
しかたない。とりあえず３人にも【フォーリング・コントロール】かけてあげよう。

ＧＭ
じゃあ一応跳んでみよう。

アリエル
平目で１０かぁ。落ちると思うよ～

ビクトリア
（ＲＯＬＬ）成功！

ＧＭ
続いてマクベスが。（ＲＯＬＬ）･･･落ちた（笑）

アリエル
なにっ。さらばマクベス。裏切ってごめんよー。（ＲＯＬＬ）うげっ！　落ちたぁぁ！（爆）

ガンヴァ
ロープはまだ下に伸びている？

ＧＭ
少しは余裕あるね。

スフレ
ロープをつかむんだ！

ビクトリア
わしゃわしゃ泳ぎながらロープに近づこうとすんでしょ？（笑）

アリエル
ゆっくり落ちていってるから簡単だよねっ？

ＧＭ
そうだね。平目で５以上でつかめる事にしよう。（ＲＯＬＬ）マクベスは成功。

アリエル
（ＲＯＬＬ）つか・めま・せん！！（一同爆笑）

ＧＭ
そしてロープがなくなった。

アリエル
･･････ちょっと下、覗いてくるわ（笑）

ガンヴァ
わかった先いっとけ～

スフレ
その辺の石に【ライト】かけて放り込んであげるよ。

アリエル
それキャッチしていい？

ＧＭ
いいぞ。平目５以上で（笑）

アリエル
（ＲＯＬＬ）キャッチした～。さっきのロープをキャッチしたかったなぁ･･･（笑）

スフレ
あれ！　こういう呪文があった･･･【ジャンプ】。対象の跳躍力を２倍にする（爆）

ビクトリア
ぼっちゃん！！（笑）

アリエル
そっちの方かよかったよ～

ＧＭ
それなら１ゾロ以外でいけたな！　まだまだ坊ちゃんだから修行が足りない（笑）

スフレ
いっけね～忘れてた！　もっと勉強しなきゃな。ふぅ（笑）

ビクトリア
まったくもう･･････(T.T)
ＧＭ
下まで降りたアリエルは、水たまりにはまった。

アリエル
あれ？　熱くないの？

ＧＭ
熱くない。

スフレ
誰かもう一本ロープもってない？

ＧＭ
持っててもいいだろう。ここから垂らすわけだね？

スフレ
上からのと、ここからのロープが互い違いでない方がいいかな。

ＧＭ
くさびを打ち込むのは誰？

ガンヴァ
マクベ～。

スフレ
もう一回向こう岸に渡ってください。

ガンヴァ
そこで【ジャンプ】だ！(笑)

ＧＭ
距離１０ｍか。１ゾロでなければ･･･(ＲＯＬＬ)成功。


「さ･･･最初っから使ってくれればいいじゃないですか！」
スフレ
ちょっと忘れてたんだ。ごめんごめん(笑)

アリエル
下、水たまり調べてもいいですか？

ＧＭ
水たまりは足首くらいのもんで、特に変わった様子はないが、横穴がこうやって続いている。


向きは、今までの進行方向と同じ方向だね。

アリエル
むう。ちょっと行って来る（笑）

ガンヴァ
「行って来る」ぢゃないよ！（笑）分裂すんなぁー。

ＧＭ
道は行きどまっています。

アリエル
扉とかはないの？　調べて見るけど。（ＲＯＬＬ）

ＧＭ
突き当たりになにやら窪みがある。

アリエル
なんだこれは？　シャムシールでつついてみよう･･･

ＧＭ
何も起こらない。

一方ガンヴァ達は上で痺れを切らして待っていた。

全員で降りると面倒な事になるので、ロープを下ろしてアリエルに登って来させることにする。が、当のアリエルは、無駄な探索に夢中になっていてなかなか気づかない。

ガンヴァ
何やってるんだあの蛮族は。


【エンチャント・メッセージ】
で石に声を吹き込んで、下に落とす。


「戻ってこーい！」

ＧＭ
アリエル。背後にボチャン、と何かが落っこって･･････


「戻ってこーい　戻ってこーい　戻ってこーい･･････」


ものすごく不気味だ(笑)

アリエル
うわぁぁぁ何が起こっているんだ！？(爆)

第4章　ダンディなのかどうなのか
そんなこんなでアリエルはみんなの所へ戻ってきた。

再び合流した一行は、洞窟を先へと進む。

ＧＭ
途中、横にひとつの扉があらわれた。道は先へ進んでいる。

スフレ
その扉に【センスマジック】。(ＲＯＬＬ)

ＧＭ
魔法はかかっていないね。

アリエル
じゃあ開けよう。ガチャリ！

ＧＭ
中は、古びた書斎。というか書斎だったらしきもの。

スフレ
文献とかあるの？　ボロボロかな？

ＧＭ
大体ボロボロだけど、そうでないものもあるね。

ガンヴァ
棚を調べてみよう。

ＧＭ
うん。これは判定するまでもなく、完全な状態の本が一冊あって、ひと際マナを放っている。

ガンヴァ
おっ。【センスマジック】なんか使わなくてもマナが感じられるぜ！

ビクトリア
へぇ～本が魔力を放ってるんですか？　

ガンヴァ
題名はなんて書いてあるかな。

ＧＭ
題名は書いてないね。装丁は立派な装丁だ。

スフレ
･･･開けてみよっか～･･･（わくわく）

アリエル
オープン！

ＧＭ
誰が？

アリエル
わたしが。ぺろんっと。

ＧＭ
お前かよ！･･････開かない。

アリエル
開かないよ！　こんなの本じゃないよっ。ベシッ！！

ＧＭ
本から怒りを感じる。

アリエル
何だこの本(笑)

スフレ
じゃあ今度僕がやってみる。

ＧＭ
では魔力を基準値にして振ってみてくれ。

スフレ
(ＲＯＬＬ)１２。

ＧＭ
開いた。

スフレ
中身は？

ＧＭ
中身はなにも書かれていない。

ガンヴァ
俺も見てみるよ。

ＧＭ
誰が読んでも、真っ白です。

スフレ
全ページに何にも書いてないの？

ＧＭ
書いてない。でも、最初のページに肖像画が描いてある。

ガンヴァ
ん？　誰だ？　俺らには分からんよなぁ？

ＧＭ
分からないねぇ。下に名前が書いてあった。

アリエル
ツェペリ。

ＧＭ
違う。　『ネブカドネザル１世』

ビクトリア
げっ！　ネブカドネザル１世かよ！

アリエル
うわぁエジプトの王様が出てきたぁ～

ガンヴァ
その名前は知ってるのかなーとセージチェック。(ＲＯＬＬ)１０。

ＧＭ

だめ。ご存知ない。

スフレ
じゃあ僕が平目で！(ＲＯＬＬ)　駄目だ･･･

アリエル
平目～(ＲＯＬＬ)

ＧＭ

お前は知ってても教えない(笑)

ガンヴァ
蛮族は知るよしもない！(爆)

アリエル
うっかり知ってたら面白かったのに･･･！

ＧＭ

『あぁ！』って(笑)

アリエル
『ネブカドネザル１世ね！』

ガンヴァ
『ちっちゃい頃良く一緒に遊んだぁ～』

アリエル
『あの、泣き虫のね！』

ＧＭ

人違いですな。完璧に(笑)

スフレ
この本はどうしよう？　とりあえず持ってようか。

ＧＭ

誰が持つ？

スフレ
じゃあ僕が持ってる。

ＧＭ

するとスフレは本から何やら波動を感じたよ。

スフレ
あれ？　何だこれ。

ＧＭ

気づくと、１ページ目に、文字が明滅し始める。

ガンヴァ
まさか、「ザケル」と書いてある！？

スフレ
読んでみよう。

ＧＭ
こう書いてある。「唱えよ･･･『ザケル』と！」

一同
ほんとかよ！(笑)

ＧＭ
まあいいじゃないか(笑)

スフレ
じゃあ、「ザケル」！

ＧＭ
実はこの部屋全体が魔力を帯びていたんだが、頭上の天井が･･･

アリエル
崩れてきた！？

ＧＭ
いや（笑）。なくなって、というか急にそこが空洞になってしまった。

スフレ
吹き抜けか？

ＧＭ
どうも幻覚系の魔法らしいですね。


天井に、上に向かう通廊が現れた。

ビクトリア
上に向かうっつたって、どうやってあがるんだ！？

ＧＭ
上に向かってるんですねぇ。それも階段が。断面図を描いてやろう。（かきかき）

ビクトリア
隠し階段だな。

スフレ
ここは後回しにして、奥を探らない？

ガンヴァ
うん。ちょっと厄介だな。

ＧＭ
他にこの部屋には、魔晶石が転がっている。

ガンヴァ
いっただきぃー！

ビクトリア
いらないじゃん！（笑）

ガンヴァ
お金だもん。

ＧＭ
うん。まあ宝石だからな。４個あったよ。

スフレ
じゃあ、先を見てみよう。

ＧＭ
少し進むと行き止まりです。

色々調べてみるが何も見つからず、魔力も感じられなかった。

ここには何もないという結論になる。

スフレ
すると残りは、反対側の骸骨の所と、下の方か･･･


下はどんなだったの？

アリエル
窪みが一個あって･･････シャムシールでつついたけど何にもなかったよ。

ガンヴァ
どんな窪みだったんだろう？

ＧＭ
ＧＭから答えてやろう。壁から少しへっこむ形で、よく鍾乳洞なんかで小銭が供えてあるような感じだ。

ガンヴァ
何かを入れるような気がする。

アリエル
とりあえず骸骨の方に行きますか？

ガンヴァ
そうしよう。

アリエル
骸骨の所もやっぱりシャムシールは振り回せないかな？

スフレ
じゃあマクベス。アリエルに剣を貸してあげなさい。

ＧＭ
「かしこまりました。アリエル殿。これを」


ショートソードを貸してくれた。

ガンヴァ
それは必要筋力いくつ？

ＧＭ
？１０だよ。

ガンヴァ
それなら俺のブロードソード貸してやるよ。

アリエル
そっち貸して（笑）

スフレ
じゃあみんな、【ジャンプ】で向こうへ行こう。

今回は誰も落下する事なく渡る事が出来た。

ちなみに、接敵するに先立ち、【エンチャントウェポン】【プロテクション】【フィジカルエンチャント】があらかじめ発動された事は言うまでもない。

ＧＭ
なんだこれは･･･！　オプション全装備？（笑）

ビクトリア
強化人間だ！

アリエル
ターミネーターＴＸ状態！

スフレ
じゃあ、扉を開ける･･･

ＧＭ
骸骨は、無反応です。

アリエル
なんだ。ガッカリしたな～

ガンヴァ
大丈夫。物を奪えば襲い掛かってくるよ（笑）

ＧＭ
部屋がある。青っぽい部屋ですね。中にはプールがあります。


プールの真ん中には石で出来た島があり、その中央は窪んでいる。

ガンヴァ
【センスマジック】！（ＲＯＬＬ）

ＧＭ
なにやら魔力が働いている。

ビクトリア
この窪みに何か持ってきて置くとかかな？

アリエル
そうか。そうすると骸骨が動くのか･･････

スフレ
ちょっといいかな。そこの窪みに本を置いてみよう。

ビクトリア
あっ。本を見てみたら？

スフレ
じゃあ本を見て、置いてみよう。

ＧＭ
本が光ってる。

スフレ
開く！

ＧＭ
文字が浮かんでくるよ。『置くでない！』ってさ。(一同笑)

ビクトリア
置くなばかもの！ってか（笑）

ＧＭ
『この愚か者め！　何をす･･･』

スフレ
パタンと閉めて、仕舞いこむ（笑）

ＧＭ
仕舞われた（笑）

ガンヴァ
本借して！　開いてみて、【ティンダー】を発動･･･

ＧＭ
『やめんかっ！　愚か者っっ！！』

ガンヴァ
こいつ生きてるよ（笑）

ビクトリア
魂が本に宿ってるよ～

アリエル
だからさっきビターンてやったとき怒られたのか。

スフレ
よし。じゃあペンで何か書いてみようか。

アリエル
ペンで髭を書く！(笑)

ＧＭ
なにか書こうとするとまた文字が出て来るよ。


『なにもここに書かずとも良い！　喋っている事は全て私は理解できる。天才だからな』

ビクトリア
一言余計だ（笑）

ＧＭ
『我が名はネブカドネザル一世！』

ビクトリア
それはもう読みました（笑）

アリエル
どうでもいいけどよ～ネブちゃんよ～

ＧＭ
『むっ！？　汚らしい蛮族が居るな･･･』(一同笑)

アリエル
蛮族に手も足も出ないくせにウリウリウリ！

スフレ
それは置いといて、この辺の精霊力のバランズが崩れているのをどうにかしたいんだけど。

ＧＭ
『最近の事は良く分からんなぁ』と書いてある。

アリエル
ボケ老人（ぼそっ）

ＧＭ
『ボケではないわ！』

ビクトリア
余計な言葉に反応しなくていいです(笑)

ガンヴァ
あんたは四大魔術師なの？　何でここに居るの？

ＧＭ
『うむ。それを話すと長くなる』と言ってズワワーーー！っと書き出すよ(一同笑)ものすごい勢いで書いていく！

ビクトリア
読みきれーん！（笑）

ガンヴァ
要約してくれ！（笑）

ＧＭ
そうだな（笑）この人はすごい古い時代の魔術師らしい。四大魔術師ではなくて、統合魔術師だったんだそうだ。

ガンヴァ
へぇ。すごいね。

ビクトリア
昔ここで実験してた四大魔術師については知ってるの？

ＧＭ
知っている。

ビクトリア
どういう実験をして、どうなったのかを知りたいんですが･･･

ＧＭ
『新しい魔法を創りたがっていたから、その実験だろうな』

ビクトリア
それは炎の精霊力に関するものですか？

ＧＭ
『炎だけではない。あらゆる精霊力から力を引き出そうとしていたな。しかし、最後に呼び出したサラマンダーが暴走を起こして、魔術師は命を落とした』

ビクトリア
サラマンダー･･････ヒーゴー田吾作かっ？

スフレ
そんな大昔の事がなんで今頃になって出てくるんだろう？

ＧＭ
『きっかけがあったのだよ。･･･近頃、世を脅かす精霊が現れているだろう』

ガンヴァ
あれ？最近の事は分かんないんじゃないのか？

ＧＭ
大規模なマナの異変については分かるらしい。

ガンヴァ
なるほどね。

ＧＭ
すらすらと書かれていく内容を見ていると、『魔精霊』についても言及しているぞ。

ビクトリア
アト～ン

アリエル
アト～ン。

ＧＭ
アトンは現代の人間がつけた名前だからね。この本は単に「魔精霊」と表現している。

ガンヴァ
ふーむ･･･

ビクトリア
その魔精霊となにかしら関係があるのでしょうか？

ＧＭ
『魔精霊もひとつの現象に過ぎないのであって･･･』

ビクトリア
えっ他に要因があるの？

ＧＭ
『物質界と精霊界の絆が異様に強くなってしまっているのだ』

アリエル
じゃあ、弱くすればいいんだ！

ガンヴァ
そうだなぁ。

ＧＭ
『だから、魔精霊が出現したのと同じように、このトリス山のサラマンダーも活性化して来ているのかもしれない』

スフレ
サラマンダーはどこにいるんだろう？

ＧＭ
『分からない。この近くにいるのだろうが･･･』

スフレ
じゃやっぱ階段登んなきゃだめなのかな。

ビクトリア
あの階段の上には何があるの？

ＧＭ
『階段を抜けると一回山肌に出て、そこから上に上がると火口に至る。火口と言っても人工的に造ったものなので噴火はしない。その周辺が、確か火の精霊力を行使するための領域だったはずだ』

ビクトリア
なるほど。それと、この窪みは何だったんですか？

ＧＭ
『窪みか･･････教えて欲しいか？』(笑)

ビクトリア
教えてダンディなおじさま！

ＧＭ
『よかろう』(笑)

アリエル
知ってるんだ？(笑)

ＧＭ
『精霊の実験を行なった後で、四大魔術師は使役した精霊力をコンパクトに結晶化していた』

ビクトリア
ほうほう。

ＧＭ
『そうやって取り扱いしやすくしておいて、精霊界に送還したり封印するなどの措置をとっていた。結晶化された物質は、それぞれの四大精霊に関連した処理場所が定められていた』

ビクトリア
なるほど！　するとこのプールは水の精霊か･･･

ＧＭ
『ちがう！　それが凡人のあさはかな考えだと言うのじゃ！　この蛮族め！』(一同笑)

ビクトリア
蛮族じゃありません！(笑)

ＧＭ
『わしから見たらお主ら全員蛮族じゃ』

アリエル
私から見れば、お主が蛮族！

ＧＭ
『なにおう！』(一同笑)

ビクトリア
まあまあおじさま。いちいち興奮せずに･･･(^-^;)
ガンヴァ
とするとココは一体何なんです？

ＧＭ
『ここは、火精の処理場だ』

ビクトリア
あー･･･だから水なのね。

スフレ
なるほど。じゃあ火の精霊を捕まえてきて、ここにポイッてすればいいんだね！

ＧＭ
『そうであろうな』

ガンヴァ
じゃあ下にあった窪みは、何用だろう？

ビクトリア
地の精霊？　風の精霊？

ＧＭ
『もし、土に関する場所で処理するとすれば風だろうな』

ビクトリア
山肌に出ると言う事は、その過程で、地の精霊を処理するような場所があるのかも。

ＧＭ
『そうであろうな』

第5章　まだ墜ちてないところがバッチリ見れました

一行は引き返し、先ほどの階段を目指すことにする。

ガンヴァが【レビテーション】の呪文を使い、天井にあいた入り口からロープを垂らす。

ＧＭ
では全員が登った、という事で。延々と階段が上に続いている。

スフレ
延々と登ろう。

ＧＭ
途中で、頭上が急激に熱くなってくる所がある。

ガンヴァ
熱ちぃ～！　でも快適！(笑)

ＧＭ
さらに登りつづけると、だんだん熱さは無くなっていった。


次第に、外気が感じられるようになってきて、外へたどり着きます。

ガンヴァ
道はあるのかな？

ＧＭ
あるよ。切り通しのような形で、山頂へ向かっています。

ガンヴァ
じゃあ登っていこう！

ＧＭ
わかった。視界が開けると、前方に塔が見えます。

ビクトリア
塔？　･･･あの塔について何か知っていないか、ネブちゃんに聞いてみようよ。

スフレ
うん。

ＧＭ
ネブカドネザルを開くと･･･何も書かないね。

ビクトリア
あっ知らないんだ(￣―￣)ニヤリ

ＧＭ
機嫌が悪いのかもしれない。

ビクトリア
そんな事あんのか(笑)

ＧＭ
うんともすんとも言わない。

ガンヴァ
うんともすんとも言わない？

ビクトリア
「・・・」って書いてあるの？

ＧＭ
いや、何も書かれないし光りもしない。

アリエル
要は自分の知らない事には、だんまりなんだ！

ＧＭ
『むかつく奴じゃのう･･･』と書いてある。

ビクトリア
書けるんじゃん。何か言えない理由でもあるのかねー･･･。

ＧＭ
『あんまり書きすぎるとページがなくなるだろっ！』と書いてある。

一同
ええっ！？（笑）

ビクトリア
せこいなぁ･･･

ガンヴァ
なるほどね（笑）まあいいや。塔に行ってみよう。他に道はないんでしょ？

ＧＭ
うん。一本道だね。その途中に塔がある感じ。

ビクトリア
その先にも道は続いてるの？

ＧＭ
うん。塔は道の脇にあるの。

ビクトリア
ごめんくださーい。

ＧＭ
扉とか窓の類は一切無いよ。


てっぺんには何本かの柱が立っている。

ビクトリア
そこに窪みがあるのかな？

ガンヴァ
高さ何メートル？

ＧＭ
･･････１１メートル(一同笑)

ガンヴァ
よしっ！！　登れない！（笑）

スフレ
･･････アリエル。マクベス。

アリエル
んっ？

スフレ
こう、腕を組んで。

ＧＭ
「えっ･･･！？　１０メートルですよ？（汗）」

スフレ
やぐらを組むんだ！　組体操でやるみたいに。

アリエル
私達の肩の上を地上にするというのね。

ビクトリア
確かに１メートルくらいにはなるね。いわゆる･･････踏み台（笑）

ＧＭ
「貴族の言う事だから仕方ないか･･････」

アリエル
嫌だよ(一同笑)

しかし、所詮雇い雇われの関係。10秒後彼らは踏み台になっていた。

スフレ
では【レビテーション】！　頂上に降り立つ。

ＧＭ
頂上は、平べったくなっていて、外縁に沿って６本の柱が立っている。

ビクトリア
そこで魔法合戦するわけか。

ＧＭ
スフレが頂上に降り立つと、そこでは風がすごく渦巻いている。

スフレ
ほう。

ＧＭ
渦の中心部だけ、静穏になっている。

アリエル
台風の目ですね。

スフレ
なるほどね。分かったからもういいや。他に何もなければ降りるよ。

ＧＭ
はい。見晴らしがいいので位置関係を教えてあげよう。


ここは、マッケナスから見ると山の反対側になってます。

ビクトリア
街は見えないんだ。

ＧＭ
そう。でも、街の向こう側、上空にはレックスが見える。北西にはカルボラスという火山が見えている。

ビクトリア
見晴らしがいいんだね。レックスって？

ＧＭ
巨大な空中都市だ。

ビクトリア
ああ、「堕ちた都市」か！

ＧＭ
レックスの事は一般常識だからみんな知ってていい。学校で習うからね。蛮族は･･･

アリエル
(ＲＯＬＬ)　知らないなぁ！（笑）

ＧＭ
いや･･････、普段から見えてるし知ってていいです（笑）


東京タワーが見えると同じように、そこにある。

アリエル
ラピュタは本当にあったんだ！

ＧＭ
いや毎日見てるから！（笑）

ガンヴァ
竜の目だぁ～！

アリエル
見ろ！　人がゴミのようだ～！

ビクトリア
目が！　目がぁぁぁー！

ＧＭ
塔の上のスフレ君、どうするかね？

スフレ
じゃあここは降りて、さらに上に行こう。

ビクトリア
読める！　読めるぞぉぉー！

ＧＭ
さて、登るにつれて、かなり激しい熱さが襲ってきますね。

アリエル
あついっ！

ビクトリア
しかし快適。

スフレ
まだ【サーマル】が効く範囲なんだね。

ＧＭ
うん。激しく熱い事が、分かる程度。

ビクトリア
その呪文どのくらいもつの？

スフレ
何度もかけ直してるからいいんだよ。本来は１時間。

アリエル
･･･この【サーマル】って呪文、ある意味危険な魔法だなぁ。

ガンヴァ
効果が切れた瞬間がって事？

アリエル
いや、肉体が限界を超えてても分かんなさそうじゃない？

ＧＭ
それは、言えてる。（￣―￣）ニヤリ

アリエル
気づいたら、ブスブスブス･･････と（笑）

スフレ
そこまではないよ。一応「耐えられる高温まで」という事になってる。

ＧＭ
さて、山頂は、火山の噴火口を模したようなすり鉢状になっている。

ビクトリア
ははぁ。ここは火山ではないのね？

ＧＭ
トリス山は火山ではない。自然のものではなさそうなすり鉢状の底には穴があって、噴火口のような形になっている。

ガンヴァ
【センス・マジック】！（ＲＯＬＬ）

スフレ
僕も（ＲＯＬＬ）

ＧＭ
精霊力だけど四大魔術だから感じる事にしよう。穴から熱気が立ち上っている。

スフレ
熱気が･･･。


どうやらあそこが原因みたいだけど、どうしよう？　そういや何も考えてなかった。

ビクトリア
ただ来ただけ（笑）

ガンヴァ
どうすれば止められるかだね。

ビクトリア
まずサラマンダーを捕まえない事には

スフレ
とりあえず【ライトニング】を叩き込んでみようか？

アリエル
･･････危険なヤツ！(￣□￣;)!!

ガンヴァ
底には何かあるの？

ＧＭ
暗いたて穴が、下に続いているようだ。

スフレ
じゃあ【センス・エネミィ】！(ＲＯＬＬ)

アリエル
サラマンダーは居るだけで敵意ありそうだけど･･････私達が遭遇しないと敵意もむき出してこないんじゃないの？

ＧＭ
今のところは敵意は感じられない。

ガンヴァ
てことは、いつか敵意が感じられるんだ(笑)

ＧＭ
そこまで言っとらんわ～！

アリエル
でもまあ、今まで熱かった階層とか考えると大体場所分かりそうじゃない？

ビクトリア
サラマンダーは１匹なのかな？

ＧＭ
さあ･･･

アリエル
ほんとにサラマンダーなのか？

ビクトリア
(*ﾟ０ﾟ)ﾊｯ!!　イフリート！？

ガンヴァ
･･･穴の近くまで行けるかな？

ＧＭ
行けるよ。我慢可能です。

ガンヴァ
石を落としてみよう。

ＧＭ
カラン、カラン、カラン、カラン、カラン、･･････コーン！って。

アリエル
良かった、ジュッ！　とか言わなくて(笑)

ガンヴァ
穴は、人が入れる大きさなの？

ＧＭ
うん。

アリエル
剣が振るえる広さがあるといいな～。

ビクトリア
ここに居ても進展は無いし･･･

アリエル
竪穴を降りるしかないかな？

ＧＭ
そうだね。誰から降りる？

ガンヴァ
･･････ふくろう飛ばしてみて！(一同笑)

ＧＭ
むごい！　焼き鳥が出来る（笑）

ガンヴァ
そんなに熱いのか！

ＧＭ
それは分からない(ニヤリ)
アリエル
焼き鳥が出来る、かもしれない（笑）

一同
かもしれない（笑）

アリエル
ものは試し！(笑)

ガンヴァ
感覚は共有してるんだから、熱くなったら帰ってくればいいんだよ～

アリエル
感覚を共有してるという事は、自分の焼けるいい匂いが･･･(笑)

この間、当事者であるスフレは、あきれて物が言えないらしい。

ビクトリア
穴の中は真っ暗で見えないんだよね？

スフレ
【ライト】をかけた石を下に放り込んでみる。

ＧＭ
カランカラン･･･と落ちて、底から光を放っているのがぼんやり見える。

ガンヴァ
底はだいぶ遠い？

ＧＭ
１０ｍくらいかな。

スフレ
よし。【フォーリング・コントロール】で降りよう。

ＧＭ
分かった。誰から行くの？

ガンヴァ
俺が･･･

ＧＭ
ガンヴァだね。

ガンヴァ
先に石を何個か放り込んで、ストーンゴーレムの準備をしておいてから、【レビテーション】で降りる。

ＧＭ
（周到だなぁ･･･）降りた。


５ｍくらい降りたところで、穴は急に大きくなり、横幅２０ｍくらいの大空間になっている。

ビクトリア
剣振れるじゃん。

スフレ
大丈夫～？

ガンヴァ
大丈夫そう！

スフレ
じゃあ皆を降ろそう。

ＧＭ
了解。みんな降りた。

ガンヴァ
俺はストーンゴーレムを。

ＧＭ
早くも作りますか（笑）


さっきの【ライト】の光で周囲をうかがう事が出来る。

スフレ
【フィジカルエンチャント】ね！　まずは敏捷度･･･（ＲＯＬＬ）

ＧＭ
まずはとは何だ！　そこで続々とかけないっ！（笑）


敏捷度の分は許可するが、とりあえず状況の説明だ。


もの凄く禍々しい印象とともに、赤と黒の強烈なイメージが君たちを襲う。

ガンヴァ
さあ戦闘かっ！？
第6章　やっぱり蛮族は洒落ならん
ＧＭ
部屋の奥のほうから、巨大な赤いような黒いような魔物が、身体を起こす。

アリエル
バルログだ！　みんな肉弾戦用～意！（爆）

ガンヴァ
俺に名前の似たガンダルフという奴はそうやってたよな！（笑）

アリエル
それが魔法使いの真の戦い方なのぢゃ！

ガンヴァ
念の為セージチェック･･･（ＲＯＬＬ）１４。

ＧＭ
残念。分からない。

ビクトリア
ネブカドネザルに聞いてみよう。アレはなに！？って本を開いてみよう。

ＧＭ
何も書かれない。

ビクトリア
ダンマリかよまた！

アリエル
知識が浅かったんだよ（笑）

ビクトリア
知らなかったんだぜきっと～

ＧＭ
『知っとるわい、おろかもの！！』(一同笑)

ビクトリア
じゃあ教えてくれたっていいじゃないケチ！

ＧＭ
（棒読みっぽく）『これはな、火の精霊獣じゃ』

一同
･･････。

アリエル
ありがとうございます･･･（笑）

ＧＭ
『な。知ったからと言って別になんでもないだろ？』と書いてある(一同笑)

ビクトリア
確かにページの無駄でございました（笑）

アリエル
多分サラマンダーなんだろうけど･･･。

ＧＭ
さて、冗談はここまでだ！　前方に居る君たちに突然ブレスを吐いてくる！

アリエル
えぇ～！

ＧＭ
というか、ブレスを吐こうとして息を吸い込んでいる。こっち敏捷度遅いからそっちから先やっていいよ。

アリエル
こっちも吸い込もうぜ！

ビクトリア
逃げようぜ！

ＧＭ
ちゃんとしないとブレスだぞ。

アリエル
散開しつつ、攻撃！　ブレスに入る人数を極力減らそう（笑）

ビクトリア
逃げたほうが良いと思うんだけど･･･逃げるのは全然無理なの？

ガンヴァ
逃げ道は上だけだろう。

スフレ
だから魔術師諸君は逃げられるわけよ。

ガンヴァ
「じゃあね、バイビー！」（笑）

結局逃げられないらしいので、一行もようやく戦う気になってくれた。

行動順はビクトリアから。

ビクトリア
この魔法でも使おうかな。【ヒート・プロテクティブ・サークル】

ガンヴァ
お。いいんじゃない。

ビクトリア
「火や熱によるダメージを、２点減点する」！

アリエル
と、いいな！（笑）

ビクトリア
そうそう（笑）（ＲＯＬＬ）成功。２点減点するといいな！

アリエル
そんな気にさせてくれる素敵な魔法です！（笑）

ＧＭ
これは範囲呪文だよな？

ビクトリア
そうです。半径５ｍ。

スフレ
次は僕だ。【ライトニング・ボルト】２倍消費！

ＧＭ
どういう拡大で？

スフレ
ダメージの確実性で。
（ＲＯＬＬ）あんまり目が走らないなぁ･･･ダメージ８点。

ＧＭ
うーんそれは･･･ほとんど効いていないようです。

スフレ
エネルギーボルトより弱いライトニングだ（泣）

アリエル
ライトニングがジュジュッと消されてしまった･･･！　勝てる気がしないねぇ。

ガンヴァ
大丈夫、やれば出来るやれば出来るっ！


【エンチャントウェポン】３倍消費。アリエルと、俺と、マクベスにかけるぞ！

アリエル
じゃあ魔物に斬りつけましょう。シャムシールを喰らいなさい！　ダメージ１４。

ＧＭ
はいはい。

ビクトリア
あっダメージ行ってるみたい。

アリエル
あれで行かなかったらやばいって！

ＧＭ
（ＲＯＬＬ）マクベスは外している。


いよいよ精霊獣の攻撃！　皆さん、目標値１４で抵抗してくださ～い。

スフレとビクトリアは抵抗成功。他は皆失敗。

しかし、ＧＭはダメージ判定で２回もピンゾロを振る。

ガンヴァ
いい精霊獣だなぁ（笑）意外と･･･

アリエル
意外と弱いぞこいつ！（笑）

ＧＭ
いまいちブレス弱かったな。ダメージの作り方を間違った･･･！


こいつ寝起きだから、ちょっと不発だった！

ガンヴァ
ということに、しておいてやろう！

アリエル
次は本気だって？

ＧＭ
本気で殴ってくるよ！（笑）

一応、ガンヴァの作った【ストーン・サーバント】
も戦うが、全く歯が立たない。

次のターン。行動順一番のビクトリアはやる事がない。

スフレ
その熱を通さない魔法をどんどん広げていったらいいじゃん？

ビクトリア
あんたら魔法使いと一緒にしないでよ！

ガンヴァ
不便だな。じゃあ魔晶石をあげるよ。
スフレはアリエルにエンチャント。魔晶石を全部もらったビクトリアは【ヒートプロテクティブサークル】を３倍消費して、効果範囲を半径１５ｍまで広げる。通常のサラマンダーであれば、この魔法の効果範囲から逃げ出そうとする。それが不可能な場合、精霊は精霊界へ還ろうとする、という性質を利用した作戦だったが･･･、

ＧＭ
（ＲＯＬＬ）抵抗した。

ビクトリア
え、抵抗すんの？

ＧＭ
するとも。こいつはその辺のへぼ精霊とは格が違うんだ。

この後精霊獣の攻撃はマクベスに集中した。ランダムに対象を決めた結果なのだが、ランダム対象から除外すればよかったかも･･･。その間、アリエルはクレインクイン・クロスボウに持ち替えて＜狙撃＞
に入る。ラウンドを追うごとに徐々にクリティカル値が上がっていく。スフレとガンヴァは、豊富なマナを背景に仲間の能力をモリモリ上げている。フィジカルエンチャント、プロテクション、カウンターマジック･･･（ガンヴァ「お前らみんな強化人間だ！（笑）」）そして５ラウンド目。
アリエル
こりずに狙いをつける。

ＧＭ
え！？　まだやんの？

ビクトリア
クリティカル値マイナス４まで行くつもりか？

アリエル
これでクリット値７になる！　期待値
まであがったから次のラウンドで打つよ。
ＧＭ
その前に攻撃受けたら、狙撃は中断だぞ！

アリエル
攻撃がこない事を祈るよ。

ＧＭ
うーむ。これが人間の敵だったら間違いなくアリエルを殴りに行くんだがな（笑）

ビクトリア
良かったね～おバカな敵で（笑）

ＧＭ
続いてマクベスの攻撃･･･当たっているが、防御点ではじかれてる。
アリエル
マクベさんは、居るだけで充分役に立ってるよ。

ＧＭ
攻撃をひきつけてるからな。

アリエル
おかげで今のところ私に全く攻撃がきてない（笑）

ガンヴァ
【エネルギーボルト】3倍消費！達成値を２上げて･･･かかった。ダメージは10。
ＧＭ
ちくっと痛い。さて、精霊獣の攻撃は･･･（ＲＯＬＬ）アリエルへ！！（笑）
アリエル
せっかくの狙撃がぁ～！！∑（￣□￣；）回避は１４。
ＧＭ
当たった♪

アリエル
嬉しそうだなこのやろ･･･（笑）

ＧＭ
そんな近くで狙ってるからだ（￣―￣）ﾆﾔﾘ　ダメージは5点ね。君の狙撃ボーナスはキャンセルされた（笑）
6ラウンド目。アリエルは業を煮やしたらしい（笑）
ＧＭ
アリエル、もっと下がって狙撃すればいいんだよ。

アリエル
もういい、打つ！！

ガンヴァ
大丈夫、4ラウンドなんてスグだ（笑）がんばれ！
アリエル
いや、そろそろ参加したくなってきた･･･
アリエルの攻撃は当たり。彼女のクレインクインのレーティングは４８だが･･･
スフレ
エンチャントかけてるからレーティング５３だよ。
一同
５３っ！？
ガンヴァ
レーティング表は５０までしかねーよ！
ＧＭ
５０を超えたときのルール、なんかあったような･･･

まぁいいや。とりあえず５０と３でやって加算して（笑）
アリエル
ダメージは･･･（ＲＯＬＬ）１１！クリット！！

一同
おぉ～！

アリエル
もう一度･･･（ＲＯＬＬ）ダブルクリティカル！！（爆）

ビクトリア
さっきの狙撃の意味は一体なんだったんだ（笑）

最終的なダメージは46点･･･。これまで精霊獣はほとんどダメージを受けていなかったのだが、、、
ＧＭ
アリエルのクレインクインの一撃で、精霊獣は消え去った（笑）

アリエル
どうだ！死にさらせ！（笑）

ＧＭ
こんな戦闘ありかよ～(・_・、) ｸﾞｽﾝ

ガンヴァ
蛮族恐るべし！いつか絶対蛮族の時代が来るぞ（笑）

ＧＭ
精霊獣はシュワシュワ～と消え去って、後にはなにやら宝石のような赤い珠が残った。
アリエル
よし。これをディオの屋敷に持ち込んで･･･

ガンヴァ
仮面にはめ込んで･･･

アリエル
血をたらす！（笑）

ビクトリア
違うでしょ！あの水の部屋に行って、宝石をはめてみましょう。
第7章　「日本○○デー」に入る言葉を漢字２字で答えよ
ガンヴァ
とりあえずここから上がるか。【レビテーション】（ＲＯＬＬ）
スフレ
同じく。そして皆にロープをたらしてあげよう。
ＧＭ
了解。さっきの擂り鉢状の火口を上がっていく、と･･･。

外へ出てみたところ、戦闘中それ程時間が経ったわけではないんだけど、辺りがうす暗くなっている事に気づく。
ガンヴァ
ん？なんか薄暗いな･･･
ＧＭ
と同時に、なんとも言えない不吉な感じを受ける。特に、魔術師の二人は、著しく不安な感じにとらわれるよ。

アリエル
実は精霊獣倒しちゃだめだったのかな？

ガンヴァ
辺りを見てみよう。

ＧＭ
上空から不吉な感じを受ける。

ビクトリア
今度は風の精霊が狂った？

ガンヴァ
上を見て、【センスマジック】を･･･

ＧＭ
いや、センスマジックをかける必要はない。


さっき見た空中都市レックスが、すごく間近に迫ってきている！

ガンヴァ
なんですと！（笑）みんなあれを見ろ！

ＧＭ
ゴンゴンゴンゴンゴン！　と迫ってくるよ（笑）

スフレ
なんでなんでなんで！？

ＧＭ
正確に言うと、迫ってきているのではなく、落下しているんだ。君らの位置から見ると、頭上を横切っていく感じ。

アリエル
あ。墜ちる瞬間を目撃しちゃうのか！　すごいなぁ！

ＧＭ
うん。ものすごいスピードで落下してるという事は分かるんだけど、君達の位置は結構離れてるから、見た目には意外なほど、ゆっくりと落ちていくように見える。
スフレ
落ちてる落ちてるよー！

ガンヴァ
ど、どういうことだこれは！？
アリエル
さ、願い事を3回言わないと（笑）
ビクトリア
蛮族の世界になりますように、蛮族の世界になりますように･･･（笑）

ＧＭ
レックスは君らの頭上を横切るんだが･･･、みんな冒険者レベルと知力で判定してくれ。12以上の人？
一同
はーい。
ＧＭ
頭上から、いろんなものが落下しているのが分かる。岩とか･･･塔とか。
ガンヴァ
塔とか！？（笑）
アリエル
このまま下にいたら、普通にあぶない（笑）
スフレ
村は大丈夫？

ＧＭ
村にもなんだか落下しているようだ。

スフレ
うわぁー！　大変だー！

ＧＭ
と、君らのちょうど頭上付近から、人間らしきものが落ちてくるのに気づく。
アリエル
ナーイスキャーッチ！　って受け止めようとしたら、腕がコキャ！ってなる（笑）

スフレ
よし、【フォーリング・コントロール】を使おう。

例によって３倍消費して到達距離を伸ばす。拡大した【フォーリング・コントロール】がギリギリ届く範囲に近づくのを待って、その人影に呪文をかけることにする。

ＧＭ
そいつはだんだん近づいて来てはっきり見えるようになってくる。どうも、普通の人間よりずんぐりむっくりしているようだ。

アリエル
･･･じゃ、いっか（一同笑）

ＧＭ
ひどいな（笑）落ちてくる様子はあの絵みたいになってるよ。
アリエル
あの絵？
ＧＭ
『落下する髭小人』（笑）

スフレ
フクロウのポッター君に、近くへ行って見させよう。化け物でなかったらフォーリングコントロールね。
ＧＭ
うむ。特にセージチェックをするまでもなく分かった。あれはドワーフだね。

スフレ
やっぱりそうか。じゃあ呪文かけます（ＲＯＬＬ）
ＧＭ
かかったね。では、落下の速度が遅くなって、君らから少し離れた地点にゆっくりと降りてくる。

アリエル
『ありがとう！　わしが、フレーべぢゃ！』

ビクトリア
ちがぁう！（笑）
ＧＭ
フレーべはまだ生まれてないから（笑）

スフレ
とりあえず近くへ行ってみよう。

ＧＭ
みんな行くのね？　ドワーフは意識はあるようだ。

「うっ･･･うう･･･レックスが･･･！」と唸っている。
アリエル
見れば分かります（笑）

ＧＭ
そしてドワーフは気を失った。

ビクトリア
【トランスファー・メンタルパワー】をかけます。

ＧＭ
いや、この人は別に精神点が無くなったわけではない。
アリエル
気絶してるだけでしょ。
ＧＭ
そうだね。強烈なショックを受けているようだ。
アリエル
仕方ない。私が背負っていってあげましょう。

ビクトリア
それよりも、村が･･･

スフレ
そうだ！　村が大変なんだ！

アリエル
待って。その前に宝玉をあの水のところに嵌めに行かないと。
スフレ
あ。そうだね。
ＧＭ
てことはもと来た道を戻ることになる。

ビクトリア
とにかく急いで戻りましょう。
ＧＭ
ちなみにレックスは、ずっと遠くの方に落っこって行ってるよ。

アリエル
･･･それは、最後の瞬間も見届けたい気もする。

ガンヴァ
うん。見届けとく。
ＧＭ
まぁそんなに時間がかかるわけではない。君達が不安気に見守るなか、レックスは地平線に吸い込まれるように、ドシーンと落ち込んでいく。その光景が見えて一瞬後、「ドーン！！」という音が聞こえてきて、次いで地響きが「ゴゴゴゴゴ！」と襲ってくる。

ビクトリア
で、火口が爆発すると。

ＧＭ
今のところそんな様子はない。ゴゴゴゴと地鳴りは続いている。
ビクトリア
さて。見るもん見たし。行くべ行くべ。
スフレ
なんて奴だ（笑）

アリエル
司祭とは思えない発言だ！

一同
ひどい奴だ！ 
こうやって満場一致で非難されるところに今井（仮名）の人徳がある。（ちなみにこの場合の「一同」にはＧＭも含まれる）
ガンヴァがストーン・サーバントを召喚し、ドワーフを背負ってついて来させることにする。

ＧＭ
さて。再び山中の階段に入って、下っていくと。

魔法使い二人は、また言いがたい不安感が襲ってくるのを感じる。
スフレ
こんどは何だぁ･･･？

ガンヴァ
ひぃ～ガタガタガタガタ･･･ｶﾞｸｶﾞｸﾌﾞﾙﾌﾞﾙ((;ﾟДﾟ))
ＧＭ
まるで酸素の供給を絶たれたような、息苦しさを感じている。
ガンヴァ
うーん･･･なるほど。

アリエル
どうしたの？　何も感じないよー？

ＧＭ
お前は感じなくていいんだ（笑）
ガンヴァ
何か体がだるいんだけどぉ～･･･
スフレ
力が抜けていくよー　´Д｀
ＧＭ
そうだね。それと、足が地に着いていないような焦燥感が胸を締めつけてくる。
ガンヴァ＆スフレ
う･･･疲れたー！

ＧＭ
その焦燥感は無くならないまま、君達はその階段を下りていく。で、その階段は部屋の天井にそのままつながっているから、最後は飛び降りないといけない。
ガンヴァ
何ｍくらい？

ＧＭ
３ｍってとこだな。

スフレ
結構あるね。【フォーリング・コントロール】えい！

ＧＭ
さて･･･【フォーリング・コントロール】をかけたときに･･･精神点を減らしてくれ。

スフレ
！？

アリエル
だと思った～！　マナが･･･マナがぁ！

ビクトリア
あっ、塔が落ちた？

ガンヴァ
それでも気にせず使うんだろうな。これまでの習慣で使うわな。【フォーリング・コントロール】（ＲＯＬＬ）
ＧＭ
うむ。日常茶飯事的にかけてたんだけど、突然、これまでと違って呪文を唱えると疲れが襲ってくるようになった！
ガンヴァ
ふぅ～･･･疲れたぁ。
アリエル
あの･･･、私にもかけて！（一同笑）３ｍは、金属鎧で飛び降りるには高い（笑）
スフレ
とりあえず他の人たちにもかけよう（ＲＯＬＬ）
今井
ちょっと電話してくるわ（中座）

スフレ
なんかどっと疲れるなぁ･･･
といいつつ、スフレとガンヴァは仲間にどんどん魔法をかけていく。
アリエル
タワーが壊れたのかな？

ガンヴァ
そんな事は俺たちは知らない！（笑）

ＧＭ
だね･･･今分かるのは、レックスが墜ちたことだけ。

それと、これは感覚として分かるんだが、ガンヴァとスフレはじわじわと魔法力を奪われていっているようだ。
スフレ
あぁ･･･疲れたなぁ･･･！

ガンヴァ
風邪だなきっとこれは。

アリエル
そして失われたマナが私に流入していく･･･！

ＧＭ
してない！（笑）

アリエル
蛮族がみんな力みなぎってきてるよ（笑）

無事部屋に降り立った一行は、縦穴のところまで戻ってくる。
ＧＭ
さて、穴の向こう側に渡らないといけないわけだが、どうする？
スフレ
･･････。【ジャンプ】の呪文を使う！（一同笑）
ＧＭ
まだ分かってねーのか･･･！さすがロールプレイヤー！（笑）
アリエル
日常茶飯事で使ってたもんは簡単にはやめられないよね（笑）
スフレ
２点で･･･５人にかけるから10点消費（一同笑）
アリエル
そのうちパタッと行くぞ･･･（￣△￣；）
ＧＭ
マクべス。「お二人とも、顔色が悪いようですが大丈夫ですか？」
ガンヴァ
ゼーハーゼーハー言ってるよ。

アリエル
精霊獣の熱気に当てられたのでは？

ＧＭ
「ですかな。わしらは平気だというのに。やはり子供の身にはきつかったのか･･･」
スフレの呪文判定は1ゾロも出る事なく、無事穴の向こう側に渡る一行。

スフレ
さぁ、この石をあの部屋に持っていこう。

ＧＭ
でだ、さっき居た2体のスケルトンウォリアー
が、今は剣を構えて立っている。
スフレ
そうなの？　･･･もう～、めんどくさい！　【ライトニング】！！
一同
おいおいおい！（笑）
スフレ
（ＲＯＬＬ）気絶いたしました。
ＧＭ
呪文はかかったのか？

スフレ
いや。マイナスになったからかかってないと思う。

ＧＭ
そういうことになるな。じゃあ･･･呪文の詠唱をしていたスフレが突然パタッと倒れた。呪文は不発だった。
ガンヴァ
ど、どういうことだ？

アリエル
そんなに不調だったのかこの子。

ＧＭ
スフレを助け起こそうとしてベクターが言う。「これは･･･、精神的にひどく疲労していますね･･･」
ガンヴァ
ん？　そんなことが･･･
ＧＭ
「私たちプリーストは、魔法を使いすぎると良くこうなります」

といって【トランスファー・メンタルパワー】をかけようと･･･なんだこの数字。３４２２って？（笑）

ガンヴァ
精神に３４２２点のダメージをくらってるのか今井は？（笑）

ＧＭ
あーわかった。３、４、２、２って使った精神点を記録していってるんだ。
ビクトリア
なにやってんだお前ら。

ガンヴァ
スフレに【トランスファー・メンタルパワー】をかけてほしいんだ。

アリエル
精神点が無いにもかかわらず呪文をかけつづけて、突然「ライトニング！」って叫んだかと思うとパッタリ倒れた（笑）

ビクトリア
しょーがねーな。はいよ。1点与えた。

ＧＭ
スフレは目を覚ます。マクべスが心配してるよ。「坊ちゃん！　大丈夫ですか？」
スフレ
うーん･･･。おかしいなぁ。【ライトニング】失敗したことないんだけどなぁ。

ＧＭ
「少し魔法を控えた方が良いのでは？　さっきから魔法を使うたびに疲れ果てているように見えますが･･･」
スフレ
でもそんな事生まれてこのかた一度もなかったんだけど。
ガンヴァ
わかったスランプだ！　スランプ（笑）
アリエル
とりあえず･･･状況はともかく骸骨達が襲い掛かってくるわけですよ。
ＧＭ
そうだね。

ガンヴァ
･･･おいベクター。さっきあげた魔晶石返してくれ（笑）

とりあえず「スランプ」という事で一切を片付けた一行だったが、スケルトンウォリアーは容赦なく襲い掛かってくる。スフレとガンヴァに魔晶石を一個づつ与えて、戦闘開始。
ＧＭ
このシナリオでの魔晶石は、実は無駄遣いしちゃいけなかったんですね～

ガンヴァ
そんな馬鹿なぁ～。･･････そんなこと知るか！（一同笑）
スフレ
とりあえず後で力は回復するものと思い込んでるから。
アリエル
てことでフィジカルなんぞをちょちょいと･･･
スフレ
（ＲＯＬＬ）【フィジカル】（一同笑）

ガンヴァ
確かに！　拡大魔術師としてはそれしかない（笑）
ＧＭ
･･･「私にもくださいっ！」（一同爆笑）
スフレ
まかしとけっ！！　2倍消費でアリエルとマクベスの筋力をアップ。
まけじとガンヴァも、【エンチャント・ウェポン】の倍消費。残りの精神点などに心を煩わされることは、一切ない。そして魔法をかけてもらう側も、そもそもこれが常態と化しているため、危機感もなければ感謝の気持ちも一切ない（笑）
スフレ

魔法が連続して使えなくなったと分かった時点で恐怖に襲われるね。

アリエル
みんなでムンクの叫び状態だね（笑）

さらにスフレはその行動に一点の曇りもなく（笑）【エネルギー・ボルト】の倍消費などを打ち込む。一方でアリエル・マクベスの蛮族コンビのダイスが走りまくり、それを目の当たりにしたガンヴァ達は、蛮族時代の到来の予感を新たにするのだった。
ＧＭ
マクベスが火を噴いた･･･スケルトンウォリアーＢは木っ端微塵になりました。

スフレ
蛮族あなどれない･･･

ガンヴァ
絶対蛮族の時代が来るよ～（￣□￣；）なんとしても阻止せねば（笑）

アリエル
今日は蛮族が火吹きまくりだな！
ＧＭ
今日は蛮族デーだから。･･･日本蛮族デーだから！

一同
日本じゃねーよ！（爆）
やはり精神点の消耗を気にしないガンヴァが、残ったＡに【エネルギー・ボルト】。この一撃が効いてＡも崩れ落ちた。
第8章　とても恐ろしいし何が起こるかわからない
アリエル
最後に貴族としての面目を保ったな（笑）
ガンヴァ
それにしても疲れた～･･･
アリエル
じゃあ早速例の石をくぼみにおさめてみましょう。

ＧＭ
すると青白い光が、しゅわしゅわ～っと珠をつつみこんで、珠は消え去った。

アリエル
『ひっかかったな･･･』って声が後ろからかかるとか嫌だよ（笑）

ＧＭ＆ビクトリア
･･･『案内ご苦労！！』（笑）

ＧＭ
何の案内だ！（笑）

スフレ
ネブカドネザルに、これでいいのかな？　って訊いてみよう。

ＧＭ
うん。『良くやった』と書いてある。

スフレ
ところで何だか魔法を使うと疲れるんだけど･･･、おじさん疲れない？

ＧＭ
『いや、わしはそんな事はない』

まぁネブカドネザルは魔法をかけてるわけでもないけど。
スフレ
すっごく疲れるんだ。これってお医者さんに見てもらった方がいいのかな。

アリエル
う～ん、脳に病巣があるね！
ＧＭ
誰アンタ（笑）財前先生？
ガンヴァ
･･･蛮族の言う事を気にしちゃいかん（笑）
スフレ
さぁ、とりあえず街に戻ろう！
ガンヴァ
だな。街が心配だ。

ＧＭ
ということで外へ出ますと。外は更に真っ暗になっていて、魔法使いの二人は衝撃を感じる。
スフレ
なになに、どういうこと？

ＧＭ
今までに輪をかけた強烈な衝撃です。レベルを１減らしてください。

ガンヴァ
１っ！？

ＧＭ
１。

ガンヴァ
なんのレベル？

ＧＭ
ソーサラーレベルを。

ビクトリア
レベルドレインだ！？

ＧＭ
それともう一つ･･･今後魔法発動の際、出目が３と４の場合も自動失敗になる。

ガンヴァ
疲れたぁ～･･･いや、疲れたどころの騒ぎじゃない！！

スフレ
レベル２になったぁ～。
ビクトリア
【ライトニング】が使えなくなっちゃったじゃない！
スフレ
【ライトニング】ってどうやるんだっけ～？？

ビクトリア
ぼけてる･･･ぼけてるぞこの子！！（笑）
ＧＭ
すばらしい（笑）

スフレ
あ！　そういえばあの筋力を高めるやつもどうやるんだっけな？　忘れちゃった･･･

アリエル
おいおい健忘症か？

ガンヴァ
あ！　さっきストーンサーバント作ったんだけどどうやって動かすんだっけな？（笑）

ビクトリア
後ろからついて来てはいるみたいだが･･･

ＧＭ
うん。最初に与えたコマンドは有効ということでいいだろう。

スフレ
ふくろうのポッター君がどっか行っちゃった！

ＧＭ
あっそれいいな。


ふくろうのポッターはスフレの肩にとまっていたんだが、突然ぷいっと空に飛び上がって行ってしまう。

スフレ
あれ！？　ポッター！！　･･･どっか行っちゃった。
ＧＭ
帰って来いって念じても、帰ってこない。
アリエル
うーん･･･マクベス～。坊ちゃんが壊れたようだよ。

ＧＭ
「いったい何が･･･そしてこの天気はいったい･･･」
アリエル
よっぽど精霊獣の熱にやられちゃったのかな？

ガンヴァ
病院へ行こうかな。
スフレ
とりあえず、帰っておうちのベッドで寝る！
ＧＭ
その、おうちの方角なんですが･･･街の方から火の手があがっている。

一同
あぁ～！！
スフレ
マッケナスが！　馬で走ろう！
アリエル
レックスのせい？　上からなにか落ちてきて火災が起きたのかな？

ガンヴァ
セバスチャンが心配だ！

スフレ
大丈夫。セバスチャンは僕以上の魔法使いだから。

アリエル
でも【ブリザード】使えるレベルにはないんでしょ？
ＧＭ
いや、使える。

アリエル
え、でも高レベルなのに首都に駆り出されなかったのはなんで？

ビクトリア
年だからだろ。
ＧＭ
そういうこと。

アリエル
じゃあ今頃セバスチャンは一生懸命【ブリザード】使っ･･･てるけどあいつの精神力も尽き始めてるのではっ！？（笑）
ビクトリア
さぁ、街に着いたぞ！

ＧＭ
崖の上から見ると、街はもう壊滅状態！

ビクトリア
うぉぉ～！？

ＧＭ
闇と火の支配する、地獄と化しています。

スフレ
なんてことだ･･･！

ＧＭ
地震もあったから、建物は倒壊してるし地割れが街をまっぷたつに横断したりしている。

スフレ
急いで行かなくては！　【フォーリング・コントロール】（一同爆笑）
ＧＭ
この呪文はレベル２だから大丈夫使える（笑）
ガンヴァ
じゃあ俺も使おう。

ＧＭ
あたりが尋常でないのは、もはや蛮族でも分かる。

アリエル
失礼な･･･！

ＧＭ
さらに、西の方からは轟音が響いてくる。とても恐ろしげな響きだ。
ビクトリア
西？　レックスが落ちた方か？

アリエル
とうとう蛮族の世がやってきたのかな。『皆の者～！　剣を取れ～！』（笑）

ＧＭ
誰だよ皆の者（笑）

ガンヴァ
俺も【フォーリング・コントロール】で降りていく。

スフレ
ちなみにもう魔晶石3点しかない（笑）

ビクトリア
お前ら･･･。じゃあ我々は階段を走って降りていくか。

あ、ガンヴァ！　ゴーレムを置いてくなよ！（笑）
ガンヴァ
ゴーレムには、ドワーフを背負ってついて来いと言ってある（笑）

ＧＭ
まぁベクター達の後をついて、階段を降りてくるということでいいや。

アリエル
ゴーレムはまだ動くの？
ガンヴァ
１時間は大丈夫だ。

ＧＭ
さて。街は･･･、暴徒の群れが略奪の限りを尽くしている。

ビクトリア
あぁ･･･、蛮族の時代だ！
ＧＭ
まさに蛮族たちが、その辺の民家や商店から物を奪っていて･･･、ロサンゼルス大暴動のような様相を呈している。

アリエル
まあ物を奪うのは許そう。

ガンヴァ
許されねーよ！（笑）

アリエル
人の命を奪ってないんなら･･･

スフレ
なんでこんな時に警備隊は【ライトニング】を撃たないんだ！

ガンヴァ
まったくだ！（笑）

スフレ
警備隊を探そう！

ＧＭ
いた。

スフレ
警備隊！　僕は疲れきって【ライトニング】が撃てない！　何とかしてあの暴徒を鎮めるんだ！

ＧＭ
いや、確かに警備隊はいたんだが、彼らも暴徒に囲まれて･･･タコ殴りにされている。

スフレ
･･････。
一同
･･････････････････。はぁ～･･･（笑）
ＧＭ
･･･その表情はリプレイには出ないんだ！（一同笑）

ガンヴァ
もうムンクの叫びのごとくになっている！（笑）

ＧＭ
ナイスフォロー！（笑）

スフレ
なんてことだ･･･。うーん、とりあえず怖いから屋敷に戻ろうか･･･。

ＧＭ
うん。屋敷に戻ると、「ああっ、坊ちゃんご無事でしたか！」
スフレ
セバスチャン、これは一体どういうことだ？
ＧＭ
「私にも分かりません･･･突然、閃光と地震が襲ってきて、街がこのような状態に･･･」
スフレ
母上は？

ＧＭ
「母上様は、２階のお部屋に保護いたしております」

スフレ
そうか･･･。ところで街の警備隊がぜんぜん機能していないみたいなんだ。

たかが暴徒にやられているぞ？
ビクトリア
たかが蛮族に！
ＧＭ
「それが･･･先ほどの異変が起こってからというもの･･･魔法が思うように使えなくなってしまいまして･･･」
スフレ
！！　そうなんだ。僕もさっき魔法を使おうと思ったら、気を失ってしまった。

ということは･･･みんなそうなの？

ガンヴァ
うーん･･･どうもそのような感じがするな。
スフレ
【ライトニング】の一発くらい撃てるやつはいないのか？

ＧＭ
「撃てるには撃てるのですが･･･撃つとバッタリ寝てしまいそうな気がしまして」（笑）

ガンヴァ
撃ったが最後だよ。あの人数を前にして･･･。暴徒は人数はすごいの？
ＧＭ
そこらじゅう暴徒暴徒だよ（笑）

ガンヴァ
あの人数を抑えることは難しいな。
アリエル
不便だねぇ。わたしは全然疲れてないよ。
ＧＭ
そうこうしているところへ。暴徒の一団が領主の館へ押しかけてきた。一団というか５人ね。ズケズケと入り込んでくる。「おっ。ここはまだ手付かずだぜ！」

アリエル
邪魔だ帰れ！（笑）

スフレ
セバスチャン！　【ブリザード】だ！

ＧＭ
「わ･･･私はもう･･･」
スフレ
もう撃てないのか？

アリエル
わたしが暴徒を説得してみようか。蛮族のよしみで。
ＧＭ
暴徒はズケズケ入ってきて、「金目のものを出せ！」

スフレ
なにを暴れているんだ！　罰が怖くないのか！
ＧＭ
「ふっ、怖くねえなぁ。もうお前達貴族に従ってる筋合いはねぇんだよ」
アリエル
というか一体なにが起きたんだ･･･？　この暴徒の群れ。
ＧＭ
その辺はセバスチャンが知っているんだが、地震によって、蛮族の犯罪者なんかを収監していた牢屋が壊れてしまった。そこから逃げ出した凶悪な蛮族達が、周りを煽動しながら略奪を開始したということらしい。
ガンヴァ
町民にも、良識人はいるだろう･･･？

ＧＭ
良識ある人々は、隠れているか殺されたと思われる。

ガンヴァ
あぁ～･･･。

アリエル
貴様達。富は分配すべきだが、人殺しはいけないな！
ＧＭ
「俺達はなあ、自分さえ良ければいいんだよ！」

アリエル
下衆な･･･！

ＧＭ
（アリエルに）「お前も蛮族蛮族と蔑まれてきたんだろう？」
アリエル
わたしは、蛮族だが･･･、誇り高き、ジェロニコ族だ！！（笑）
ＧＭ
「･･･聞いたことがないな」（笑）
アリエル
ジェロニコ族を侮辱するのか（笑）

ＧＭ
「どうだ、俺達と一緒に、この街を略奪し尽くして、好き放題するってのは」

アリエル
わたしはそんな事をしなくても、民の上に立つ血筋なのだ。

ＧＭ
「分からねぇ女だな。そっちのアンタはどうだ？　俺達に加われよ」と、マクベスに対しても言っている。
スフレ
マクベスは何て？
ＧＭ
終始無言で、最後に一言「貴様らのような暴徒には加われん」って。

ガンヴァ
良かった良心のひとで。

ＧＭ
暴徒は勧誘はあきらめたようだ。「しかたねぇ･･･やっちまえ！」

ということで戦闘に移ります。
スフレ
ここが踏ん張りどころだ！　剣を抜きま～す。
ＧＭ
おっようやく分かったか（笑）

アリエル
死にたくなければ下がれ！　と警告はしておく。シャムシールで峰打ちって出来る？
ＧＭ
出来てもいいよ。この期におよんで命助けてあげるの？

アリエル
一応蛮族同士だからなぁ。

スフレ
じゃあ僕もレイピアで峰打ち！

一同
できねぇよ！（笑）

アリエル
ここの薄いところでピターン！　ピターン！（笑）

ビクトリア
いやだ（笑）
第9章　絶望への序曲
ガンヴァ
そういえばさぁ。魔法の発動体
って今俺たちは持ってないの？
ＧＭ
持ってないよ。

ガンヴァ
そりゃそうだろうなぁ･･･普段必要ないもんな。

ＧＭ
額のクリスタルがあるから必要ないってことだね。

ガンヴァ
そのクリスタルは魔法の発動体として使えるの？

ＧＭ
特別な処理をしないと使えない。

ガンヴァ
じゃあ今は発動体はないんだな･･･

ＧＭ
発動体というものを使って魔法を楽に使うというやり方が、主流じゃなくなってしまったんだね。これは魔力の塔が出来て以来の傾向。
戦闘開始。魔力の異常が体調やスランプによるものでないと分かって初めての戦闘である。このため、スフレやガンヴァもその手に武器を持っての攻撃を試みる。
アリエル
よっしゃ皆蛮族モードだ！（笑）
ＧＭ
うーん皆腕力にものを言わせはじめたな。

ガンヴァ
くっ。ついに蛮族の世の到来か･･･（笑）
アリエル
（誇らしげに）蛮族の世です！　攻撃！（ＲＯＬＬ）

ＧＭ
おっ今の攻撃で暴徒Ａは倒れた。

アリエル
よし降伏勧告してあげよう。今のは峰打ち！　全員武器を捨てなさい！
ＧＭ
敵は･･･「んっ？」とか言ってちょっと気にしただけ。

アリエル
もうちょっと痛めつけてあげないとダメみたいですね～

使える魔法に限りがあり、さらに結構ＧＭの出目がよかったため、実はこの戦闘かなりの苦戦となった。二人からの攻撃を集中されたマクベスが、一度瀕死の重傷に追い込まれるが、ビクトリアの【キュアーウーンズ】で危地を脱した。

そして4ラウンド目。
ＧＭ
魔術師諸君。このラウンドのはじめに、強烈なマナの波動が、まるで波のように西の方から押し寄せてくる。瞬間的に君たちの精神点は全快した！
ガンヴァ
やった！　･･･てゆうか、レベルを回復してほしいんだけどね･･･（笑）

ＧＭ
残念ながらそれはなかった。

アリエル
瞬間的に発生したマナにより、なぜかわたしもソーサラーマジックが、使えるように･･･！

ＧＭ
なった気がした（一同笑）

スフレ
なんか力が戻ったぞ！　よし、マクベスの前の二人に【エネルギー・ボルト】2倍消費だ！（ＲＯＬＬ）

ガンヴァ
発動体がないから達成値マイナス２だよ。

ＧＭ
あ、今はそれ考えなくていいや。

ガンヴァ
そうなの？　よっしゃ。じゃあ魔法使うぞ～！

ＧＭ
今のこの魔力バリバリの状態では、不利な制限は一切気にしなくていい。

アリエル
今二人とも界王拳状態だから。
スフレ
ダメージは9点と6点。で、精神点は減らすのかな？
ＧＭ
いや、今は減らさなくていい。

アリエル
いきなりまた魔法を使い出したら、敵もひるむんじゃないのかな？
スフレ
そうだねきっと街の中も･･･

ビクトリア
警備隊が急に盛り返してるはずだ！（笑）

アリエル
急にバリバリっと街中に雷が満ち溢れてたりとか（笑）

ビクトリア
街中猛吹雪が吹き荒れてたりとか（笑）

アリエル
次はわたしの攻撃か･･･（ＲＯＬＬ）当たり･･･13点ダメージ。

ＧＭ
おぉ。それはかなり効いているようだ。

ビクトリア
さっきから容赦ないなぁ同じ蛮族相手に･･･

ガンヴァ
俺は、アリエルとマクベスに【ファイア・ウェポン】。メラメラっと打撃力プラス１０。

アリエル
すばらしい。･･････あれ？　剣は峰打ちできても、焼けてダメージが行くのかコレ？（笑）

ＧＭ
じゃあメラメラっと峰打ち不可（笑）
ガンヴァ
すまん！（笑）
ＧＭ
しかもあれだ。【ファイア・ウェポン】を待ってから攻撃すればさっきの一撃で相手倒れてたかも。

ガンヴァ
あぁ～そうか。

ＧＭ
まだパーティ組み立てで連携が悪いんだろうなきっと！

アリエル
しかもわたし頭悪いからしょうがない。
ＧＭ
（ＲＯＬＬ）あっ。マクベス６ゾロだ。
アリエル
よっし。これでまた一人倒れるんじゃないか？
ガンヴァ
【ファイア・ウェポン】で打撃力＋１０だからね。

ＧＭ
そうだった。

ガンヴァ
「焼け死ねーーーっ！！」とか言ってるよ俺（笑）
アリエル
突然強気だ（笑）

ＧＭ
（ＲＯＬＬ）あ。ぴったんこでマクベスは暴徒Ｃを切り伏せた。

ビクトリア
さすがに敵はひるむだろう。
ＧＭ
かもね。とりあえずこのラウンドは攻撃だ･･･
このラウンドの味方の被害は、ガンヴァが少しダメージを受けたくらいだった。そして続く第5ラウンド。蛮族はＰＣの攻勢に怖気づいて逃げ出そうとする。そこへガンヴァが【スリープ・クラウド】を放つ。逃げていく3人のうち2人が眠った。
スフレ
もう一人も逃がさないよ。【スリープ・クラウド】！
ビクトリア
調子に乗ってるから波状攻撃（笑）

スフレ
･･････１ゾロですorz
ＧＭ
逃げ去った！
ガンヴァ
捕らえた暴徒をロープで縛って、【ノット】をかける。（ＲＯＬＬ）６ゾロ。
ビクトリア
こんなところで６ゾロ（笑）

ＧＭ
ガチガチに縛られた。
スフレ
ふぅ～なんとか魔力が戻ってきたみたいだ･･･

ＧＭ
それが･･･、あの魔力の波動は数分で過ぎ去って、また元のどんよりした気分に戻ってしまう。

ガンヴァ
o(_ _o)･･･もうだいぶ疲れてる俺は（笑）
スフレ
疲れたよぉ～セバスチャン。
ビクトリア
暴徒は鎮圧された？
アリエル
外に出てみよう。

ＧＭ
いまだにあちこちで小競り合いが発生しているようだ。
アリエル
鎮圧活動に参加しようかな･･･とか言って一緒に暴れてたりして（笑）
ガンヴァ
この状況は鎮圧されるんだろうか･･･
ビクトリア
むしろこの街に居るのは危険？
スフレ
かもしれないな。じい、どうしよう？
ＧＭ
「じいにもどうしていいのやら･･･」

スフレ
困ったな。父上の留守中にこんなことになってしまって･･･

ＧＭ
「まことディオ様になんと申し上げてよいやら」

スフレ
そうだ！　母上にお尋ねしよう！

ガンヴァ
まじかよ（笑）

ＧＭ
「はっ、はぁ･･･」じいも困惑しとる（笑）


母上は、２階の自室に保護されているよ。

スフレ
母上様。大変な事態になってしまいました。
ＧＭ
「まぁスフレ、大丈夫でしたか･･･？」
スフレ
なんとか。
ＧＭ
「いったい何がどうしてしまったのかしら･･･？」
スフレ
わたしにも良く分かりません。
ＧＭ
「ですよね～」
ガンヴァ
（笑）だぁよねぇー！
スフレ
ところで街に暴徒があふれかえっています。どうしましょう。
ＧＭ
「そうですねぇ･･･話せば分かってくれるかもしれない」
ビクトリア
いやそれは無理だと思いま･･･
アリエル
でぇすよねー！（笑）
ＧＭ
「私が話してみようかしら～･･･？」
スフレ
母上･･･(-ω-；)
ＧＭ
さてそのとき、また西の方から轟音が響いてくる。それと同時に、物凄い衝撃が皆さんを襲います。また大きな地震です。
ビクトリア
うわっまた地震だぁ！

スフレ
またレベル下がっちゃうよー！

ＧＭ
下がりません（笑）

ではなくて北の方で何かが光る。
スフレ
んっ？
ＧＭ
北の方角にあったカルボナス火山が、今まさに噴火を起こしている。轟音は耳をつんざき、君らの足元も今にも崩れんばかりに振動しまくっている。

スフレ
天変地異だ！

アリエル
おぉ～壮大な･･･光景だ･･･

ビクトリア
壮大とか言ってる場合じゃ･･･この街も溶岩に沈んでしまうのでは？

スフレ
母上！　この世の終わりです！

ＧＭ
「あらいやだ」（一同爆笑）

アリエル
そらいやだわ確かに（笑）

ビクトリア
ここは危険だから避難した方が！
スフレ
そうかもしれないな。

ＧＭ
じゃあ外へ出ると。
ガンヴァ
あ、ドワーフは？

ＧＭ
ドワーフはそろそろ目を覚ましているね。

ビクトリア
ドワーフ！　逃げるぞっ！
ＧＭ
「こ･･･ここはどこじゃ？」
ビクトリア
その説明は後でするから！
スフレ
ここはマッケナスという街だ。だがこの街は暴徒に囲まれて、もう逃げ出さなければいけなくなったんだ。

ＧＭ
「そうか･･･。レックス･･･レックスはどうなったのかの？」
ガンヴァ＆アリエル
落ちた。（一同爆笑）

ＧＭ
「そうか･･･」がっくりしている。

スフレ
おじさんも、上から降ってきたんだよ。
ＧＭ
「わしはレックスの住民じゃった･･･」
アリエル
へぇ。ドワーフも住民に含めてたんだねレックスって。
ガンヴァ
一体レックスで何が･･･、いやその話は後でしよう。
ビクトリア
逃げながら話そう！
ＧＭ
ちなみに溶岩はどんどん、山を駆け下りて来ている。
スフレ
みんな、逃げるんだぁー！
アリエル
マッケナスに向かってきてるの？
ＧＭ
うん。向かってきてるよ。山肌全体をぶわぁーっと流れているからマッケナスだけじゃないけどね。

スフレ
街の人を先導しながら逃げよう。
アリエル
煽動すんの？　あおって？　『いけぇーーーい！』（笑）
ガンヴァ
『溶岩に立ち向かうんだぁー！』

ＧＭ

では、近場に居た市民に呼びかけてついて来させる感じだな。

ここは、スフレの領主たる器でもって･･･２Dを振ってくれ。

スフレ
９です。

ＧＭ
９人がついてきた。

アリエル
頑張ったよかなり！

ＧＭ
どこに向かうの？
スフレ
とりあえずこのマグマの範囲から逃げ出そう。
ビクトリア
旅の扉で移動！

スフレ
あ、その手があった。
ガンヴァ
旅の扉はもう使えないかもしれない。
アリエル
マナがなくなってるからね。
ＧＭ
マナの異常のせいか、物理的に壊れたせいか、ゲートは作動しなくなっている。

ガンヴァ
マグマはどっちから来てるの？

ＧＭ
北から。ちょい西よりの北側からだね。マグマはこんな感じで押し寄せてくる。（絵を描く）谷の上流から流れ込んでくるね。
スフレ
すごい量の溶岩だ･･･

ビクトリア
逃げらんない。

ガンヴァ
もうおしまいだな。この街は！（笑）

アリエル
風の谷状態だな！（笑）

ＧＭ
『この街もじき溶岩に沈む･･･』

アリエル
『大地の怒りじゃあ～･･･！』

ＧＭ
辺り一体に、放電現象みたいにしてプラズマがバチバチバチバチ言っている。たぶんマナなんだろうけど。

ビクトリア
この世の終わりって感じですわ。

ガンヴァ
世紀末だ！

ビクトリア
じゃあとにかくこの東側の崖を上って、溶岩が来ないことを祈りながら行くしかないですわ。

ガンヴァ
高いところに行こう。この山（トリス山）に登った方がいいかも。
ＧＭ
じゃあ君たちは夜通し駆け続けてトリス山までたどりついた。

村人９人と、君たちと、マクベスと、ドワーフと、執事、母上、メイド。これで全部かな。

ビクトリア
あ、あいつら縛ったまんまだ（笑）
ガンヴァ
蛮族か。連れて行こうか？
アリエル
連れて行こう！
ＧＭ
わかった。蛮族４人だね。「な、なんだこれは？　何が起きているんだ？」
ビクトリア
いいから行くんだよ！
ＧＭ
「ど、どこへ行くんだよ」

スフレ
後ろを見ろ！

ビクトリア
溶岩が襲い掛かってくるんだよ！

ＧＭ
「ひぃえぇぇ！」

スフレ
お前たちのせいでこうなったんだ。

ＧＭ
「そ、そんなこたぁ･･･」
アリエル
それは違うと思うが（笑）

ビクトリア
いいからつべこべ言わず早く逃げるんだよ！

ＧＭ
「た、助けてくれるのか？」

アリエル
逃げるんだよォォ！　スモーキィィ！

ＧＭ
ということで君たちはトリス山の中腹くらいまでたどり着いた。ここで不安に満ちた一夜を明かす。

ビクトリア
なんとか溶岩はこなかった？

ＧＭ
ここまでは来なかった。

ガンヴァ
はぁ～･･････。

アリエル
でも街は溶岩に飲まれたかもなぁ･･･

ビクトリア
飲まれただろうねぇ･･･

アリエル
きれいにまっ平らになってるかも？

ガンヴァ
埋まっちゃった？（笑）

アリエル
あれま。道が出来たぞ～って。

ビクトリア
向こう岸に渡るのが楽になってしまう（笑）
ガンヴァ
ふぅ。野宿にしろ、ようやく眠ることが出来るな･･･

ビクトリア
寝る前に、傷ついた人は治しますよ。

ＧＭ
と、世紀末的な状況になったところで、今日のシナリオは終わり。

ガンヴァ
これからどうなってしまうのかなぁ･･･！

ＧＭ
今回は強烈なものを見たので、経験点を･･･そうだな、4000点あげよう。

スフレ
あ。レベル３に戻れる（笑）
エピローグ
（新王国暦538年、“墜ちた都市”探索の冒険者「風に乗るもの」達が発掘したとされる、古代の日記らしき文献より）
8月22日
今日も普請に駆り出された。最近は休日も休めないことが増えている。太守の気持ちは分かるが、むやみやたらと都市を拡張するのが好ましいとは思えない。仕事だから頼まれれば設計するが･･･、岩盤自体に構造上の破綻を来たさないとも限らない。
　今日、役人が読み上げた太守からの趣旨書の中身を聞いて、以前からの疑念が確信に変わった。そこには「魔法王国随一の都市となるべく」とあったのだ。明らかに太守はフリーオンに対して、いまだ対抗意識を燃やしている。思えば5年前、遷都の候補地として最後まであの精霊都市とその座を競り合いながら、ついに望みが絶たれた時の、太守の落胆はいかばかりのものであったか。
　評議員の一部のメンバーが集まって、拡張政策の見直しを太守に諮る委員会を作るとの事だ。善良なる市民としては、指導者にはぜひ利口な選択を採って欲しいと切に願う。
９月２日

　地上からの移民が増え続けている。昨日から今日にかけても大規模移住があった。今月に入って3度目だ。これも太守の政策らしいが･･･。以前は移民といっても開拓精神にあふれた者たちが志願してやってきていたが、今ではそれも変わってしまった。犯罪者まがいの者から、難民風情の者たちまで、単に人口を増やせばなんとかなるとでも思っているのか？
　

９月３日
　移住者たちはほとんどが、拡張した地域に居住させられている。拡張地域といっても住宅などろくに整っているわけでもないし、衛生環境も劣悪だ。何より設計技師としては地盤の緩さがとても気になる。今日の現場にも、はやばやと移住者の一団が乗り込んで来ていた。
　彼らはしばらくうちの親方ともめていたようだったが、最後に親方が折れて、作業が完了しないまま彼らがそこに居住することになってしまった。内装作業は途中で終了、作業員たちは喜んでいたようだったが･･･

　帰る途中でマーベルに会った。奴の担当地域で暴動があったそうだ。以前からの住人と新しく住み着いたグループの間でいさかいがあって、それが半日続いたということだ。マーベルは警務官だから真っ先に鎮圧に向かわなければならないのだが、最近では住民側も殺気立って来ていて、仲裁にたっても身の危険を感じると言っていた。「あれはもうスラムだ。治安は悪化する一方だよ」職務に忠実なマーベルの息災を祈念してやまない。
9月19日
　政庁街で異変があった。拡張政策に反対する慎重派の会合が行われていたサロンに、官憲の手入れがあって全員が捕縛されたとのことだ。罪状はなにやら共謀罪とかいうものらしいが、そんな名前の罪状は私は寡聞にして知らない。
　夜になってやってきたマーベルに顛末を聞いた。中央では慎重派のメンバーをクーデターの謀議を重ねている疑いありとのことで、一斉に拘束する手段に出たらしい。公正な裁きは下されるのか？　と尋ねてはみたが、マーベルにもその辺りは確認できないようだ。まぁ、それはそうだろう。

　マーベルの話では、ラーダ神殿のフレディ師がレックスを退去すると決めたらしい。特に拡張慎重派に加担していた訳ではないが、現在の太守のやり方に対する消極的な抗議と言った意味合いだろう。良識ある人々がレックスを去り、残った我々は街が混沌としていくのを止めることが出来ない。マーベルは妻子があるから簡単にレックスを離れる訳にはいかない。
私は･･･どうするべきなのだろうか。
9月27日

　王都からの報せで不穏な情報が入った。なんでも、突如フリーオンの街中に凶悪な魔物が現れて、破壊の限りを尽くしているらしい。一部、移送の扉を使ってこのレックスに逃げて来た者も居るが、今ではフリーオンとの連絡はつかない。移送の扉は破壊されたものと思われる。一体王都では何が起こっているというのか？　

　情けないことだが、このレックスにはフリーオンに対する反感が根強い。このような凶報にもかかわらず、指導者層から一般の市民に至るまで、フリーオンの不幸を喜び歓迎するかのような言動があちこちで聞かれる。他者の不幸に溜飲を下げるのが、誇り高き魔法王国の民のすることか？　政庁街では、この事件を機に王国の中枢をレックスに移すことの可能性を検討するべく、協議会が設けられたらしい。
10月１日

　ようやく王都から続報が入った。王都は完全に魔物に蹂躙され、統治のための機能は一切

が“山岳都市”アミールに移されたという事だ。ここに臨時の対策本部が設置され、魔物への総攻撃の準備をするという。あちらでは、魔物のことを魔精霊アトンと、そう呼んでいるらしい。なんと禍々しい名ではないか。

　しかし、不世出の統合魔術師であらせられるファーラムシア陛下と、当代きっての魔術師団、それに魔力の塔さえあれば、魔精霊が鎮圧されるのも時間の問題であろう。無限の魔力の前に持ちこたえるものなど、あろうはずがないのだから。
10月7日

　第14次の拡張作業が始まった。今回の工事はこれまでにない規模のものになる。起工式には太守その人が立会い、訓示とやらを垂れていった。太守はこのところ美食や漁色にふける日々だと聞くが、その噂も本当かもしれない。以前よりだいぶ肥え太った身体と華美な服装がそれを示している。太守の取り巻き連中も似たりよったりだ。一方でその日の食い扶持にも困るような貧民層が、スラムに形成され、広がりつつある。このような貧富の差は、2年前には考えられなかった。あれだけ進取の気概と活力に満ちていたレックスはどこへ行ったのか？　
10月21日

　ついにアトン討伐の軍がアミールを進発したという。アトン出現のおりは不意を突かれて遅れをとったのだろうが、十分に準備期間を与えた魔法王国の軍ならば心配はないだろう。ファーラムシア陛下は後方で統制のみなさるそうだが、賢明な選択と言えよう。朗報が待たれる。
10月26日

　拡張作業はこの3日ほど中断している。レックスそのものを支える浮遊魔法、その礎となっている地上の環状列石に異常が生じているらしいのだ。というより、列石の許容範囲を超えて拡張作業をし続けた、そのツケが回ってきていると言った方が正しい。近日中に、地上に向けて調査団を派遣することが決定された。
　その後アトン征伐隊の消息は依然として伝わってこない。よもやという事はないだろうが･･･、やはり心配だ。

10月30日
　地上への調査団に私も編入されることになった。ちょうどいい機会だ。この目で現状を見てこよう。魔精霊討伐の新しい情報も、何か入手できるかもしれない。

11月2日
　想像していたより環状列石の状態は危機的なものだった。明らかに、肥大したレックスの規模を支えきれていない。当初綿密な都市計画に基づいて設計されているだけに、列石を改良していくのも一朝一夕には済まない。とにかく今回の拡張作業は凍結するべきだろう。

第1次報告を連絡員に持たせ、我々本体は列石の応急処置にあたる。２、3日中には作業は終わるだろう。
11月3日

　地上に降りてからずっと感じていたことだが、精霊力に異変が生じている。地水火風すべての精霊力が、だ。何かにおびえているような、怒っているような･･･とにかく精霊たちの状態が普通ではない。これも、魔精霊の影響によるものなのだろうか？
11月4日

　恐るべき報せだ。魔精霊の征伐に向かっていた軍勢は激戦の末壊滅したという。信じられない。だが、アミール経由で移送の扉から逃げ延びてきた魔術師の証言だから間違いないだろう。彼は20代の若さにもかかわらず、頭髪が真っ白に変色していたという。
最強の軍勢も壊滅させられて、カストゥールはこれから一体どうなるというのか？

　とにかくレックスへ帰還せねばならない。太守もさすがに然るべき措置を考えるだろう。とりあえず応急処置をした列石でレックスは持ちこたえられる。一瞬、浮遊都市のレックスならば魔精霊の猛威を避けることも出来るのではないか、という考えが頭をよぎったが、すぐにそれは間違いだと気づく。環状列石を破壊されたら、レックスは揚力を失って墜ちるしかないのだ。
11月7日

　太守の反応は良く分からない･･･。事態が由々しきものであることは分かっているはずなのだが、なんら行動を起こそうともしていないように見える。だが私の身分では直々に注進申し上げる事もかなわない。また、実のところ私にも、何をどうすれば一番良いのか分かっている訳でもないのだ･･･。
12月11日

　各地で小型の精霊獣が出現していると聞く。まだ、人間の手に負える相手らしく、魔術師たちの軍勢で退けることは出来ているらしい。とはいえ一たび出現すれば甚大な被害は免れえるものではなく、それはこのレックスとて同じ事であろう。マーベルも警備の体制がより強化されるようになったと言っていた。

12月17日

　拡張された地域の一角が、ついに崩落した。この事故で人命も失われた。もはや拡張政策の誤りは明らかだ。これからも崩落は続くだろう。崩落の原因として、環状列石にまた何らかの異常があった可能性がある。調査してみなければ何とも言えないが･･･念のため、当局に上申しておいた。
12月27日
　地上からの偵察隊の報告があった。蛮族の一団が、環状列石を破壊しているという。なぜ蛮族がそのような暴挙に出られるのか？　地上の魔術師たちは何故手をこまねいているのか？　

とにかく地上に調査隊を派遣するならば、相応の武装が必要になってくるだろう。

レックスの崩落･･･魔精霊の出現･･･蛮族の反乱･･･。巨大な悪意がこの魔法王国を弄んでいるかのように感じる。

１月14日

　太守から調査隊派遣の命が下った。しかも今回、調査隊の隊長は私が任命されるという。護衛の件は、中退規模の軍兵を同行させてくれるということで合意された。報告の内容如何ではレックスの運命を左右するかもしれない。緊張に身がすくむ。
1月22日
　地上への出立直前にこれを書いている。恐れていた報せが入ってきてしまった。今月に入ってアミールを進発した軍勢が、再び魔精霊に敗北したのだ。しかも今回はファーラム王直々の出師、撤退にあたっては陛下も負傷なされたとの噂だ。魔法王直卒の王師が完膚なきまでに敗退したということは、わが軍勢の士気に与える影響ははかりしれない。詳細な情報は入って来ないが、王国軍の現状は容易に想像がつくというものだ。
　朝からこの情報で市内は騒然としている。早々にレックスから脱出する準備をするものもいるようだ。しかし、この情勢の中、レックスを去って一体どこに逃げるというのか？
1月29日
　蛮族の抵抗は予想以上に頑健だった。戦闘に入って7日経って、ようやく記録をとるだけの余裕がとれた。だが予断を許さない状況が続いている。ひとまず撃退はしたものの、敵には余力がまだまだ残っていると考えられる。体制を立て直せば再び襲ってくるに違いない。備えは怠りないよう努力を続けているが、こちらの戦力も当初よりかなり減じてしまった。護衛隊のナムル隊長が、さきほどレックスに増援の要請を投げかけたところだ。
　もうひとつ･･･精霊力の異常はやはりただ事ではない。戦闘で精霊魔法を使った際、精霊が何度も制御不能になりかけた。あまりに不安定なので攻撃は手斧によるものに絞らざるを得なかった。それ以後何度か精霊に語りかけてみたが、やはりまともな反応は返ってこない。私にとって、また不安の種がひとつ増した。
2月2日
　昨日の襲撃でかなりの損害を受けた。味方の兵士はもはや小隊規模に満たない。要請した援軍はやってこない。ナムル隊長も重傷を負ったので、臨時に指揮権を私に委譲してもらった。もはやここで持ちこたえる事は出来ない。今日中に支度を整えてここを去ることにする。
2月3日
　太守に報告を済ませてきた。驚くべきことに太守は拡張政策を中止する気はないと言う。私は今起きている事実を伝え、理を説いたが、もはやあの男には道理は通用しないらしい。私は調査団の任を解かれた。もっと拡張政策と列石の強化に積極的な人材を登用すると、そう伝えられた。
解任とはいえ私の技師としての能力は必要らしい。これからはもっぱら、崩落する箇所の修復に駆り出されることになりそうだ。崩落の起きるペースは、日を追うごとに縮まっていっている。作業量はむしろ以前より増えるだろう。
　事態が急変を続けている時期に、このような事をしていていいのだろうか？

　私も自らの去就を考えるべき時が来ているのかもしれない。

2月18日
　王都、いやファーラムシア陛下のおわすアミールから、久しぶりの使者が到着した。
　もはや魔精霊との戦いを続ける余力は、王国には残されていない。最後の方策として、どうような道をとるべきか。それを協議するため、高名な魔術師が集合して対策会議を開くそうだ。レックスからは、太守その人と、最高導師メルレイアス以下4名がアミールに赴く事に決定した。さすがに太守も今回ばかりは深刻に事態を受け止めているようだ。彼らの出立は明日。ぜひとも、我々臣民の進むべき道を見出して欲しいものだ。
2月20日
　マーベルが死んだ。
　街中に出現した精霊獣との戦いで傷を受け、そのまま回復する事がなかった。精霊獣は、魔術師が10人がかりで息の根を止めたという事だが、私が駆けつけた時には既にもう、マーベルの命は失われてしまっていた。犠牲者があまりに多く、公式には弔っている余裕がないという。私は彼の亡がらを引き取り、家族のもとへ送り届けることにした。
　あまり詳しくを書き残す気にはならない･･･つらい役目だったが、司祭を手配して埋葬に立会い、諸事取りはからい、先ほど帰ってきたところだ。家族の悲しみに比べれば私の感情など如何ばかりのものか。だがこれだけは書き残しておきたい。マーベルは生前私に言ったのだ。「一緒にレックスを守ろう」と。私もそれを聞いてやっと気づいた。私はレックスを守りたいのだ。現状がどうであろうと、今はここが私の住む場所であり守るべき場所なのだ。

彼の家族の事も世話しなければならない。マーベルに変わって私がこの街を守ろう。
アレックス・ダドレイ
（一部現代語に意訳。抜粋）

あとがき
約2年半、である。

正確に記録をとっているわけではないから、3年近いかもしれない。

実際にプレイをしてからリプレイが出来上がるまで、相当な時間がかかってしまった。

というか2年半のうち執筆したのは始めと最後の数ヶ月間で、あいだ2年はほったらかしだったというのが実情。リプレイを書くというのはなかなかもって大変だ。

一応第２話もシナリオは出来ているのだが、このペースではリプレイ完成にはどれだけかかる事か･･･

試算してみよう。

　キャンペーン仕立てにするとして、全６話にする構想だから、１話あたりリプレイ完成に２年半を要するとして、残り５話×2.5＝12.5年、今は2006年の7月だから、全話完成するのは2012年の正月、我々は44歳ということになる。

　げふっ。言ってて気持ち悪くなってきた。

　さてそんなことより本編について。
　満を持して（？）スタートしたソードワールドのカストゥール編。演出好きのマスターとしては随所に工夫を心がけ、やってみたかった設定を思うさま散りばめた。
　－誰もが知っている古代魔法王国の世界観を再現すること

　－魔力の塔に支えられた繁栄の極みを表現するべく、魔法を使い放題にすること

　－それに続く絶望の深さを体感してもらうこと。世紀末的雰囲気の現出

　－蛮族の台頭までの歴史の変化を目の当たりにさせ、時代の生き証人に仕立てること

　－なんとなく知っているだけの単語（レックス、フリーオン、アトン）を登場させ、つまびらかに物語ること

　－「系統魔術（門、ブランチ）」の要素を取り入れ、カストゥール時代の魔術としての特色を出すこと
これらをインチキっぽくなく、素人っぽくなく構成するために、各種文献や巷間囁かれる情報を収集し、背景をかためた。情報収集にあたっては個人のSWファンサイトの他に、雑誌のバックナンバー（初期のドラゴンマガジン、旬刊スニーカーなど）をネットオークションで入手した。背景がしっかりすると自然とストーリーテリングがリアルになる。
　普段やっている新王国時代の魔法と、カストゥール時代の魔法の違いを出すために、様々なハウスルールを活用し組み立てた。これにあたってかなり参考にした個人サイトがあったのだが、現在では閉鎖しているようだ。
　以上を事実から言えること。この頃の俺は仕事が楽で暇だった。（証明終わり）
　そんな感じでふんだんに演出要素を盛り込んで開始した第１話だったが、期待以上にプレイヤー諸氏が演出に協力してくれたので、良いリプレイになったと思っている。スフレとガンヴァには感謝感謝である。アリエルは非常に蛮族らしくてよろしい。桃枝（仮名）は知的なキャラをやらせても野蛮なキャラをやらせてもどっちもいけるから安心だ。今井（仮名）に関しては･･･、どう考えてもベクターという名前から女性は想像しにくい、という事だけ言っておこう。
　世界帝国の滅亡を扱うだけあって、重い要素ももったキャンペーンになると考えている。
　このキャンペーンのテーマとして捉えているのは以下の3点。

　１．魔法王国は何故滅亡したのか

　２．この時代、魔術師はいかに生きるべきか（人によって答えは違うだろう）

　３．同じく、蛮族と呼ばれてきた人々はいかに生きるか

　プレイヤー諸氏にはこの点意識してロールプレイをお願いしたい。

　世界帝国といえばいつかローマ帝国を舞台にしたＲＰＧをやりたいな。昔ＲＰＧマガジンにそんなテーマの連載もあったが。

まぁ今のペースでは、そんなところに手を伸ばすのは無理か･･･。

閑話休題。

　なお今回の章タイトルは気取って付けようと思ったのだが、いきなり「痔が云々」という下品な話になってしまったので、これは断念した。各章、微妙なタイトルになったと思うが、これは「クラシック音楽作品の変なタイトル」で良くありそうなフレーバーにしたつもりである。つもりなので、そうなっているかどうかは知らない。
そのうち、本当にある変な曲名だけで章立てしたリプレイを書いてみようと思う。あと15年位したら出来るかもしれない。
　変なタイトルのクラシック曲面白いよ。＜変なタイトルの曲＞でググってみよう。
　閑話休題。
　いかんな話がすぐ脱線する･･･。
　なんだか良く分からないうちに魔法が使えなくなり、レックスが墜ち、火山が噴火してマッケナスは壊滅。蛮族もまるで堰を切ったように反逆の兆しを見せている。ＰＣの知らないところで何が起こっているのか？　魔力の塔に何があったのか？　アトン征伐の顛末は？　スフレの父と兄たちは無事なのか？
　すべてがすべて、謎として、次回へひきます。（￣▽￣）ﾉ
ソード・ワールドＲＰＧ　カストゥール編　１

緋色の律動　了

�　はっきりした年代は定かでないが、大体これ位と言われている。


� ロマールはこの話の５００年位後の世に出現する都市国家。大陸西部に位置し、このときＧＭが示した場所とは全く異なる。今井(仮名)がとりあえず知ってる固有名詞を言ってみたかっただけと推測される。


� およそ10年前にＡＣＲＡＰにより著されたＳＷリプレイ、「ガンダーラ・キャンペーン」で重要な位置をしめた古代都市。オフィシャル設定上は存在しない(笑)。公式には巨人がのさばる未開の地という事になっているが、川本→海保→今井(すべて仮名)の設定により小都市が乱立し、しまいには大陸最先端の技術まで保有する怪しげな地域となった。


�精神点を２倍、３倍と余分に消費して色々と効果を高めることを倍消費という。もともと精神点の許す限り何倍でもしていいのだが、選択ルールとして、「マジックユーザーレベル÷２(切上げ)」分だけプラス効果して良いという事にしてある。３レベルなら＋２効果(３倍消費)、１０レベルなら＋５効果(６倍消費)といった具合である。


�全千葉の傾向として、みんなＰＣ以外のキャラクターの言動をプレイしたがる。


自分のキャラすら確立されていなかったとしても、とりあえずやる。


�【ティンダー】は点火の呪文。非常に使い勝手の良い初歩中の初歩である。


� とくにセバスチャンみたいなキャラは、みんなやりたがる。


�ＰＣの最高戦闘能力と同等レベル。今回パーティが魔術師系に偏っているので、バランスを考慮して登場させてみた。しかし名前の付け方を誤ったかも･･･


�判定のためダイスを振る箇所は、以後「ＲＯＬＬ」と表示する。


� どうでもいい雑学を披露しては、意外性を競い、単位「へぇ」で判定する番組、『トリビアの泉』。このプレイが行われた2003年～2004年にかけて、爆発的に流行していた。


� キャラメイク中に「蛮族＝アメリカネイティブ」みたいな図式が発生した。


�貴族の坊ちゃんがちょっと背伸びをしている感じで。


�かつて中チュンがやったキャラクター「テンガイ」の名台詞。不意をくらった表情で軽く自分を指差し、半分裏返った声で発声する。


�使い魔というのは、魔法使いが自らの五感を共有し、偵察などに使役する事が出来る特殊な動物の事。ネーミングにあたり、額に傷を持つ、突然変異型魔法能力異常適応マグルから拝借した。


� セバスチャンがなんでも解決してしまう事に対する、ＧＭ経験者ならではの指摘。


�本来なら、お坊ちゃんを危険な場所に黙って行かせるはずないのだが、そうするとシナリオが進まないので突っ込まない。なお、この時代には通貨としてのガメルが存在しないので、金５００グラムと表現した。「グラム」ならあるのか？　という事は、突っ込まない。


�早速特殊呪文の登場である。魔法王国っぽさを演出するに当り、効果的なプレイと言える。


� 2003年～2004年は、映画「ロード・オブ・ザ・リング」公開と言う点でもエポックメイキング的な年であった。トールキンにこの映像を見せたいと、ファンなら誰もが思っているに違いない。レゴラス役はオーランド・ブルーム。映画では弓を連射したり、至近距離で弓を撃ったり、象に乗って弓を撃ったりと、トールキンエルフの強者ぶりをいかんなく発揮した。ギムリとの星取り合戦はシリーズ中でも白眉の名場面である。オーランド・ブルームはこの映画により女性層から絶大な支持を獲得したが、１作目のあと公開された「パイレーツ・オブ・カリビアン」では、助演（？）のジョニー・デップに完全に主役を食われていた。


� ハウスルール。無制限で拡大消費されるのを防ぐため、上限を設定した。誰かのＨＰから拝借。


� この部分、単にＧＭとプレイヤーにイメージの相違があっただけなのだが、結果として蛮族に対する貴族の意識が表現されたようにも考えられる。


� 「すごいよ！マサルさん」からのネタ。学生時代のリプレイには、椎名高志（仮名）ネタがやたらと出て来るが、2000年前後にはうすた京介（仮名）ネタがこれに取ってかわる。これも時代の変遷である。うすた京介（仮名）は年齢的に我々とほぼリンクしており、その子供時代の記憶をくすぐるネタには共感する部分が多い。このシーンでの盛り上がり方を見ても、皆が同調しているのがよく分かる。


�プレイ時に今井（仮名）のキャラはベクターと言う名前であった。そんなの女の名前じゃない、いやむしろ名字だろう。との周囲の批判を押し切ってベクターになった。ところがプレイ後今井（仮名）から携帯メールが届き、「ベクターは本名はビクトリアだったと言う事で」との要望があった。全くまじめにやって欲しいものである。


�映画『ハンニバル』でのレクター博士の行動･･･。


�レンジャー技能がないので基準値をプラスできない。このパーティには実はレンジャーがいない。


�勝手に決めないで頂きたい。


�ＰＣの手を封じる陰謀としてはなかなか効果的であるが、問題はＧＭが全く意図していなかった事である。


� アリエルは本当は行動順は一番なのだが、剣が振るえないので順番を遅らせていた。


�「ホブ」＝「ちょっと強い」みたいなイメージである。もちろんホブスケルトンなどと言うモンスターはいない。ちなみにこの骸骨はスケルトンではなくゴーストであった。


� この辺り、あまり気にしないように。気になる人は、「すごいよ！マサルさん」全巻読めばどこかに出て来る。


�魔力の塔のため、本当に魔法が使い放題である。今回のプレイにおいては、ＧＭ公認のプレイスタイルであり、彼らの行動も適切なロールプレイであるのでご心配なく。


� これはハウスルールとして適用した遺失呪文。結び目を物理的にほどけなくする。


�彼らの魔力を持ってすれば、かなわない相手ではないのだが、なにぶん冒険は初めての１４歳の男の子なので、尻込みしている･･･という表現。


�竜の牙から造られる魔法生物。キャラクターはセージチェックをしていないので、プレイヤーの発言と見るべきだろう。


�魔法使いには落ちても平気な呪文がいくつかある。それゆえの、逡巡のない行動。


�これもハウスルールより採用。対象となる物体に音や声を記録する。


�洞窟のためリフレインしている。こういう場合、当然のように今井（仮名）の輪唱がともなう。うるさい。


� ネブカドネザル２世。新バビロニア第二代王（前605－562）。アッシリアを退け、バビロニアの繁栄をもたらした。前586年、エルサレムから市民を強制的に移住させた（バビロン捕囚）。世界七不思議の一つ『バビロンの空中庭園』は、ネブカドネザルが王妃アミュティスの為に建設したといわれている。菊地秀行の『魔界都市』にも登場するとかしないとか。最近では映画「マトリックス」で宇宙船の名前に使われていた。


� このパーティ、セージ技能を持っているのがガンヴァだけなので、他のメンバーは全員平目のロールになる。


�小学館「金色のガッシュ」より。新感覚のギャグセンスが冴える秀作。


� ほんとはもうちょっと長いキーワードを用意していたが、今更言うのも恥ずかしくなったのでザケルにしておいた（笑）


� ラピュタでパズーが這い上がった孔のような･･･説明になってないだろうか？


�今回魔法が使い放題なので、魔力源としての魔晶石はいらないではないか、という発言。


� どっかに、魔晶石が通貨代わりという記述があったような気がする。ＧＭもうろ覚え。


�実はこれ、往年のシューティングゲーム「グラディウス」をイメージした発言。


�統合魔術師は他の9つの『門』の系統呪文を全て使える。近年ではほとんど統合魔術師は存在しない。魔法王ファーラムは、絶えて久しかった総合魔術師を再び体現する事の出来た稀な例である。


� ソードワールドＲＰＧキャンペーン「ガンダーラ編」で、精霊使いのシルフィに与えられたサラマンダー３人組。正確にはヒーゴー、ジモン、タゴサクの３名で、合わせてオーストリッチーズと呼ばれていた。キャラ的には完全に汚れだが、使えばそれなりに強かった。


�聡明な読者はお気づきであろう･･･。【レビテーション】の到達範囲が１０メートルなので、この場で１１メートルに設定したのである。続くやり取りを見て分かる通り、どうしてもここに登らせたくない訳ではなく、単なるＧＭによる嫌がらせである。


� おそらく「ロード・オブ・ザ・リング」第１部で、ガンダルフとサルマンが戦ったシーンの事を言っているのだろう。


�魔法王国滅亡後、レックスはこの名で呼ばれる。ルールブック内の地図にも記載されているため、一般的ソードワールドプレイヤーにとっては、この名の方が通りが良い。


�以上、天空の城ラピュタより名言集。あんまりうるさいので、ＧＭは無視してスフレと話を進めた。


�例によって例のごとく。こういうネタを最後までしつこく引きずるのは、こいつである。


� キャラクターは蛮族なのだが、プレイヤーがベテランなので深く考察している･･･


� シナリオのディテールに使えそう･･･とか企んでいる。


�敵意を察知する呪文。


� サラマンダーの上位精霊。炎の巨人の姿をとる。


�色のイメージというと「ファー・ローズ・トゥ・ロード」を思い出す。


� ロードオブザリング「旅の仲間」より。モリアの坑道を抜け出す間際に登場したバルログを相手に、魔法使いガンダルフは肉弾戦を繰り広げた。


�誰もそんなことは言っておらん。


�みごとに指揮系統グダグダである。


� ダメージ判定を２回行い、大きい方を取る。精神点の倍消費には、この他に「達成値の上昇」「範囲の拡大」「時間の拡大」などがある。


� この時のダメージ算定法は、レーティング３０のみであった。


�石で作られたゴーレム。


�飛び道具の特殊ルール。1ラウンド狙いをつけるごとに、クリティカル値が１下がり、急所に当たりやすくなる。


� サイコロを振った時に、もっとも出る確率の高い数字。平均値と考えても良い。


� その願い、叶えて進ぜよう･･･、と神が言ったかどうかは定かではない。


� ファー・ローズ・トゥ・ロードに付属していた、種族やモンスターの大きさ比較図より。ローズトゥロードの世界ではドワーフとは言わず髭小人と呼ばれる。


� ロードス島西南部「石の王国」を治める鉄の王。ロードス島戦記の時代においてはほとんど伝説とも言えるほど年季を積んでいるが、魔法王国の時代には多分生まれていない。


� プレイヤーとしては、マナに異常があったという事に気づいている。


�気づいてくれるのはありがたいが、いかんせん蛮族なのが残念･･･！


�魔力の塔が崩壊したと言いたいらしい。


� さっきから30秒おきに今井（仮名）の鼻をかむ音がうるさくてかなわない。執筆中のマスターとしては、ここで今井（仮名）が中座した事にあからさまにホッとした。


�無限の魔力の供給源である魔力の塔が、カストゥール王国末期に崩壊したという事実は、プレイヤーとしては知っている。この時点でアトン征伐と魔力の塔崩壊の関係についてはＰＣは知らないので、ガンヴァもスフレもあえてそのような推理はせず体調のせいにしている。（魔法を使うと疲れる→無限のマナの供給源たる魔力の塔に何かあったのでは？　という推論は充分成り立つが、蛮族の模範のようなアリエルがそこに気づくというのは考えにくいので、これはプレイヤーの発言と捉えてよいだろう）


�ＳＷでの正式名称はドラゴントゥースウォリアー。どっちでも通じるから気にしない。


�電話を終えて戻ってきた。リプレイを書いているＧＭは、がっかりした。


� わざわざ女キャラをやってるんならちゃんとロールプレイしてくれ･･･


� 語呂がいいので言ってみた。語呂の良さをこよなく愛するＧＭだから仕方ない。


� 我々の中では定番ネタ。我々にベタドラマのファンタジー版を作らせたら必ず挿入されるシーンになるだろう。


� こんな風に、問答無用でレベルを下げられてしまうという強引な展開は、普通ありえない。プレイヤーによっては理不尽さに腹をたててしまうことも考えられるが、このメンバーならうまくロールプレイしてくれると踏んだ。ここまでが魔法を使い放題だった･･･とか言うことより、これからの激動の時代に重要な役割を果たしていくという予感を感じて、そこに納得感を見出してほしいなというのがＧＭの期待。そもそも何故レベルを落とさなければならないかだが、魔力の塔崩壊後、魔法王国がわずかな期間で蛮族に崩壊させられたことに対する解答のひとつ、のつもりである。もっとも、レベルダウンだけではなく魔術師には今後も艱難辛苦を味わってもらうことになるが･･･（￣―￣）ﾆﾔﾘ


� ブリザード云々については、第1章の冒頭を参照。


� プレイ中は聞き逃してしまったようだが、これは違う。レックスはマッケナスの上空を西から東へ横切るように落ちていった。西の方角は、魔力の塔がある方角である。シナリオの最中では明かしていないが、魔力の塔が崩壊し、まず世にあまねくマナに影響が顕れた後、崩壊の轟音が遅れてやってきたのである。


� おそらく誇り高きジェロニコ族（後述）の仲間達のことだと思われる。


� こういうときの状況描写の役目は、なんとなく中チュン（仮名）の担当になっているのがＡＣＲＡＰの不文律。


� ボウトボウト〔bouto-bouto〕（擬音）そこら中に暴徒があふれて人数も良く分からないさま。


� 念のために言うが、マクベスのモデルはマ・クベではない。しいて言うならシェイクスピアの･･･。今回のキャンペーンでは、NPCの名前が覚えやすいように、どこかで聞いたような名前を多様するつもりである。


� セバスチャンと話して、魔法の無駄遣いがマズイということに気づいたというシチュエーション。スフレの剣は貴族らしくレイピア（細身の剣）。


� メイジ・スタッフに代表される、ソーサラーマジックの発動を助ける魔法の物品。ソードワールドの本来の舞台（新王国暦500年代）では、魔術師の必携アイテムだが、この魔法王国末期という時代においては必ずしも必要ではない。魔力の塔から無限の魔力を得られる黒水晶が額にはまっていれば、邪魔な発動体など持つ必要はなかったからである。


� 戦闘中のケアレスミスも演出に変えてしまうのがRPGの醍醐味。


� 母上の性格が後述のような感じだから困惑したのである。


� これがまた、間といい発音といい絶妙なのである。


� 旅の扉はＤＱ用語。ソードワールドで言うなら「移送の扉」（＝ゲート）のこと。


� ユパ様の初登場シーンでのセリフより引用。ユパ様自身は有名人だから説明しない。


� 「ジョジョの奇妙な冒険」より。ジョジョシリーズの名ゼリフ10選に入るといわれるフレーズ（嘘）。ここで桃枝（仮名）が言わなければ、おそらくＧＭが言っていた（笑）
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